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　──熱い……。どうなってる……？

　一いち陣じんの熱風に煽あおられながら炬ジユ仁レンは意識を取り戻もどした。

　やけに息苦しい。状じよう況きようを把は握あくする必要があるのに、なぜか目が開かなかった。十七歳にして六尺近くもある体たい軀くが、頼たよりなく浮ふ遊ゆうしていることにも違い和わ感かんを覚える。

　炬仁が気を失ったのは、ほんの数秒間だった。

　しかしそれはかつてない失態だ。妖よう魔まから瑞ルイ芳フアンを守っている最中の気絶など、たとえ一いつ瞬しゆんでも絶対にあってはならない。その強い思念によってすぐに意識を取り戻したというのに──炬仁は、どうしてか未知の場所に移っていた。

　なにも見えなくても直感的にわかる。ここは一度も踏ふみ入ったことのない領域だった。

　でも、どのようにして来たのか、なぜ来る必要があったのかは、わからない。

　妖魔の臭しゆう気きも、そばにいた瑞芳の気配もなくなっている。わずか数秒のうちになにが起きたのだろう。

　ここはどんな場所なのかという疑問もあるが、それは些さ末まつなことだった。炬仁にとって重要なことはほかにある。

　──今すぐ瑞芳のもとへ戻らなければ。

　世せ俗ぞくや人間関係に興味のない炬仁が唯ゆい一いつ大切にしている、三歳年下の幼おさな馴な染じみ。彼を一人にしていたくない。

　瑞芳は、誰だれもが恐おそれる妖魔に親しみを持っている。それには真っ当な理由があるから、変わり者と厭いとわれても気にせずに、みずから妖魔に近づく。小さな身体からだに宿る芯しんの強さと優やさしさを知っているのは炬仁だけだ。だから炬仁はいつも瑞芳のそばにいて、彼を守ると決めていた。

　瑞芳の、十四歳にしては大人びた言こと葉ば遣づかいを思い出す。

「今夜の宴うたげを抜ぬけ出すなんて……炬仁を祝うための宴でしょうに。主役の姿が見えなくなったら、みんな寂さびしい思いをするよ。それに、男衆は炬仁を捜さがしまわることになってしまう」

「そのへんは上手うまくやる。親父おやじが酔よいさえすればこっちのものだ。抜けたらすぐに行く。おまえは家にいろ。新月の夜だからって一人でふらっと妖魔見物なんか行くなよ。今夜も見に行きたいなら、おれが連れて行ってやる。だからちゃんと家で待ってろ」

　炬仁がそう言うと、瑞芳は照れくさそうに笑ってうなずいた。

　そうしてどうにか「今こ宵よいは夜明けまで語らう」という約束にこぎつけたのだ。離はなれているこの数分すら惜おしい。瑞芳のところへ戻るための行動を起こす。

　意識を取り戻したときから付き纏まとう浮ふ遊ゆう感かんが不快だった。見えざるものに操あやつられている気分になる。炬仁は全身に有り丈たけの力を込めてそれに抗あらがい、まぶたをこじ開けようとした。だが実際はまつげすら揺ゆれず、指先ひとつ動かせなかった。

　まるで身体じゅうが麻ま痺ひしているかのようだ。己おのれに胴どうや手足が付いているのかさえ曖あい昧まいになってくる。声を張り上げようとしたがまったく出ない。なにひとつままならないことに苛いら立だちを覚えた。

　しかしわずかな感覚や聴ちよう覚かくはある。かたく閉じられたまぶたの向こうに闇やみと紅ぐ蓮れんを感じた。

　遠くから地鳴りが聞こえる。ゴオォ……と轟ごう音おんを立てて熱風が吹ふき抜けていく。

　熱さと息苦しさ、自由の利きかない身体、闇と紅蓮、絶え間なく響ひびく地鳴り──目視できないこの場所が、現うつし世ではないように思えてくる。

　酔いがまわり、幻げん夢むでも見ているのだろうか。否いな、たしかに宴で強い酒を何なん杯ばいも飲んだが、少しも美味うまくなくて、酔うのが難しいほどだった。今の異様な状況は夢ではない。ではなぜ瑞芳を置いてまで、このような地へ来ることになったのか──炬仁は経けい緯いを思い起こす。







　今宵は朔さくの夜だった。

　満月と新月の夜は妖魔の動きが活発になるため外出を禁じる。国はそれを定めとしていた。

　炬仁や瑞芳が住む皇都は、皇こう帝てい直属の妖よう魔ま討とう伐ばつ隊による警けい邏らが強化される。だがその守護範はん囲いは非常に狭せまい。討伐隊の力が届かない郊こう外がいや山里の住人は自警するしかなかった。

　人々は家じゅうの鎧よろい戸どと木戸を閉め、子供らを地下室や床ゆかに掘ほった穴に隠かくして静かに夜明けを待つ。恐れを知らない歓かん楽らく街だけが、月の浮うかぶ夜も浮かばぬ夜も、変わらず派手な意い匠しようの灯とう籠ろうを煌こう々こうと輝かがやかせていた。

　決定的な駆く逐ちく方法を発見できない人間にとって、人や家か畜ちくを主食とする妖魔は害がい獣じゆうであり脅きよう威いであり、その存在は災さい厄やく以外のなにものでもない──たとえ妖魔の正体が〝元・人間〟であったとしても。

　父親は、そのような危険を押して朔の夜に盛大な宴を催もよおした。望んでもいない、炬仁の妖魔討伐隊入隊の祝しゆく宴えんだった──。

　炬仁が生まれ育った蔡ツアイ家は、代々優ゆう秀しゆうな武官を輩はい出しゆつする一門として名を馳はせている。祖父や父親は当然のこと、二人の兄も武官として宮きゆう廷ていに仕え、それなりの地位にあった。

　しかし炬仁だけは異なっていた。誰よりも強さを欲ほつしたが、それは窮きゆう屈くつな宮仕えやくだらない地位争いに巻き込まれるためではない。

　瑞芳を守り、幼いときに交かわした誓ちかいを果たす──そのために強い力を渇かつ望ぼうしていた。

『妖魔は、もともとは人なんだって。死んだあとも泰タイ山シヤンに辿たどり着けずに、現し世をさまよってるって、本に書いてあった。泰山に行かないと転生も叶かなわないから、永遠にさまよいつづけることになるって……不気味な姿をしてるけど、悲しい存在なんだね。私は妖魔のことを調べて、彼らを無事に泰山へ送る方法を見つけたいと思ったのだけど……ばかな夢だと思う？』

『ばかな夢なものか。よしっ、おれが手伝う。それで瑞芳が方法を見つけたら、おれがその方法で妖魔どもを泰山へ送ってやる』

『ほんとうに？　炬仁が力を貸してくれるの？』

『あたり前だ。妖魔を見に行くときは、おれが連れて行く。でかくて強い妖魔が出てきても、おれがやっつける。なにがあっても守ってやるから、瑞芳は好きなだけ調べたらいい』

『うんっ。……わぁ、すばらしいな、二人で頑がん張ばれば必ずできるよね。私が方法を見つけて、炬仁が泰山に送る。きっとだよ。約束だからね』

　瑞芳のために強くなる。その努力は惜しまない。炬仁は幼少のころから、瑞芳にいたずらをする子供たちを拳こぶしで追い払はらってきた。しかし少年になると、同じ年とし頃ごろのお坊ぼっちゃまたちでは満足できなくなる。力を持て余す炬仁は屋や敷しきを抜け出して歓楽街まで行き、そこに屯たむろするごろつき相手に喧けん嘩かをした。

　炬仁はこれでも名家の三男坊ぼうだから、その行動は奇き怪かいなものとしてひどく目立ってしまう。激げき怒どした父親に「恥はじを知れ！」と叱しつ責せきされ、家庭教師の坊ぼう主ずには「不ふ浄じようの地へ足を踏み入れてはなりません」と、外出そのものを禁じられた。

　しかしそんなことは露つゆほども気にしない。炬仁はたびたび歓楽街や下町へ出かけ、男たちと喧嘩をし、そのあとは一いつ緒しよに酒を飲むようになった。

　男たちと酒を飲めば必ず妓ぎ楼ろうへ誘さそわれるが、それだけは断りつづける。冷やかしを受けても平気だった。娼しよう妓ぎを抱だくくらいならその手で武器を持ちたいと思うようになる。そうして刀とう剣けんの扱あつかいを覚えると、炬仁は下町へ行くことを早々にやめ、喧嘩の相手を人間から下等妖魔に変えた。

　如魚水得水を得た魚とは、このときの炬仁のことを指すのだろう。人々が恐れをなす妖魔たちを眼前に、炬仁は血を滾たぎらせた。妖魔の性質や弱点は不明のため、力だけが物を言う。妖魔より強ければ斬きり斃たおせる、弱ければ食われる。それがすべてだった。

　炬仁の中に恐れはない。負けて食われる気もまったくしない。炬仁は竹林や沼ぬま地ちを巡めぐり、そこに潜ひそむ妖魔たちを次々と斬っていった。

　潔けつ癖ぺきで世間知らずの母親は、酒と煙草たばこが混ざった歓楽街の臭においを疎うとみ、日ごと身体を大きくしていく息子むすこを不気味がる。炬仁が全身に妖魔の返り血を付着させて帰ると、ついに金切り声をあげて卒そつ倒とうした。それきり、母親とは三年ほど言葉を交わしていない。

　武官登用試験を受けもせず、妖魔を討うつためにあたりをうろつく。そして血と臭気を纏って帰ってくる炬仁に、「一門の名折れだ！」と憤ふん慨がいしていた父親も、最近になってようやく見限ったようだった。二人の兄は侮ぶ蔑べつのまなざしを向けてくる。しかしその瞳ひとみの奥には末まつ弟ていへの恐きよう怖ふがあることを、炬仁は知っていた。

　荒あら々あらしい性格は幼少のころからで、大人も子供も炬仁に近づこうとしなかった。

　でも瑞芳は違ちがう。彼だけがいつも自然体で隣となりにいて、炬仁を頼りとしてくれた。

　だから炬仁はこれからもずっと瑞芳だけを守り、大切な誓いを果たす。そう決めていた。

　しかし、望みもしない転機が訪おとずれる。

　それは二週間ほど前の夕刻のこと、瑞芳と並んで歩いているところに数匹ひきの妖よう魔まが出現した。

『ひぃっ……！　助けて……だっ、誰か！』

　そう悲鳴をあげたのは瑞芳ではない。悲鳴は、石いし畳だたみの街路を進んでいた、煌きらびやかな轎かごに乗る貴人とその従者たちのものだった。

　むしろ瑞芳はみずから妖魔に近づいて、いつも炬仁を心配させる。

『やぁ、初めて見る形の妖魔だね。手が四本もある……いつ変形したんだろう？　もう少し近くで観察できないかなあ。今日こそ彼らの弱点を見つけられるかもしれないよ』

『気持ちはわかるが、やめとけ。場所が悪すぎる。ここは人が多い』

　轎の担かつぎ手や列をなす従者だけではなく、護衛らしき者たちまで腰こしを抜かしている。面めん倒どうなことになる前に、炬仁は妖魔をすべて斬り斃した。

　炬仁は瑞芳を守っただけだ。轎と行列は単なるついでに過ぎない。しかし、そのついでで助けた轎に乗っていたのが、皇帝が可愛かわいがっている姪めいだったことから話は急変する。

　飛ぶように宮廷へ帰った姫ひめ君ぎみは、皇帝に事の次し第だいを大おお仰ぎように話したに違いない。

『蔡ツアイ家の炬仁なる者を朕ちんの討伐隊へ』──驚おどろくことに、翌日には皇帝みずから炬仁を指名してきたのである。

　こうして炬仁は十七歳という若さで皇帝直属の妖魔討伐隊に入隊することとなった。

　父親はあきれるほど鮮あざやかに手の平を返す。自分より大おお柄がらになった息子の肩かたを必死でつかみ、「誉ほまれだ！　蔡家始まって以来の偉い勲くんだっ」と狂きよう喜きした。母親は相変わらず口も利かなければ目も合わさない。兄たちは恐怖と嫉しつ妬とが混ざったような、炬仁には到とう底てい真似まねできない複雑な表情をしていた。

　ただのついでで姫君を助け、皇帝より命を受けてしまった二週間後──つまり本日、炬仁は宮廷で執とり行われた妖魔討伐隊入隊の儀ぎを終え、建国以来最年少の武将となった。

　そして今こ宵よい、父親は盛大な祝宴を催すに至る。

　新月の夜にもかかわらず多くの客人が訪れ、蔡家の広い屋敷は、酒と人ひと熱いきれと強い香こうの匂においで噎むせ返るようだった。

「これほど若い武将の誕生は、後にも先にもないだろう！　炬仁は国史に名を刻むのだ！」

　有う頂ちよう天てんになった父親はそればかりを言って高笑いをし、周囲の者を閉口させていた。

　炬仁は若い武官たちに囲まれて酒をしこたま飲まされる。血気盛んな彼らは、酔よった炬仁を連れて高級妓楼へ行くつもりだった。

　そんなくだらないことに付き合う気は毛頭ない。なにより炬仁には、瑞芳のところへ行って夜すがら語り合うという大事な約束がある。父親の顔が雄おん鶏どりの鶏冠とさかみたいに赤くなり、呂ろ律れつがまわらなくなったことを確かく認にんすると、炬仁は屋敷を抜ぬけ出した。

　夜の闇やみに上手うまく溶とけ込むために黒馬を選ぶ。速度を上げて駆かけさせた。

　着物の懐ふところには、入隊の儀で皇こう帝ていから賜たまわった飾かざり紐ひもを忍しのばせている。二種の宝玉がついた紫し紺こん色の髪かみ結ゆい紐は、妖よう魔ま討とう伐ばつ隊に属する者だけが身につけられる精せい鋭えいの証あかしだった。

　しかし炬仁には必要ない。長い黒髪を縛しばるのは麻あさの紐で事足りる。最初から、飾り紐は瑞芳に渡わたすと決めていた。

　武官としての任務や訓練が始まれば、今までのようにはいかなくなる。毎日瑞芳に会いに行くことはできなくなり、妖魔の観察へ連れて行く回数も減ってしまう。満月と新月の夜にこそ、そばにいて守りたいのにそれが叶わない。だからこの美しい髪結い紐を、護ご符ふとして瑞芳に持っていてほしかった。

　少しでも早く会うために、瑞芳の家への抜け道である竹林に入っていく。

　月明かりのない竹林はひときわ暗い。だが炬仁は平気だった。

　妖魔を斬りだしたころから夜目が異様に利きくようになった。嗅きゆう覚かくも鋭するどくなり、自分が獣けものに近づいている気さえ起きてくる。

　妖魔どもを斃し、瑞芳を守って誓いを果たせるのなら、獣になるのも悪くない──炬仁は馬の腹を蹴けり、真まっ暗くら闇やみの中を疾しつ走そうする。冷たい春の夜風が頰ほおを掠かすめていく。大輪の牡ぼ丹たんに浮く夜よ露つゆが、黒馬の四し肢しを濡ぬらす。

　ふいに、ぼう、と橙だいだい色いろの灯あかりが浮かんだ。

　小さな提ちよう灯ちんを持つ者が誰だれなのか、炬仁にはすぐにわかった。

「瑞芳っ。なにやってんだよ、家で待っとけって言っただろ」

「あっ、炬仁！　……勝手してごめんなさい。待ってたんだけど、今、御お屋や敷しきへ向かったら、すぐに炬仁に会える気がして」

「入れ違いになってたらどうするんだ。おまえ一人のときに妖魔が出たら──」

「うん。でも、ちゃんと炬仁に会えたよ。よかった。嬉うれしいな。妖魔の気配はなかったよ」

　摘つみながら歩いてきたのだろうか、瑞芳の手には紅あかい牡丹の束があった。

　一人で出歩くなと、もっと怒おこるべきなのに。あどけなさをほんの少し残す顔に柔やわらかな笑えみを浮うかべられると、それだけで叱しかれなくなってしまう。炬仁に会うために出てきたと言われたら、なおのこと。大型の妖魔を多く斬ってきた炬仁だが、小さな瑞芳には勝てる気がまったくしない。また負けた……と思いながら、軽い身体からだを抱き上げて馬に乗せた。

　こうして瑞芳を前に乗せるたび、その細いうなじに視線を落とす。

　瑞芳からは、いつも不思議な香かおりがした。

　まだ十四歳だというのに薬草や香こう草そうを巧たくみに扱い、ときには毒草も扱う。春しゆん蘭らんや菊きつ花かを摘んでは美味うまい塩しお漬づけを作り、茉まつ莉り花かで茶を作る。瑞芳の部屋には古い巻物や書しよ籍せきが堆うずたかく積まれ、小さな瓶びんや壺つぼが散乱し、乾かん燥そうした植物たちが吊つるされていた。

　足の踏ふみ場もない部屋は、大柄の炬仁にとっては窮きゆう屈くつなはずなのに、なぜかとても居い心地ごこちがいい。酒にはめっぽう強い炬仁だが、瑞芳の部屋で手製の塩漬けと花ホア茶チヤを口にすると、いつも酔ってしまいそうになる。

　草花と茶と紙が混ざったような、それでいて甘い不思議な匂いが、炬仁はたまらなく好きだった。その甘くて不思議な香りが匂い立つうなじを見つめながら言う。

「家に帰る前に、妖魔の観察へ行くか？」

「えっ、いいの？　でも、炬仁は宴うたげで疲つかれてるでしょう」

「宴はもう関係ない。今夜は新月だからな。見たことない奴やつに会えるかもしれないだろ」

　炬仁が沼地へ向かって馬を走らせると、瑞芳は振ふり返って「ありがとう」と微笑ほほえんだ。

　そうして目的地へ着くまでのあいだ、いつも通り瑞芳のおしゃべりを聞く。

「ねえ、炬仁、聞いてよ。私はね、宮きゆう廷ていには霊れい獣じゆうがいて、妖魔や禍わざわいから皇帝陛下をお守りしていると思うんだ。前にも話したでしょう？　虹ホン蜺ニー鸞ランっていう名前の霊獣。炬仁は討とう伐ばつ隊の御お役やく目めが始まって、毎日宮廷へ行くようになるから、虹蜺鸞を見られるかもしれない。そのときはどんなだったか詳くわしく教えてね。鉤かぎ爪づめや嘴くちばしの形状も気になるけど、私が知りたいのは、本当に人語を操あやつるかどうかで──」

「霊獣なんかいねえよ」

「えっ、どうして？　いるよ、一いつ瞬しゆんだけど、見たことあるもの」

「絶対にいない。いるなら今日の入隊の儀で見られたはずだろ？　陛下は鳥なんか連れてなかったぜ」

「いるよ、絶対。宮廷のずっと奥にある庭の、梧桐あおぎりの枝にとまってるんだよ、きっと」

　そのあとも「いない」「いるよ」「いねえって……」「絶対いる！」と言い合い、炬仁は堪こらえきれず声を出して笑ってしまった。瑞芳は唇くちびるを尖とがらせる。

「伝説だろ？　仙せん界かいも仙人も桃とう源げん郷きようも、ただの御お伽とぎ話ばなしだ。霊獣も同じ」

「ちがうよ、私はたしかに見たもの。虹にじ色いろの立派な鳥が宮廷を守るみたいに、大きく円を描えがいて飛んでた。あー、どうしてあのときに限って炬仁と一いつ緒しよじゃなかったんだろ……」

　人は決して立ち入ることができない仙界、東方の海に浮かぶという桃源郷、西の最果てにあるとされる仙せん女によの住み処か・崑クン崙ルン山シヤン──さまざまな文ぶん献けんや記録が残っているが、それらがすべて作り話であることは誰もが知っている。皇帝が躍やつ起きになって捜さがしているという霊獣も、幻まぼろしに過ぎない。

　斬きっても燃やしても次々と湧わいて出てくる妖魔だけが現実だった。

　しかし瑞芳は、絶世の美女といわれる仙女や神こう々ごうしい霊獣に強い憧あこがれを抱いだいている。この話になったら止まらない。炬仁は馬を駆りながら、瑞芳が熱心に語る御伽話に耳を傾かたむけ、相あい槌づちを打った。

　沼ぬま地ちに到とう着ちやくすると先に馬からおり、瑞芳の両りよう脇わきに手を添そえて草くさ叢むらに立たせる。

　今までとても楽しそうに話していた瑞芳は、なぜか急におとなしくなり、提灯と牡丹の花を持つ両手をだらんと下げてしまった。その表情が硬かたくなっている。

「やっぱり妖よう魔まの観察はやめとくよ……帰ろう、炬仁」

「なんでだ？　せっかく来たのに」

「こんなんじゃいつもと変わらないもの。大事な、お祝いの夜なのに。……それに、──」

　消え入りそうな声で伝えられた言葉に息を吞のむ。

　それは、いつもと違ちがってもかまわないということだろうか──まだ十四の瑞芳に他意など存在しないとわかっているのに、炬仁は勝手な思い込みをしてしまった。

　瑞芳が、「それに、いやな、臭においが……」とつぶやく。炬仁も濃こい臭しゆう気きは感知しているがそんなことはどうでもよかった。邪じや魔まする妖魔は一瞬で斬り捨てる。小さな身体を覆おおうようにして立った。

「炬仁？」

　瑞芳が不安そうに見上げてくる。その両手は提灯と牡丹の花で塞ふさがっている。

　だから炬仁は、紫紺色の髪結い紐を瑞芳の懐にそっと忍ばせた。

「これは……？」

「護符だ。武官の務めが始まったら、おれはおまえから少し離はなれる。今までみたいに、毎日会いに行くことはできない。だからおれがいないあいだは、これを護符として持っとけ」

「う、ん……」

「心配するな。離れるのは、本当にほんの少しだけだ。なにがあっても瑞芳だけを守るのは変わらない。おまえとの誓ちかいも、必ず果たす」

「……わかった。ありがとう。とても綺き麗れいだな。大切にするね」

　瑞芳はまだ不安げにしながらも嬉しそうに微笑む。

　そして一瞬ためらったあと、持っていた牡丹の花を手て渡わたしてくる。花びらが纏まとう夜露のせいだろうか、触ふれてきた指先がわずかに濡れていた。

「討伐隊入隊、おめでとう……。これ、炬仁のために……炬仁に似合う花だなって、いつも思ってた。大きくて強くて美しい、から」

　そのおぼつかなくもどこか色いろ香かのある佇たたずまいは、少年と青年のはざまを漂ただよう者だけのものだ。

　言葉で伝えるだけにすると決めていたのに、駄だ目めになった。

　抑おさえきれない衝しよう動どうに駆られた炬仁は細いうなじに手をまわす。瑞芳の肩かたがぴくりと揺ゆれる。

「炬、仁……？」

「瑞芳。おれだけにしとけ。これから先もずっと」

　炬仁を突つき動かしたものは、あるいは焦しよう燥そうだったかもしれない。離れるのはわずかな時間であるはずなのに、それがひどく長くなる予感がしてならなかった。

　炬仁は長ちよう軀くを屈かがめ、二人のあいだにある身長差を埋うめて、瑞芳の小さな唇に唇を重ねた。

「………」

　長く深く触れ合わせるまでの勇気はまだなかった。唇を離して見おろした瑞芳は、なにが起きたのか理解できずに、ぱちぱちとまばたきをしている。　>>>♥

「瑞芳。返事は」

「返事、って……どう、──」

　見つめてくる瑞芳の表情には戸と惑まどいだけがあった。しかし次の瞬しゆん間かんには顔を蒼あおくして、瞳ひとみをこれ以上ないほど開く。その視線は炬仁の背後に広がる暗くら闇やみに向けられていた。

「炬仁！　うしろっ……、妖魔が！　大きいっ」

　瑞芳は妖魔を恐おそれない。いつもみずから近づいて、炬仁を心配させる。

　それなのに、見開かれた瞳には明らかな恐きよう怖ふの色があった。炬仁は振り向きながら刀とう剣けんを抜ぬき、背で瑞芳を守る。そのとき初めて瑞芳の悲鳴を聞いた。

「あれ、は──窮チヨン奇ジー!?　だめだ炬仁っ、凶きよう悪あくすぎる！　逃にげようっ、逃げなきゃ……！」







　──熱い。

　ゴオォ……と熱風が吹ふき荒すさぶ。闇やみと紅ぐ蓮れんしかないこの場所で、地鳴りは響ひびきつづけていた。

　意識を取り戻もどしたときから付き纏う不快な浮ふ遊ゆう感かんが、追つい憶おくの邪魔をする。

　ただ、手足が付いてないように感じる理由だけはわかった気がした。

　──そうだ、おれは……。

　炬仁は、窮奇という名の巨きよ大だいな妖魔に刀剣ごと右みぎ腕うでを食われた。

　右腕はもうない。だから泣き叫さけぶ瑞芳を左腕だけで持ち上げ、馬に乗せた。

　そして、怯おびえて動けない馬の尻しりを思いきり殴なぐりつけた。全速力で駆かけさせるために。

　黒馬は疾しつ走そうする。涙なみだでぐしゃぐしゃになった瑞芳の顔が遠のいていく。

　激痛と出血で朦もう朧ろうとしながらも炬仁は笑った。

　瑞芳を逃がすことさえできればそれでよかった。

　ただ、あの涙を拭ぬぐえないのは悔くやしい。泣く瑞芳を抱だきしめる腕が、自分にはもうないことも。

　追憶の中の風景がやたら赤くなる。燃え盛る提ちよう灯ちん、舞まい散る牡ぼ丹たんの紅あかい花びら、噴ふき出す鮮せん血けつ。巨大な妖魔の赤い眼球と、大きく開かれた口──。

　──おれ、は……あの、ばかでかい妖魔に……、食われ、……。

　否いな、ただ食われて終わりにするわけがない。炬仁は炎ほのおの塊かたまりとなった提灯をつかみ、妖魔の喉のど奥へ突っ込んだ。怯ひるんだ隙すきに懐ふところから短刀を取り出す。それが限界だった。炬仁は妖魔に吞み込まれる。吞み込まれながら、その赤い喉を切り裂さいて──。

「おお、恐ろしや。なんという荒あら々あらしい魂たましいでありましょう」

「まことじゃ。よく妖魔に成り下がらず、この泰山へ辿たどり着けたものよ」

　そのとき上から降ってきた男たちの声によって、炬仁の追憶は完全に止められた。

　見えなくてもわかる。唐とう突とつにあらわれた彼らは、明らかに炬仁だけを見おろしながら会話していた。その内容は悪ふざけが過ぎていて、到とう底てい信じられるものではない。

　──魂……？　泰山、だと？

　泰山とは、死者の魂が集つどう霊れい山ざんのことを指す。そこには霊山の主あるじである泰タイ山シヤン府フー君ジユンがいて、魂たちを極楽浄じよう土どへ送るか地じ獄ごくへ連行するか裁いているという。

　しかしこれこそ御伽話だ。人間が作った死後の世界に過ぎない。炬仁は男たちの会話を信じるわけにはいかなかった。彼らの言葉はすべて炬仁の死を表している。

　闇と紅蓮しか感じられないこの場所は、現うつし世ではないかもしれない──一いつ瞬しゆんでもそう思った己おのれが愚おろかしかった。

　炬仁は死んでなどいない。瑞芳を残して死ねるわけがない。

　今すぐ瑞芳のもとへ帰るために、ふたたび全身に力を込める。失なくした右腕さえも動かすつもりだった。炬仁を見おろす男たちが焦あせりの声を出す。

「こやつ、また勝手な振ふる舞いを始めましたぞっ。魂のみでありながら、なんという力だ」

「もうよい、かように暴れる魂に審しん理りなど要いらぬ。早はよう地獄へ連れて行け」

　──ふざけたことを言うな！

　怒ど鳴なったはずなのに、声がまったく出なかった。やはり手足のどこも動かせず、目も未いまだ開くことができない。

　そして、男たちの会話を聞いた炬仁は、ひどく不ふ吉きつで嫌いやなことにようやく気がついた。

　身体からだの自由が利きかないのではない。肉体そのものが、消しよう滅めつしている──。

　かつてない衝しよう撃げきに襲おそわれる。炬仁は、初めて妖魔に負けた。窮奇という名の巨大な妖魔に負け、餌え食じきとなった。

　だから肉体はない。肉体は窮奇の腹の中にある。意識を失くした数秒で踏ふみ入ったことのない領域に移ったのは、魂だけが泰山に辿り着いたからだ。不快な浮遊感の正体は魂となった炬仁そのものだった。

　そう理解しても、絶対に、なにひとつ認めたくない。

　地獄などという意味のわからない場所に連行されるくらいなら、妖魔に成って現し世をさまようほうが幾いくらかましだった。そうすれば瑞芳のそばへ行くこともできる。

　──おれは、今すぐ瑞芳のもとへ帰るんだ、っ……。

　手段は選ばない。醜みにくい妖魔でも人語を解さない獣けものでも、なんでもよかった。

　今すぐ瑞芳のところへ行けるのなら──そう強く思う炬仁の中で、黒い塊が膨ふくらみだす。

　焦りを募つのらせる男たちの声には怯えが生じているようだった。

「な、なんと……あやつ、みずから妖魔に成り下がろうとしておりまするぞ」

「そのようなことは許さぬ、獄ごく卒そつども、早うあれを捕とらえよ！　地獄へ送れ！」

「──お待ち、泰山府君」

　ふいに響いた女性の声は、炬仁にもはっきり聞き取れた。

　それは天上から銀砂がさらさらとこぼれ落ちてくるような、美しい声だった。

　彼女の存在は、炬仁の中の黒い塊を搔かき消してしまうほどの神聖さを帯びている。炬仁はもうなにが起きても誰だれがあらわれようとも驚おどろく気すらないが、泰山府君と呼ばれた男は驚きよう愕がくの声をあげた。

「ややっ、これは西シー王ワン母ムーさま！」

　西王母──それは西の果てにあるという神山・崑崙山に住む最高位の仙せん女によのことである。

　天界を支配する玉ユウ皇フアン大ダア帝デイの妻であり、大帝の命によって地上を守護していた。崑崙山に建つ彼女の宮きゆう殿でんは玉皇大帝の地上における住居でもあり、その宮殿と仙女を見た人間は、美び麗れい極きわまる光景に耐たえられず眼めが潰つぶれてしまうという──そう炬仁に話して聞かせてくれたのは、ほかならぬ瑞芳だった。

「その魂、私がもらい受けるとしよう」

　瑞芳が憧あこがれてやまない最高位の仙女・西王母は、穏おだやかな口調でそう言った。

　もうなにが起きても驚かないと思っていた炬仁だが、驚愕を隠かくせない。御お伽とぎ話ばなしだと笑っていた神仙の世界に、完全に迷い込んでしまった。

　狼ろう狽ばいする泰山府君は、それでも炬仁の魂を地獄に引き止めようとする。

「し、しかしながら西王母さま、これは妖よう魔まに成る恐れがあり……かように危険な魂をお渡わたしするわけには参りませぬ。地獄へ送りさえすれば妖魔に成り下がることもなく、数千年ののちには人間として転生も叶かないましょう」

「ホホ。これは妖魔に成り下がるような代しろ物ものではあらぬよ。──そち、参れ」

　言葉の最後は炬仁にかけられたものだった。それに応じた魂が勝手にゆらゆらと揺ゆれる。

　己の意思とは関係なく、炬仁の魂は白くて綺き麗れいな器うつわにおさまってしまった。

　白磁の器みたいなそれが西王母の掌てのひらだと感知したとき、ふいに視界が開ける。闇と紅蓮が遠ざかり、降り注ぐ光に眩まぶしさを覚えた。

　──目が見える。

　否、見えるようになったのではなく、西王母の掌に宿る、強い神仙の力によって見せられていると言ったほうが正しい。最初にはっきりと視し認にんできたのは彼女の指先だった。

　仙女の爪つめは三寸ほどあり、真冬に咲さく椿つばきの花で染めたように紅い。その長く美しい爪のあいだから見えた光景に、炬仁は不覚にもまた驚愕してしまった。

　つい先ほどまで新月の夜だったのに、どうしてか今は真昼のように明るい。陽ひの光を受けて白銀に輝かがやく獣じゆう毛もうがある。

　──まさか、……霊れい獣じゆう、か!?　白バイ麒チー麟リンとかいう……。

　それも瑞芳から聞いたものだった。霊獣など幻まぼろしに過ぎないと思っていたのに。

　西王母は白麒麟に乗り、白銀の霊獣は素す晴ばらしい速さで天空を駆けていた。眼下には、今までいたと思われる泰山がある。雄ゆう大だいな霊れい峰ほうがみるみる小さくなっていく。

　仙女は炬仁をどこへ連れて行くつもりなのだろうか。今すぐ瑞芳のもとへ戻もどらなくてはならないのに、掌から出ることさえできない。放してくれと訴うつたえるため、炬仁は上方に視線を向ける。そうして初めて見た西王母の美しさに目を奪うばわれた。

　絹糸みたいな長いまつげと、無数の綺き羅ら星ぼしを集めたような瞳ひとみ。白い肌はだに映はえる真しん紅くの唇くちびると、眦まなじりに刷はかれた鮮あざやかな朱しゆ。複雑に編み上げられた黒くろ髪かみには蓮はすの花が挿さされ、黄金や翡ひ翠すいの髪かみ飾かざりが煌きらめく。

『西王母さまは、絶世の美女なんだよ。あまりにも美麗すぎて、その御お姿すがたを見た人間は失明してしまうんだ』──瑞芳の言葉を思い出す。その通りだと思った。もし肉体を持っていたら、今ごろ炬仁の瞳は潰れている。

「窮奇をあのように追い詰つめる人間がいようとは。久方ぶりに驚いた」

　西王母をさらに美しく飾かざる瓔よう珞らくが、しゃん、と清らかな音を奏かなでる。それを聞いた炬仁はようやく我に返った。

　──窮奇……おれを食ったあのばかでかい妖魔は、死んだか？

　目は見えるようになったが声までは戻してもらえなかった。炬仁は己の中で西王母に話しかけ、それに仙女が答えてくる。

「否いな、死んでおらぬ。そなたが絶命してもなお振りつづけた短刀は彼奴きやつの五ご臓ぞう六ろつ腑ぷにゆきわたった。回復には十数年を要するだろう。しかし生きている以上、必ずまた悪さをする。彼奴の復活のために多くの人間が餌食にもなろう。私もあれには手を焼いておってな」

　──おれがやる。必ず奴やつを討うつ。だからおれを元の場所へ戻してくれ。

「ホホ。話が早い。……が、そなたを生家へ帰すことはできぬ。そなたは先ほど泰山府君より地獄行きの審しん判ぱんを受けた。彼の審判は絶対じゃ。私とて覆くつがえすことはできぬ。そなたが人間として転生するのは数千年を経てからとなる」

　──数千年!?　ふざけるなっ！

　悪お寒かんがするほど果てしなく永い時だった。それは瑞芳に二度と会えないことを意味する。

　炬仁を喪うしなった瑞芳はどうなる。今夜のできごとは、十四歳の小さな心にどれほど深い傷を作るのだろう。傷を抱かかえて、瑞芳は一人で大人になるのだろうか。そして炬仁とは別の誰かと出会い、ともに生き、死んでいくのだろうか。炬仁を忘れ、大切な誓ちかいを棄すてて──。

　──そんなこと、絶対に許さない。

　魂たましいが熱くなる。先ほどの黒い塊かたまりはあらわれない。ただ熱かった。魂だけとなった己に炎ほのおが生じ、燃え盛るようだった。

　それは瑞芳への強きよう烈れつな未練にほかならない。瑞芳は今も泣いている。その涙なみだを拭ぬぐうのも震ふるえる小さな身体を抱だきしめるのも、炬仁でなくてはならなかった。数千年後の転生など意味はない。瑞芳のいない世界を、炬仁は必要としなかった。

　炬仁の熱は西王母へ伝わっただろう。鮮やかな紅の引かれた美しい唇が、笑えみの形になる。

「ならば、そなたは霊獣と成れ」

　──霊獣、だと……？

「そうじゃ。そなたの強きよう[image: 靭]じんな魂ならば、あるいは蒼ツアン獅シー子ズーになれるかもしれぬ。その強い想おもいさえ失なくさなければ……」

　言葉の意味を理解できないうちに、西王母を乗せた白麒麟が降下を始めた。

　厚い雲海が仙女を迎むかえるように開き、道を作る。そこから先は、現うつし世とも黄泉よみとも異なる世界だった。

　夥おびただしい数の巨きよ大だいな岩の柱が、屈くつ強きような神将のように立ち並ぶ。麓ふもとは底の見えない谷となっていた。岩の柱には緑が生おい茂しげり、あるところは苔こけむして、可か憐れんな白い花をつけている。

　何万年と立ちつづける岩の柱の群れを慰なぐさめるように、砂金を含ふくむ薄うす桃もも色いろの霞かすみがきらきらとたゆたう。岩がん壁ぺきから伸のびた桃ももや柘榴ざくろの木は瑞みず々みずしい果実をつけ、鳥たちを誘さそっていた。

　そこは人間の足では到とう底てい踏ふみ入ることのできない、厳しくも美しい仙せん界かいだった。

　白麒麟は鋭するどく切り立った岩々を軽かろやかに駆かけていく。やがて姿をあらわした白い峰みねが、伝説の神山・崑崙山であることは、おのずと知れた。

　純白の山々に守られるようにして建つ、西王母の宮殿が見えてくる。

　美しく輝く白はく亜あの壁かべと、陽光を集める瑠る璃り瓦がわらの屋根。等とう間かん隔かくに並ぶ大きな朱の柱には、霊獣の彫ちよう刻こくが施ほどこされていた。

　西王母と白麒麟が身につけている瓔珞が、しゃん、しゃん、と音を立てる。宮殿の庭にゆっくりと着地し、西王母をおろした白麒麟は、ふたたび天空へ駆け上がっていった。

　極ごく彩さい色しきの鳥が舞まう庭を、西王母は足音もなく進む。

　そうして一本の樹きの前で歩みを止めた。

「これは玉皇大帝より賜たまわった聖大樹じゃ。甘く美しい仙せん桃とうを実らせる」

　──この樹が関係あるのか？　さっき言ったことを詳くわしく教えてくれ。おれが霊獣に成るって、どういうことだ？　仙桃を食えば成れるのか？

「否。仙桃を食うて霊獣に成るのではない。霊獣は、仙桃より出ずる。人間の魂がこの果実の中に入り、長い時間をかけて人間であることを棄て、獣けものの血肉を生成するのじゃ。その時間は人間界において十年、仙界では百年となる。ここと下界では時の流れが少々異なるのでな。百年を経て甘く美しい仙桃と成れば、そこより霊獣が誕生する」

　霊獣が仙桃から生まれるなんて、瑞芳はそんな話を一度も聞かせてくれなかった──炬仁は聖大樹を見上げる。

　青々とした葉も、枝の先せん端たんについたばかりの小さな果実も、玻は璃りで作られたように透すき通っている。陽光が降り注げば七色に煌めいて、現し世には存在し得ない神秘的な美しさを呈ていしていた。

　聖大樹の下にも果実が転がっている。しかしそれらは一様に皺しわだらけで醜みにくく、墨ぼく汁じゆうを塗ぬられたかのように真っ黒だった。

「ただ、まことの仙桃と成るものは極きわめて稀まれじゃ。おおかたはあのように腐くさり果て、地に落ちる。原因はひとえに魂の弱さ──想いの弱さにある。霊獣の血肉を生成する行こう為いには凄せい絶ぜつな恐きよう怖ふと苦痛を伴ともなう。皆みな、それに耐たえられず落実するのじゃ。果実が腐れば魂そのものが消しよう滅めつし、転生することは二度とない。あれらはすべて、わずか半日で落実したもの……」

　聖大樹の下に転がる黒い果実は、夥しい数だった。日々、西王母に見み出いだされた強[image: 靭]な魂たちが果実に入れられ、しかし苦痛に耐えられず腐り落ち、消えてゆく。

　──そうか。成りかたはわかった。おれを果実の中へ入れてくれ。

「そなた、恐おそろしゅうないのか」

　──なにを恐れろと？

　百年、もがき苦しむことか。その果てに魂が消滅することか。

　炬仁に恐れはない。あるのは憎にくしみと怒いかりだけだ。それは瑞芳を悲しませた妖よう魔まへの憎ぞう悪おであり、己おのれの力を過信した炬仁自身への憤ふん怒ぬにほかならない。

　恐れがあるとするなら、転生までの数千年だった。それこそ待ちつづける苦痛に耐えられず、炬仁の魂は消滅してしまうだろう。

　だが、西王母に機会を与あたえてもらえた。人間界で十年、仙界では百年。ならば炬仁は百年かけて獣に成ることを選ぶ。霊獣と成り、必ず瑞芳のもとへ帰ってみせる。

「たとえ百年の苦痛を耐え抜ぬき、霊れい獣じゆうに転生できたとしても、人間であったころの記き憶おくは失われている。そなたをそこまで現し世に執しゆう着ちやくさせる存在も……忘ぼう却きやくはいっさい免まぬかれぬ」

　──かまわない。早く果実に入れてくれ。

　忘れてなどやるものか。

　すぐに瑞芳のもとへ帰るはずだった。離はなれるのは、本当にほんの少しだけだと言った。

　瑞芳に噓うそをついてしまうのがたまらなく悔くやしい。だから炬仁はこれ以上噓をつかない。

　なにがあっても瑞芳だけを守る。幼いときに交かわした誓いを果たす。

『おれだけにしとけ』と瑞芳に言った。

　その返事を、まだ聞いてない──。

　すでに肉体は失われている。声帯もない。それでも炬仁は声をあげた。

「瑞芳、っ……」

　西王母は長いまつげを揺ゆらし綺羅星のような瞳を見開いて、驚きよう愕がくの表情をする。

　そして、畏い怖ふすら感じるその美び貌ぼうに笑みを浮うかべた。

「ホホ。これは剛ごう毅きな。──好ハオ、太タイ好ハオ了ラ」

　大変よろしい、と仙せん女によは言う。炬仁は、赤くて艶つやのある長い爪つめに包まれた。玻璃でできた透とう明めいの果実が迫せまる。

「必ずや蒼獅子と成り、窮奇を討て。さすれば記憶を戻してやろう」

　そうして西王母は、炬仁の魂を果実の中に埋うめ込んだ。

　その途と端たん、耐えがたい激痛に苛さいなまれる。透明の仙桃の中は暗くら闇やみの一色で果てがない。

　果てのない空間を、炬仁は激痛にのたうち、転げまわる。肉や骨が溶とけ、脳や臓器が腐ふ敗はいする幻げん覚かくに襲おそわれる。叫さけびたいが声が出せない。無になる直前に腐敗した肉体は再生され、また激痛を伴って溶け落ちた。

　それが延々と繰くり返される。幻まぼろしの肉体が再生されるたび、二本足で歩く人間から地を這はう獣へと少しずつ変化していくようだった。

　西王母の声が、銀砂のようにさらさらと降ってくる。

「苦しかろう。霊獣と成り神格を得ることは、人間を棄て獣の道に堕おちることと同義……一度獣の道に堕ちた身は、二度と人間には戻もどらぬ。それでも記憶を取り戻したいのならば、窮奇を討て。彼奴きやつの巨きよ体たいから魂を抜き、泰山へ還かえせ」

　それきり、仙女の美しい声も鳥の鳴き声も、なにひとつ聞こえなくなった。

　聖大樹に実ったばかりの小さな仙桃の中で、炬仁の惨さん痛つうと重苦は始まった。

　その歳月は百年に及およぶ。







　　　　２







　今夜はやけに左ひだり腕うでの傷が痛む。瑞ルイ芳フアンは樹の幹に背を預け、夜空を仰あおいだ。額の汗あせを拭ぬぐって荒あらくなった呼吸を整える。

　木々の合間から見える満月は美しいが、少しも愛めでる気になれない。

「しまった……囲まれたか」

　妖魔の臭しゆう気きが満ちてくる。周囲の木々や茂みが不自然に動いた。遠くで、討とう伐ばつ隊の怒ど号ごうと妖魔たちの奇き声せいが交こう錯さくしている。今夜もさまざまな場所で相当の数が出現したのだろう。討伐隊と連係しながらも単独で行動する瑞芳は、頼たよりである松明たいまつを握にぎり直した。

　満月と新月の夜は妖魔が活発に動く。この数か月、皇都は妖魔の襲しゆう来らいを相次いで受け、討伐隊の精せい鋭えいが命を落としていた。一昔前と比べ、妖魔の数は増えているが討伐隊の成り手は減っている。だからこうして瑞芳までもが召しよう集しゆうされ、討伐隊とともに妖魔の撃げき退たいに追われていた。

　皇都に来るのは好きではない。

　十二年前の夜が嫌いやでも鮮せん明めいに蘇よみがえる。

　かつては皇都に住んでいた瑞芳だが、十四歳で家を出てからは複数の村を転々とし、二十六歳の現在は郊こう外がいに一人で暮らしている。懇こん意いにしている女性はなく、この先妻を娶めとる気もない。独り身には広すぎる屋や敷しきの一部を開放して子供らに学問を教えていた。

　今でこそ村の皆から「先生」と呼ばれる身だが、昔は笑いものだった。

〝妖魔の正体は、死後も泰山に辿たどり着けなかった人間〟──幼少のころ、本を読んで知ったその事実に衝しよう撃げきを受け、妖魔のことをもっと理解すると決意したのがよくなかったようだ。

　老ろう若にやく男なん女によ、長い髪かみが当然の時世に、短たん髪ぱつを貫つらぬいているのも理由のひとつと思われる。見た目も行動も変わった瑞芳のことを、奇き妙みような子供と笑う者は多くいた。

　色白で細身の少年が妖魔を追いかける様子は、かなり気味が悪かったらしい。「あいつは妖魔に取り憑つかれている」と罵ののしりだしたのは親兄弟だった。

　だから十四歳で家を出るときに躊ちゆう躇ちよや未練はなかった。かけがえのない存在を喪うしなった心の傷は消えはしないが、独りを寂さびしいとも思わない。

　朝は黙もく々もくと畑仕事をして、午後からは私し塾じゆくを開き、空いた時間で妖魔や霊獣について調べる。そうして郊外で静かに暮らし、大事な人のことを想おもいながら、このまま一人で歳としを取っていく。男やもめのような暮らしが、瑞芳はとても気に入っていた。

　しかし与あずかり知らぬところで瑞芳が著名になっていることを、宮きゆう廷ていからやってきた官かん吏りたちに教えられる。

　みずから妖魔に近づいて性質や弱点を調べる者など、この国には一人もいない。それを唯ゆい一いつ行っている瑞芳は、子供たちから尊敬と親しみを籠こめて〝妖魔先生〟と呼ばれているが、その名はかなり遠方まで知れ渡わたっているようだった。

『そなたの持つ知識を、妖魔殲せん滅めつに役立てるように』──皇こう帝てい直々の公文書を持ってこられては断る術すべがない。討伐隊に入隊させられることはどうにか回かい避ひしたが、こうして満月と新月の夜には必ず召集されるようになってしまった。

　だが最近は見たことのない形状の妖魔が増えていて、知識が役に立たない場合も多い。

　瑞芳は今まさに、その妖魔たちに囲まれているところだった。

　姿は見えないが、十数匹ひきが潜ひそんでいることは漂ただよってくる臭気の濃のう度どでわかる。瑞芳の持っている松明が邪じや魔まで飛びかかれないのだろう。しかし知能の高い妖魔であれば、そのうち連係を取りだす。

「なんとか、しなければ……」

　対妖魔の罠わなは仕し掛かけている。心苦しいが数頭の家か畜ちくを犠ぎ牲せいにして、体内に猛もう毒どくを詰つめた。

　常に飢うえている妖魔たちはそれに群がり、競きそい合うように食べ、皆みな死に至る。非常に原始的な方法だが一定の効果があることは実証済みだった。

　あとは罠を仕掛けた場所へ妖魔たちを誘ゆう導どうするだけなのだが、この数に囲まれては動きようがない。討伐隊も各おの々おのの持ち場を守るのが精せい一いつ杯ぱいだろう。加勢は期待できなかった。

　──炬ジユ仁レンがいてくれたら……。

　痛む左腕を動かし、着物の懐ふところに手をあてる。そこに忍しのばせている飾かざり紐ひもの存在を確かめながら、瑞芳はまた彼のことを思い起こした。

　炬仁を思わない日はない。三歳年上の幼おさな馴な染じみは大人よりも立派な体たい軀くをしていて、誰だれよりも強かった。荒あら々あらしい性格と周囲の者から恐おそれられていたが、瑞芳にはとても優やさしかった。

　十七歳という若さで妖よう魔ま討とう伐ばつ隊に入隊した炬仁。彼は、瑞芳と離れてしまうことを心配していたけれど、そんなことは幾いくらでも我が慢まんできてしまうくらい嬉うれしかった。

　幼いころに交わした誓ちかいは今も忘れていない。強くてまっすぐな炬仁に、瑞芳は憧どう憬けいを抱いだいていた。本当に、いつでも一いつ緒しよだった。一緒に大人になるのだと信じていたのに。

　十二年前の春、炬仁は姿を消してしまった。

　新月の夜だった。瑞芳のせいで──。

「う、……」

　炬仁を喪った夜を思い出すと眩暈めまいがして、呼吸がしづらくなる。左腕の傷が疼うずく。妖魔に囲まれている今はそちらに集中すべきなのに追つい憶おくを止めることができない。

　あの夜、瑞芳は疾しつ走そうする黒馬を必死で止め、沼ぬま地ちへ引き返させた。しかし誰の気配もなく、炬仁の血と、そして窮奇のものと思われる夥おびただしい血が残されているだけだった。

　炬仁の魂たましいは泰山へ行ってしまった。そうわかっても、夜が明けるまで沼地をさまよい、泥どろまみれになって炬仁を捜さがしつづける。やがて朝あさ陽ひが昇のぼると帰宅し、荷物とわずかな金を持って家を出た。皇都から最も離れた山里に住む、遠とお縁えんの者を頼りに黒馬を駆かる。

　炬仁を喪った場所から、その事実から、少しでも遠くへ逃にげたかった。

　臆おく病びようで浅はかな行動だとわかっている。しかしただでさえ脆もろい十四歳の心を壊こわさないためにはそうするしかなかった。

　当日のうちに炬仁の捜そう索さくは始まったという。しかし夜ごと竹林や沼地で妖魔を討うっていたその行動から「新月の夜に出歩き、妖魔に食われた」と判断され、ほどなくして捜索は取りやめとなる。そうして人々は、建国以来最年少の武将となった青年のことを忘れていった。

　瑞芳だけが、毎日のように炬仁を想っている。

　妖魔を泰山へ送る方法を瑞芳が見み出いだし、炬仁がそれを実行する──幼いときに交かわした誓いも諦あきらめていない。いつか二人で、必ず二人で果たすのだと心に留め、己おのれを奮い立たせてここまで生きてきた。

「……っ？」

　がさがさっ、と草くさ叢むらの波打つ音がして、瑞芳はようやく追憶から解放される。妖魔たちに距きよ離りを詰められていた。

　本来なら炬仁がここにいるはずなのに。彼の纏まとう屈くつ強きような鎧よろいが月光を反射させるさまは、どれほど美しいだろう。炬仁なら、今ごろ一いつ匹ぴき残らず斬きり斃たおしている。

　瑞芳にできることは限られていた。妖魔と妖魔のあいだを抜ぬけ、罠の場所まで駆ける──意を決すると懐から左手を放し、松明を持ち直す。空いた右手で短刀を握った。

　勢いよく土を蹴ける。そのとき頭上から多量の枝や葉が落ちてきて、なにも見えなくなった。

「なんだっ？」

　圧あつ迫ぱく感かんを覚えた腹に、妖魔の鉤かぎ爪づめが巻きついている。その太さと長さに戦せん慄りつを覚える。かなり大型の妖魔だ。背後から接近されていたことに気づけなかった。

　捕つかまった次の瞬しゆん間かんには両足が地面から離はなれる。瑞芳を捕とらえた大型の妖魔は翼つばさまで持っていた。今まで潜んでいた林が遠ざかり、満月が近づく。

「く、そ……。はなせ、っ」

　妖魔の手に短刀を突つき立てても、吠ほえただけで瑞芳を放そうとしない。動くことをやめた途と端たんに食べられてしまう。身体からだを思いきり捻ひねった瞬間、左腕の古傷が激しく痛んだ。

「──っ！　あっ……しまっ、た」

　痺しびれの走った左手が松明を取り落とす。頼りとしていた炎ほのおが眼下の木々に吸い込まれていく。それは絶望的な光景だった。松明があればまだ抵てい抗こうできたというのに。この妖魔の餌え食じきになるしかないのだろうか。炬仁との誓いを果たさずに死ぬなんて許されない──消えてゆく赤い炎を見つめる瑞芳の瞳ひとみに、突とつ如じよ、巨きよ大だいな青い炎が映った。

「なんだ、あれは……」

　確かく認にんする間もなく、青い炎の塊かたまりが、ごうっ、と音を立てて妖魔に襲おそいかかる。

　妖魔が苦痛の叫さけび声をあげた。凄すさまじい振しん動どうが瑞芳にも伝わってくる。ガアァウッと青い炎が咆ほう哮こうし、妖魔に嚙かみつく。

　否いな、炎ではない。間近で見たその正体の名を、瑞芳は信じられない思いで口にする。

「うそ、だ……、──蒼ツアン獅シー子ズー!?」

　それは数々の文ぶん献けんや伝承に登場する霊れい獣じゆうのことを指す。

　炎に見えたのは獅子の豊かな鬣たてがみだった。太く重量感のある四し肢しにも火か焰えんのような獣じゆう毛もうを纏まとい、鋭するどい爪つめは妖魔に深く食い込んでいる。

　夢を見ているのかと思った。茫ぼう然ぜんとする瑞芳を放ほうって、蒼獅子と妖魔は互たがいの身体に牙きばを立て合う。蒼獅子が片かた翼よくを嚙み千切り、妖魔は耳を劈つんざくような奇き声せいを放つ。

「うわぁっ！」

　そこからはもう、空中でなにが起きているのかわからなくなった。蒼獅子がふたたび大きく咆哮すると同時に、なまぬるい液体がぼたぼたと降ってくる。そのまま妖魔と蒼獅子と瑞芳は縺もつれ合うようにして林に落下した。

「──っ、痛い……」

　地面に叩たたきつけられたのに、瑞芳が軽傷すら負わずに済んだのは、蒼獅子が被ひ毛もうで守ってくれたからだった。しかしその美しい獣毛が多量の血で濡ぬれている。先ほど瑞芳が浴びた液体は、蒼獅子の血だった。

「たっ、大変だっ」

　蒼獅子は深手を負い、意識を失っていた。瑞芳は被毛を搔かき分け、胸や腹に刺ささったままの妖魔の鉤爪と牙を抜く。大急ぎで羽織っている着物を脱ぬぎ、傷口に強く押しあてた。

　荒あらくなった呼吸を整えながら、あたりを見まわす。大型の妖魔は両翼とも捥もがれ、身体を真っ二つにされて絶命していた。しかし濃こい臭しゆう気きは消えていない。最初に瑞芳を囲っていた妖魔たちは、まだ近くにいた。

　どうすればいいか惑まどう瑞芳の耳に、討とう伐ばつ隊の笛の音が届く。この距離なら助けを求め、妖魔たちを罠に導くことができる。

「必ず、必ず戻もどってくるから、頼たのむから、ここにいておくれ……死なないでくれ」

　助けてもらったのに、置いて行くのは忍びない。瑞芳を助けたせいでこんなにも深手を負ったというのに。瑞芳は強く祈いのりながら、蒼獅子の鬣に付着した血液を拭ぬぐう。止血に使っていた着物を広げ、巨きよ軀くを隠かくすようにかぶせた。

　そうして立ち上がると、討伐隊の笛の音を頼たよりに駆けていく。妖魔たちに蒼獅子の存在を知られるわけにはいかない。まわりにいるすべての妖魔を連れて行く必要があった。

「……こっちだ、ここに餌食がいるぞ」

　駆けながら大きな声をあげ、手を叩いて音を出す。瑞芳の望み通り、妖魔たちは一匹残らずあとを追ってきた。










　瑞芳が討伐隊と合流し妖魔たちを罠へ嵌はめたのは、それからすぐのことだった。

　皆みなで手分けして死し骸がいを台車に載のせ、宮きゆう廷ていへ運び込む。官かん吏りたちは揃そろって顔をしかめ、袖そでで鼻を覆おおった。

「臭くさくてかなわん。その場で燃やせばよかろう。ここには陛下の御ご寝しん所じよがあるのだぞ？」

「斬り斃したものと違ちがって、毒死させた妖魔の死し臭しゆうはほかの妖魔を寄せつけない効果があります。夜明けまでこうしておくのが得策かと……朝陽が昇ったら燃やしてください。では、これにて」

「お、おいっ」

　瑞芳は一礼すると台車をがらがら鳴らしながら速すみやかに宮廷をあとにする。「おぉい、妖魔先生よ、台車は置いて帰れ」という官吏の言葉はさらりと無視した。

　今夜は報ほう酬しゆう以上に働いた。台車など二十もらっても足りないほどだ。

　霊獣は無事だろうか。動けるくらいまで回復していてほしいが、いなくなっているのは悲しい。複雑な心持ちになりながら台車を引き、大急ぎで林へ向かう。

「は、……はぁ、──あっ。よかった、いてくれた……」

　息を切らして戻ってきたその場所に、霊獣は着物をかぶったまま横たわっていた。すぐに駆け寄って呼吸の有う無むを確かめる。

　まだ気を失ってはいるが、きちんと息をしていた。出血も止まっている。心から安あん堵どした瑞芳はその場に座り込んだ。

「………」

　ふいに、静せい寂じやくが訪おとずれる。新たな妖よう魔まの気配もない。

　満月は中天に差しかかり、静かになった林に銀色の光を落としていく。月光と夜風を受けた霊獣の鬣が、淡あわい金の穂ほ波なみのようになる。

「蒼獅子……本物、の」

　安堵の次に押し寄せてきたのは、大きな喜びと抑おさえきれない高こう揚よう感かんだった。

　蒼獅子に助けられたときもその直後も、妖魔の撃げき退たいばかりに気を取られて、事の重大さに気づけなかった。今こうして落ち着いて見る霊獣は、幻げん夢むのような美しさを纏い、意識を失っていてもなお神こう々ごうしさを放つ。

「すごい……、本当に、すばらしい──」

　感動と高揚が限界を超こえて、言葉が上手うまく出てこない。

　最高位の仙せん女によ・西シー王ワン母ムーの使いである霊獣は、まさに幻夢の生き物だった。

　古くから多くの伝承や伝説が残されている。妖魔と同様に霊獣も元は人間であると説明する文献や、人の姿に変容して現うつし世に紛まぎれ込んでいるという物語──霊獣の実在を信じ、強い憧あこがれを抱いだく瑞芳は、彼らにまつわる書しよ籍せきを数えきれないほど読んできた。

　でも、御お伽とぎ話ばなしの域を出ない。〝青い火焰〟の異名を持つ蒼ツアン獅シー子ズー、〝白銀の玉座〟と称たたえられる白バイ麒チー麟リン、〝虹にじの弓矢〟と謳うたわれる虹ホン蜺ニー鸞ラン──西王母を主あるじとする三種の霊獣に、人間は接せつ触しよくできたことがなかった。

　目もく撃げきの談話は無限にあるが、いずれも信しん憑ぴよう性せいがない。瑞芳が一度だけ見た、宮廷の上空を舞まう虹色の鳥も、炬仁は幻まぼろしだと言っていた。しかし──。

「炬仁。幻でも御伽話でもなかったよ。霊獣はこの世界に存在してくれていた」

　少年のころ、霊獣について何度も語り合った。「いる」「いない」を繰くり返し、瑞芳は真ま面じ目めに話しているのに、炬仁が堪こらえきれずに笑いだす。瑞芳も釣つられて笑ってしまい、言い合いは終わる。そうした何気ないやりとりも大切な思い出だった。ここに炬仁がいてくれたら、どれだけよかっただろう。

　実在することを強く信じてきた瑞芳だが、霊獣に触ふれられる日が来るとは思いもしていなかった。

　目の前に横たわる蒼獅子を最初に見たとき、本当に青い火焰だと思った。

　炎みたいに揺れていた鬣は、銀と琥こ珀はくが混ざったような、とても神秘的な色をしている。

　胴どうや四肢を包む柔やわらかな被毛は青磁色。そこに入っている白毛の不思議な模様は、牡ぼ丹たん唐から草くさ文様を連想させた。

　銀色と琥珀色の美しい獣毛は脚あしにも生えている。険しい岩山を駆かけおりるさまは、四肢に炎を纏まとって飛行しているように見えるだろう。蒼獅子が太く立派な四肢を持っているのは己おのれの巨軀を支えるためだ。その巨軀は、瑞芳の三人分以上ある。

「うぅん。思いのほか大きかったな……」

　ここにいればいずれ見つかり、皇こう帝ていのもとへ連れて行かれることはわかりきっていた。

　宮廷の人間は、霊れい獣じゆうに対する礼節を重んじるだろうが、おそらく蒼獅子は自由を奪うばわれる。彼が暴れた場合は鋼はがねの首輪や足あし枷かせを付けられるかもしれない。だから怪け我がが完治するまで、郊こう外がいにある瑞芳の屋や敷しきに匿かくまおうとしたのだが、この大きさと重さでは台車に載せることすら難しそうだった。

　どうしたものかと考えていると、蒼獅子にかぶせている着物がもぞもぞと動く。

　林に棲せい息そくする小動物でも入り込んだかと思ったが、着物からころりと転がり出てきたそれは狐きつねでも狸たぬきでもなかった。

「んっ？　蒼獅子がもう一頭!?」

　にーっ、にーっ、と鳴いているのは、淡い琥珀色の鬣と青磁色の身体からだを持つ獅子だった。

　脚に炎ほのおのような獣毛があるのも、胴に入った白い牡丹唐草の模様もまったく同じである。

　ただ、とても小さい。瑞芳でも抱き上げられるほどだった。小さな蒼獅子は悲しそうに鳴きながら、横たわる蒼獅子と瑞芳のあいだをうろうろする。そうして瑞芳の前に立ちはだかるような動きをすると、『えいっ！』と大きな声を出した。

「おわぁっ」

　頓とん狂きような声が出て、ひっくり返りそうになる。小さな蒼獅子が人間の子供に姿を変えた。短い腕うでを限界まで広げ、ガウッ、と瑞芳を威い嚇かくしてくる。　>>>♥

「父上をころしたら、ゆるさないっ」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだったようで、子供はまた「うわーん」と泣きだした。なにもわからないこの状じよう況きようが恐おそろしいのだろう。

「なんと、これは……」

　霊獣が人語を操あやつり、人の姿に変容する力を持っていることは文ぶん献けんで読んでいたが、それを目まのあたりにするとは思いもしなかった。しかし蒼獅子の仔こをここまで悲しませてしまったかと思うと驚きよう愕がくも引っ込んでしまう。

　泣きながらも懸けん命めいに蒼獅子を守る子供は、膝ひざ丈たけの立派な龍ロン袍パオを着て下衣を穿はき、繻しゆ子す織の布ぬの靴ぐつを履はいている。髪かみも鬣たてがみのように豊かでふんわりとしているが、そこには獅子の耳があった。

　尻尾しつぽも上手く隠せていない。可愛かわいらしい顔は涙なみだと洟はなでぐちゃぐちゃだった。

「おまえさまの父上なのか。すまない。本当に悪いことをした。殺したりなどしないよ。だからそんなに泣かないでおくれ。父上を、私の家で手当てしたいんだ」

「てあて……？　あなたは、お医者の先生？」

　怖こわがらせないように両りよう膝ひざをつき、身を低くする。ゆっくりと話しかけると、子供は広げていた両手を下げた。

「私は医者ではないが、とてもよく効く薬草が家にあるよ。……ひとまず洟を拭ふこう」

　蒼獅子の仔は泣きすぎて鼻声になってしまっていた。瑞芳は袖から塵ちり紙がみを取り出して涙を拭いてやり、鼻をつまむ。威嚇していた子供はためらいながらも「びーっ」と言って洟を出す。同時にもこもこの尻尾が、ぴーんとまっすぐに立った。その様子が可愛らしくて思わず微笑ほほえんでしまう。

　笑え顔がおと、洟を拭いたことで警けい戒かいを解いてくれたのだろうか、子供は泣きやみ、蒼獅子と瑞芳のあいだに立ちはだかる体勢をやめた。

「先生、早く父上に、やくそうをあげて」

「うん、そうしよう。台車に載せることさえできれば、あとはなんとかなりそうだな……手伝ってくれるか？　名前はなんという？　私は瑞芳だ」

「ぼく、桃タオ乙イーというの。──父上、おきて。先生のおうちに行くよ。父上っ……まだねてる」

　激しく揺ゆさぶられても蒼獅子は目を覚まさない。そんなに揺すって大だい丈じよう夫ぶだろうかと心配する瑞芳をよそに、桃乙は父親の厚い獣じゆう毛もうに、ぼふっ、と思いきり顔をうずめた。巨きよ軀くの下に小さな手を差し込む。

　そうして、ぶんっ、と尻尾を勢いよく振ふり、「えいっ」と蒼獅子を持ち上げた。

「ぉわ、っ……」

　子供が成人男性三人分の巨軀を軽々と掲かかげる光景に驚おどろき、瑞芳はまたひっくり返りそうになった。

「す、すごい……桃乙はずいぶんと力持ちなんだね」

「先生のおうちはどこ？」

　すっかり「先生」になってしまったが、瑞芳は呼ばれ慣れているので気にしない。それより桃乙が今にも駆けだしそうになっているほうが気にかかる。

「私の家はここから少し離はなれているんだ。だから父上を台車に──」

「ぼく、へっちゃらだよ。早く、走っていこう」

「お……、ま、待ってくれ、そっちじゃない……」

　霊獣は仔まで怪かい力りきである。文献には載のっていなかったそれを初めて知った。

　桃乙は蒼獅子を持ち上げたまま、物もの凄すごい速さで駆けていく。瑞芳は林の入り口につないであった馬に乗り、大急ぎであとを追いかけた。










　満月の夜で人がまったく出歩いていないことと、なにより桃乙のおかげで、誰だれにも見つかることなく帰宅が叶かなった。

　重い蒼獅子を抱かかえて元気いっぱい駆けていた桃乙だが、屋敷の門をくぐるときだけは慎しん重ちようになる。獅子にしては嵩かさのあるふわふわの尻尾を揺らすのは、少し警戒しているせいかもしれない。あたりの匂においをすんすんと嗅かぎ、足先で門の内側の小こ路みちをつついていた。

「ぼく、人間のおうちに入るの初めて……ふしぎなところ。たてものの中に、また外がある」

　桃乙は塀へいに囲われた広い畑を見み渡わたす。育てている玉蜀黍とうもろこしや秋葵オクラに興きよう味み津しん々しんのようだった。

　畑をまっすぐ貫つらぬく屋敷までの小路を進みながら訊たずねる。

「桃乙は、いつもはどんなところにいる？　住み処かは？」

「おうちは、ないよ。いろいろなところで寝ねるの。父上は妖よう魔まをたくさんやっつけて食べるから、村に近づくときもたまにあるけど、いつもは父上と、うーんと高い岩山にいる。雲が下になるくらい、高いお山だよ。あと、森の奥を何日も歩いたり、川をおよぐこともあるよ」

　雲海を見おろすほどの険しい山ともなれば、人間は容易に立ち入れない。そこはもしかすると仙せん界かいと呼ばれる場所かもしれない。人間が霊獣と容易に接せつ触しよくできないのもうなずける。

　ではなぜ今夜、蒼獅子は瑞芳を助けてくれたのだろう。

　深手を負い、その姿を人間の目にさらす危険まで冒おかしている。食べるために妖魔を狩かるなら、まわりにいた下等妖魔でもよかっただろうに。

「桃乙、ここに父上を寝かせてくれないか」

「ウン。……先生、父上は、だいじょうぶだよね？　だって、とても強いから」

「もちろん。どの傷口も血が止まっている。桃乙の父上は本当に強いな。念のために薬を少しだけ塗ぬっておこう」

「ほんと？　あー、よかった。……くすりって、ひりひりしない？」

　自分が塗られるところを想像したのだろうか、桃乙は丸い眉まゆをぎゅっとひそめた。獅子の耳がぴるぴると動く。その可愛らしくて不思議な姿を見ながら考えた。

　あれこれと憶おく測そくしても意味はない。瑞芳は、蒼獅子が目覚めるときを待ち、礼を尽つくすだけだ。そうしてすべて彼の望み通りにする。霊獣の存在を他言するなと言われれば生しよう涯がい口をかたく閉とざすし、今夜の記き憶おくを消されても文句は言わない。

　奥の部屋に寝かせた蒼獅子は容体が安定している。今は意識を失っているのではなく、緩ゆるやかに呼吸しながら眠ねむっていた。出血は止まっているが痛々しい傷口に、化か膿のう止どめの膏こう薬やくを塗る。その様子を見守っていた桃乙の腹が、ぐー、と鳴った。

「なにか食べよう。なにがいい？」

「おにく、食べたい」

「肉か。たしか、豚ぶたと鹿しかが残っていたはず……」

　桃乙は大きな瞳ひとみをきらきらさせ、「ひゃー、ごちそう！」と喜びの声をあげる。その拍ひよう子しに子供から霊獣の姿に戻もどってしまった。

　丸い尻尾を揺らし、クルクルと喉のどを鳴らしながら、桃乙は炊すい事じ場ばへの廊ろう下かを歩く。本当に小さいが、身体の不思議な模様や、鬣と同じ獣毛を纏まとう四肢がなんとも霊獣らしい。

　炊事場で肉を準備し、蒼獅子の眠る部屋へ戻る。やはり心配でならないのだろう、あれほど喜んでいたのに、桃乙は肉をすぐに食べようとしなかった。肉の入った皿をくわえて蒼獅子のそばへ置き、『父上、おにくだよ、食べて』などと話しかける。

「それは桃乙の肉だから、桃乙が食べていいんだよ。父上には薬草があるから大丈夫だ」

『ウン。ありがとう、先生』

　桃乙は蒼獅子にぴったりとくっつき、何度も様子を窺うかがいながら肉を食べる。そうして皿を空からにすると、『先生、おやすみなさい』と言って、父親の豊かな鬣の中へもぞもぞと入っていった。

「おやすみ……」

　静かになった広い屋や敷しきに、薬草を擂する音だけが小さく響ひびく。

　月光が斜ななめに差し込んでいた。満月はとうに中天を過ぎ、夜は深い。

　気をゆるめた途と端たん、溜たまっていた疲ひ労ろうが一度にやってくる。今日のできごとをひとつひとつ思い出したいが、できそうにない。蒼獅子と同じ空間にいることが不思議でならなかった。強い眠ねむ気けもやってきて、夢と現実の境界が曖あい昧まいになる。

　どうにか薬湯は完成させた。本当は風ふ呂ろにも入りたかったが疲労と眠気に負けた。

　目覚めた蒼獅子を混乱させたくない。彼よりも早く起きると心に決め、仮か眠みんのつもりでその場に身を横たえる。

　炬仁の飾かざり紐ひもが懐ふところに入っていることだけを確かく認にんして、瑞芳はすぐに眠りについた。










「む、……」

　夢も見ないほど熟じゆく睡すいしていたのに、なにかが何度も顔にあたってきて起こされた。

　はて、このふさふさとしたものは、なんだろう──まだ半分以上眠りの中にいる瑞芳は少しばかり考えて、今夜は一人ではなかったことを思い出す。あのできごとが夢でなければ、霊れい獣じゆうの親子が屋敷にいるのだ。

『おい、人間。起きろ』

「……ん、桃乙？　──あ、廁かわやだな。よしよし……」

　桃乙が廁に行きたがっている。そういえば場所を教えていなかった。しかし桃乙にしては野太い声だ。ぼんやりした頭でそう考える。

　なおも顔にもこもこしたものを強くあててくるので、もう起きるよと桃乙を撫なでる。

　小さな霊獣は片かた腕うででおさまるはずなのに、なぜか手をどこまで伸のばしても被ひ毛もうは途と切ぎれない。まるでふさふさの壁かべがそこにあるようだった。

　──でかい。

『このまま食っちまっていいのか？』

「ぅ、ぎゃぁー……」

　目を開くと同時に顔をべろりと舐なめられて、瑞芳は飛び起きた。

　起きたつもりがまったく動けていない。肩かたには太い前まえ脚あしがある。覆おおいかぶさる蒼獅子に前脚一本だけで押さえつけられていた。

　おそらく目覚めたばかりで空腹であろう彼の言葉に、汗あせが一気に噴ふき出てくる。

「うぅ、っ」

　目の前には瑞芳の指よりも長く太い牙きばがあった。そのあいだから舌が伸びてきて、首筋に浮ういた汗を舐められる。肌はだがぞっと粟あわ立だつ。蒼獅子の喉がごろごろと鳴っているのが鮮せん明めいに聞こえた。

『美味うまい……。いいな。人間は食ったことないが、これは楽しみだ』

「お、落ち、落ち着いてくれ、蒼獅子どの、まずは事のいきさつと、礼を……」

『うん？　おれは混乱などしてない。ただ腹が減っている』

　混乱しているのは瑞芳のほうだった。震ふるえる声で落ち着けと言う様子が可笑おかしかったのだろうか、蒼獅子はまた喉を鳴らして笑う。

　しかしその拍子に顔をしかめ、巨きよ軀くを揺ゆらした。

「待ってくれ、傷が痛むのだろう？　そのような深手を負った身では肉など受けつけない。まずは薬湯を飲み、よく眠って……そのあいだに肉を用意しておく」

『おれに薬湯が効くと思うか？　今すぐおまえの肉を食わせろ。精をよこせ』

「西王母の使いである霊獣が、人間を食べるなんておかしい。……せ、精？　とは？」

　そう訊ねた直後に、訊きくべきではなかったと後こう悔かいした。蒼獅子の、天てん藍らん石せきのような瞳に妖あやしい光が宿る。

『霊獣にとって人間の血肉こそが唯ゆい一いつ無二の霊れい薬やくだ。食えばどんな傷でも瞬しゆん時じに癒いえ、腹も満まん杯ぱいになる……が、殺せつ生しようは好まん。精とは陰いん茎けいから出る汁しるに決まってるだろう。多く飲めば血肉と同じ効能を得られる』

「ひ、ぃ……」

　食われることも恐おそろしいが、精についての直ちよく截せつすぎる言いかたに寒気がした。どちらも渡わたすものかと思う瑞芳の身の上で、蒼獅子が舌した舐なめずりをする。

『不味まずい妖魔の肉ばかりで飽あき飽きしてたんだ。ちょうどいい。生かしてやるから精を目いっぱい出せよ』

　捕ほ食しよく者の瞳にとらえられ、身体からだが強こわ張ばった。ハッ、ハッ、という獣けもの特有の息いき遣づかいがする。熱い息が頰ほおにぶつかってくる。

　豊かな鬣たてがみと、青磁色の身体に牡ぼ丹たん唐から草くさの模様。強く美しい蒼獅子が初めて恐ろしく見えた。

「よせっ……、悪ふざけが、過ぎ、るっ」

　大きさも重さも三倍以上ある幻げん夢むの生き物に抗あらがえるわけがない。精せい一いつ杯ぱいばたつかせた手足は簡単に押さえつけられた。蒼獅子が瑞芳の下半身へ頭を下げる。そのとき鬣から桃乙が飛び出してきて、ころりと床ゆかに転がった。

「あ、桃乙！」

　とっさに腕うでを伸ばす。しかし丸くなって眠る桃乙は手の届かない場所までころころと転がっていった。どうせなら目を覚まして父親に飛びつくくらいしてほしかったが、すぃー、すぃー、という可愛かわいらしい寝ね息いきだけが聞こえてくる。

　蒼獅子は息子むすこに見向きもしない。桃乙は泣きながら父親を守り、自分の肉を譲ゆずるほど心配していたというのに。

「我が仔こを放ほうってよくこんなことができるな……どいてくれっ、桃乙を寝しん台だいに寝かせる」

『おれの仔ではないわ。おまえこそ、食われたくないなら早く精を出せっ』

「え？　それはどういう──、あっ？　待て、……」

　蒼獅子がグルルッ……と唸うなりながら股また座ぐらに顔をうずめてくる。深い傷の痛みに苛いら立だつ霊獣は、本気で瑞芳の体液を奪うばいにかかる。そう察知した身体に戦せん慄りつが走った。

「やめ、ろっ」

　押さえ込まれている脚あしを限界まで開かされた。下帯に牙が引っかかる。薄うすい布地は、鋭するどい牙がわずかに動いただけでたやすく破られた。

「ぅあぁっ……！」

　ぴちゃぴちゃと激しい音を立てて蒼獅子が脚のあいだをねぶってくる。未知の感かん触しよくと凄すさまじい嫌けん悪お感かんに襲おそわれた瑞芳は悲鳴に近い声をあげた。

　萎なえた茎くきと縮こまる陰いん囊のうが、大きな舌に翻ほん弄ろうされる。粘ねん性せいを持つ生き物に這はいまわられる錯さつ覚かくに陥おちいって、全身の肌がぞくぞくとざわめいた。

「ひ、ぅ……いやだ、やめろ……」

　床に両りよう肘ひじをついて上体を起こす。蒼獅子を蹴けるためになけなしの力を込めても、押さえつけられた脚は少しも動かせない。

　瑞芳は誰だれかと肌を触ふれ合わせたことがなかった。あるとするなら十四歳のときに一度だけ交かわした炬ジユ仁レンとの口づけだけだった。男としての性的な欲よつ求きゆうは淡たん々たんと処理できるほど薄い。

　なんの経験もない身にこの仕打ちは酷ひどすぎる。開かい脚きやくさせられ、獣に性器を舐められる光景には恐きよう怖ふすらあった。

『柔やわいな。しかし匂におってきてる。美味そうな匂いだ』

「やめて、くれ──、う、ぅ……炬仁、助け……」

　瑞芳にできたのは、姿のない炬仁に縋すがりつくことだけだった。

　今、脚のあいだにいるのは蒼獅子ではない。獣に姿を変えた炬仁だ──混乱する頭で、それでも懸けん命めいに想像する。恐怖と嫌悪感から逃のがれるために無理やり己おのれに言い聞かせた。

「炬、仁……。──あっ、……？」

　想像して名を呼び、耐たえがたい感触の中にわずかな快感を見み出いだせば、大きな舌に包まれた茎に変化が生じる。蒼獅子が口角を上げて笑うのが見えた。

「あぁ……」

『おまえの陰茎は硬かたくなっても細い。あまり射精もしないようだな。中に詰つまってる精はかなり濃こい……早く出せ』

「なにを、ばかな──ひ、ぁ」

　蒼獅子がごろごろと喉のどを鳴らす。剝むき出しになった敏びん感かんな先せん端たんにはそれさえ刺し激げきとなる。

　腰こしから下が自分のものではないようだった。身体のどこにも力が入れられないのに、その中心にあるものだけが熱を持って立ち上がる。

「く、ぅ……っ」

　蒼獅子は牙をいっさいあててこない。舌だけを使って射精をうながしてくる。頭では恐ろしいと思っていても、ひとたび形を変えてしまった茎は放出の瞬しゆん間かんを求めて、獣の口こう淫いんを受け入れるような動きをした。

　濡ぬれ光る性器に蒼獅子の舌がぬるぬると這う。真っ赤になった屹きつ立りつがびくんと跳はねる。見たこともない淫いん猥わいな光景に、恐怖よりも強い羞しゆう恥ちに見み舞まわれた。身体じゅうに汗が浮く。茎に生じる熱が手足の先まで伝でん播ぱするようだった。

「あ。いや──」

　粘ねばり気のある蒼獅子の唾だ液えきが、尻しりの割れ目をとろとろと伝って尾び骨こつへと流れ落ちる。その生々しさに身み震ぶるいがした。分厚い舌先で先端の小孔を押されるたび透とう明めいの蜜みつがあふれてくる。

『精でもないのにこの美味さ……これ以上は我が慢まんならない』

「あっ、あっ」

　躍やつ起きになった蒼獅子が、茎に舌を巻きつけてくる。ぐちゅぐちゅという聞くに堪たえない水音を立てて激しく扱しごかれる。この状じよう況きようを一刻も早く終わらせたくて、瑞芳は望みもしない性感を懸命に追った。

「……うっ──あ！　あっ」

　大きな舌の上で、濡れた茎がびくびくと弾はずみながら白はく濁だくを飛ばす。体液を嚥えん下かした蒼獅子が巨軀をぶるっと震わせた。

『これは、いい──漲みなぎってくる。……だが、まったく足りない。もっと出せ』

「あ、ぁ。そん、な……、もう──」

　無理やりの射精がわずかな快感と強い疲ひ労ろう感かんを呼ぶ。頭が朦もう朧ろうとして、立てている両肘がおのずと崩くずれた。はぁはぁと短い呼吸を繰くり返す。視線の先にある天てん井じようが翳かすんでいく。

　すべて蒼獅子の望み通りにすると決めたのは、このようなことをするためではなかった。

　助けてもらった礼を尽つくしたかったのに、今は屋や敷しきに連れ帰ったことさえ悔くやまれてくる。

「ひ、ぁ……っ」

　高こう揚ようした蒼獅子に身体じゅうの汗を舐なめ取られた。鬣や被ひ毛もうが、達したばかりで過か敏びんになった肌をくすぐってくる。ふわふわの獣じゆう毛もうに全身を包まれた。柔らかなそれさえ、いやらしいものと感じてしまった身体がわななく。

「い……や、たのむ、から、はなして……くれ」

『なぜだ？　おまえの陰茎は硬いままだ。精も出てくる。ほら──』

　蒼獅子はわざとらしくゆっくりと舌先を動かす。陰囊を転がし、性器をねっとりと舐め上げてくる。

「やめろ……出、ない、もう──、……んっ！　……あぁっ」

　瑞芳の意思を完全に無視して、震ふるえる茎はあっという間に昇のぼりつめた。腰が揺ゆれて淡あわい精液がびゅうぅ、と漏もれてくる。

『さっきより薄いが、そのぶん量が増えた。これもいいな。おまえの精は濃くても薄くても効能がある。なにより美味うまい……やはり食って終わりにするのはやめた。生かして飲み尽くすとしよう』

「そんな、……う、ぁ」

　生かして飲み尽くす──その言葉に戦慄を覚えた拍ひよう子しに、また先端の小孔から精が飛び出る。蒼獅子はごろごろと喉を鳴らしながらそれを舐め取った。

　受け入れがたい強きよう烈れつな羞恥に眩暈めまいがした。夢とうつつの境界が曖あい昧まいになる。瑞芳はそのまま夢の中へと逃にげた。

「あぁ……」

　そうしてすべての感覚を放ほう棄きしたのに、なぜか蒼獅子の感触だけは鮮せん明めいに残る。瑞芳は意識を手放してもなお、滑ぬめった舌と柔い被毛の淫みだらな責め苦に苛さいなまれつづけた。







　　　　３







　満月と新月の夜は妖よう魔まの臭しゆう気きが満ち、いつも空気が澱よどんでいる。

　しかし翌日の朝あさ陽ひは必ず澄すんだ空気を齎もたらしてくれた。人々はそれを心待ちにしながら、恐おそろしい夜が過ぎるのを静かに待つ。

　今朝も、飾かざり彫ぼりの設しつらえられた丸窓から透明度の高い朝陽が差し込んでくる。

　素す晴ばらしく爽さわやかな朝なのに、こうも身体からだが重いのはなぜだろう。

「う。助け……、苦しい」

　青磁色の、ふわふわの底なし沼ぬまに埋まい没ぼつして窒ちつ息そくするという、奇き妙みような悪夢を見て目が覚めた。

　まぶたを開いたそこはまた青磁の一色である。起きてもなお悪夢のつづきが広がっていて愕がく然ぜんとした。

　蒼ツアン獅シー子ズーが瑞ルイ芳フアンを巨きよ軀くに乗せ、心地ここちよさそうに眠ねむっている。遠くまで転がっていった桃タオ乙イーは、いつの間にか瑞芳の腕うでの中にいて、ぷぅぷぅと鼻を鳴らしていた。己の尻尾しつぽの先をもぐもぐしながら『おにく……』と寝ね言ごとを言う。

　まだぼうっとした頭で考える。広い屋敷の広い部屋で、こうも団子になって眠る必要があるだろうか。

　蒼獅子の身体が、瑞芳と桃乙を乗せたままゆっくりと上下する。その毛並みは艶つやを取り戻もどし、驚おどろくほどふかふかになっていた。深い傷がすべて消えていることは、厚い被毛を搔かき分けて確認しなくても充じゆう分ぶんにわかる。

　あれだけ搾しぼり取ったのだから当然だろう──そう考えてしまい、急に羞恥に見舞われた。

　焦あせって確かめた着物はかろうじて着せ直されている。しかし帯はゆるみきり、下帯はあたり前のように身につけていない。

　昨夜の、それを破られた瞬間が蘇よみがえってぞくりとする。今すぐ部屋を出て行きたくなった。

「うわ、……っ」

　身を起こすために被毛に肘ひじをついた途と端たん、目を覚ました蒼獅子がぬっと立ち上がる。

　瑞芳も立ち上がったつもりが脚あしに力が入らなかった。大きな身体からずり落ちるようになる。桃乙を抱かかえたまま床ゆかを這はい、できる限りの距きよ離りをとった。

　瑞芳が睨にらんだことも無視して、蒼獅子は前脚を揃そろえる。ぐうっと身体を伸のばし、『く、ぁ……』と大きなあくびをした。

　ここがどこで、どんな状況なのかという疑問はないのだろうか。ぶるぶると身体を振ふると四し肢しを折って座り、悠ゆう長ちように前脚の毛づくろいを始める。その口元は、笑っていた。

『そう怯おびえるな。食いはしない。生かしてやると言っただろ』

「わ、私はっ、べつに……怯えて、など……」

『声が震えているが。なにが怖こわかった？　優やさしくねぶってやっただろう？　おまえも気持ちよさそうに精を漏らしていた。──なぁ、瑞芳』

「なっ……？　なぜ私の名を知っている!?」

　驚きよう愕がくと怒いかりに任せてそう叫さけんだ。名を呼ばれるなど起こり得ない。ただでさえ昨夜のことは触ふれられたくないのに、その事実を捻ねじ曲げた言いかたに、かっと頭が熱くなった。

　取り乱す瑞芳とは対照的に蒼獅子は落ち着き払はらって返してくる。

『かの著名な〝妖魔先生〟瑞芳、だろ？』

　驚きのあまり息が詰つまりそうになった。その渾あだ名なを付けてくれたのは村の子供たちだ。霊れい獣じゆうの口から出てこようとは夢にも思わない。

　彼の言った「妖魔先生」とその声には明らかな揶や揄ゆが含ふくまれていた。

『みずから妖魔に近づく人間などいないからな。霊獣だけじゃない、高等妖魔もおまえの存在に気づきだしてる』

「そんな、噓うそだっ。霊獣が……妖魔が私を知っているなんて」

『信じるも信じないも好きにすればいい。──おまえ、妖魔のことを調べているな？　奴やつらは人間にそうされるのが気に食わないんだろう。昨夜おまえは餌え食じきとして襲おそわれたんじゃなく最初から狙ねらわれてたんだ。妖魔に近づくなんてどんな剛ごう毅きな野や郎ろうなのかと、おれも気になってたから見に来たんだが、こんなひょろっとした奴とはな。おかげで怪け我がをする羽目になった』

「……！」

　いろいろなことを一度に告げられて、ついていけなくなる。

　妖魔を調べていることが、人々だけではなく妖魔そのものにまで伝わっているなんて信じがたい。ましてや霊獣は昨日まで存在すら幻まぼろしだったのだ。彼らが瑞芳を知っているなどと、信じろと言うほうに無理がある。

　混乱して口も身体も動かせなかった。前脚の毛づくろいを終えた蒼獅子が、天てん藍らん石せきの瞳ひとみで睨ねめつけてくる。

『しかし見くびっていた。妖魔に近づくだけじゃなく、霊獣に餌え付づけまでやってのけるとは』

　そう言って、ふふんと笑う。

　霊獣なのに、人間みたいな笑いかただった。

「餌付けなど断じてしていない……」

　低く小さな声でどうにか言い返したそれは、あまり説得力がない。

　床に座り込んでいる瑞芳はよれよれになった着物をかろうじて纏まとっているだけだ。あらわになった身体は、至るところが蒼獅子の唾だ液えきでべたついている。下帯をつけていない股また座ぐらは特にひどく、目もあてられないありさまだった。そこで眠る桃乙が『先生、おにく……』と寝言を言う。

　ふふ……、と蒼獅子はまた人間みたいに笑う。唾液にまみれた瑞芳を、己おのれの印をつけた獲え物ものとばかりに目を細めて見つめてくる。意識を失うほどの大おお怪け我がを負ったことも、目覚めたら人間の住み処かにいたことも、混乱するには充分な事実なのに少しも動じていない。

　動どう揺ようしているのは自分ばかりだ──瑞芳は脚に力を入れ、勢いをつけて立ち上がる。

「あ、桃乙！　すまないっ」

　立ち上がったときに桃乙を落としてしまった。ごちっ、という大きな音がしたが、妙みように頑がん丈じような蒼獅子の仔こはなおも尻尾をくわえて眠る。

　ぶつけてしまった桃乙の頭を撫なでて寝しん台だいにそっと寝ねかせると、瑞芳は蒼獅子に向き直り、深々と頭を下げた。

「た、助けていただき本当にありがとう。深い傷とひどい痛みに苦しませてしまい、まことに申し訳なかった。おまえさまたちのことはいっさい他言しない。どうか安心してください」

『うん？　なんだいきなり。どこへ行く』

　早口でそう言いきると、蒼獅子の言葉を無視して部屋を出た。

　よれよれの着物を整えながら大おお股またで風ふ呂ろ場ばへ向かう。ゆるみきった帯を締しめ直す。昨夜あれだけ乱れたのに、紫し紺こん色の飾り紐ひもはちゃんと懐ふところにおさまってくれていた。ありがたいと思った直後に心がざわめく。

　──乱れるって、なんだ。最低じゃないか。

　昨夜のことを飾り紐に──炬ジユ仁レンに見られていたのかと思うと消えたくなる。こんなときに彼とのたった一度きりの口づけを思い出す自分はどうかしている。

　瑞芳は激しく頭を振り、ありとあらゆる雑念を追い払った。

　湯船に溜ためた水を黙もく々もくと沸わかす。昨夜のような思いは二度としたくない。このべたべたしたものを早く洗い流し、混乱を治めたかった。風呂から上がって温かい花ホア茶チヤを飲み、落ち着いて考えを整理する。そうして畑を耕し、子供たちに学問を教えて、いつもと変わらない一日を過ごすと決めた。

　蒼獅子には礼を伝えた。命を助けてもらい、妖魔に狙われていると教えてもらえたことは感謝してもしきれない。しかし、体液とかつてない羞しゆう恥ちは、代だい償しようにしては大きすぎる。

　風呂に入っているあいだに蒼獅子が桃乙を連れて姿を消したなら、それもしかたない。

　いや、むしろありがたい──。

「──なぜ風呂までついてくる!?」

　帯をほどく直前で手を止めた瑞芳は、相手が霊獣であることを忘れて大声を出す。

　裸はだかになるときを見計らったかのように、蒼獅子があらわれた。

　なぜいつまでも屋や敷しきから出て行かないのだろう。人が密集して暮らす場所に身を置くことは、霊獣にとって不都合なことではないのだろうか。精をよこせと言われるのだけは絶対に嫌いやだった。これ以上あのような目に遭あわされてたまるかと身構える。

　しかし蒼獅子は襲いかかってこない。後あと脚あしだけを折って座り、まぶたを閉じて言う。

『昨夜おまえを助けるときに汚よごれた。不快だ。洗え』

「へ……？」

　思いもよらない言葉に拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　まぶたを閉じたままの蒼獅子は、顎あごを反らして鬣たてがみを見せてくる。その獣じゆう毛もうはたしかに艶々でふかふかだが、泥どろや血があちこちに付いていた。それらはまちがいなく瑞芳のせいで付いたものだった。

「風呂に入りたいのか」

　蒼獅子は、うむ、とうなずいてゆっくりと目を開ける。

　獣けものは川や湖で水を浴びるものだと思っていたが、違ちがうのだろうか。人の住み処に動じないことや、先ほどの獣らしくない笑いかたといい、この蒼獅子はどこか人間めいたところを感じさせる。

「………」

　妖よう魔まと同様に霊獣も元は人間である。そう説明する文ぶん献けんを、瑞芳は何冊も読んできた。

　霊獣は、現うつし世に未練を残す人間が成る。その強い魂たましいを西王母に見み出いだされて──どの文献も唱えている仮説をぼんやりと思い出した。

『まだか。早くしろ』

　蒼獅子はそう催さい促そくしてくるけれど、風呂場にずかずか入ってくることもなく、太くて立派な前脚をきちんと揃えて脱だつ衣い所に座っている。

　ごろ、と喉のどの鳴る音が聞こえて、緊きん張ちようがほどけてしまった。

　昨夜は手て荒あらく伸のしかかってくる霊獣を恐おそろしいとさえ思った。しかし蒼獅子も、意識を奪うばわれるほどの深手を治ち癒ゆさせるために必死だったのだと思う。少しだけ冷静さを取り戻もどせた今はそう推おし量ることができた。『早くしろ』と言いながらも、滅め茶ちや苦く茶ちやに押し通してこない今の様子が、いつもの蒼獅子なのかもしれない。

　瑞芳は昨夜、助けてもらった礼を尽つくし、すべて彼の望み通りにすると決めた。精液の搾さく取しゆなんてされていなければ、今ごろ蒼獅子を磨みがき上げている。言われてもいないのに、鬣を櫛くしで整えたりしているかもしれない。

「……水ではないよ。熱めの湯だが、大だい丈じよう夫ぶか？」

『かまわん。仙せん界かいにも温水は湧わいていた』

「なんと、仙界には温泉があるのか」

　そうして蒼獅子を中へうながす。独り身の瑞芳がいつも持て余している広い風呂場を、初めて窮きゆう屈くつに感じた。

『狭せまいな』

「たぶん、おまえさまが大きいんだと思う……」

　身体からだを洗うための布と石せつ鹼けんを準備し、着物の裾すそをからげて袖そでを捲まくる。昨夜やけに痛んだ左ひだり腕うでの傷は、今は少し血が滲にじむだけになっていた。そのわずかな血の匂においを感じたのか、蒼獅子がスン、と鼻を鳴らす。

『なぜ腕にそんなものを巻く？　怪我などさせてないはずだが』

「これは昔からある傷なんだ。昨夜は怪我をしてないよ、ありがとう」

　傷口が濡ぬれないよう油紙を巻きながら答える。答えたあとに暗い追つい憶おくが押し寄せてくる。

　この傷は十二年前、炬仁を喪うしなった夜に負ったものだった。

　切られた瞬しゆん間かんのことは憶おぼえていない。気がつけばもう瑞芳の左腕から血があふれていて、炬仁は片腕を失なくしていた。あの凄せい惨さんな光景は夢に見てしまうので思い出したくない。でも二人を襲った妖魔の姿が勝手に思い浮うかんでくる。瑞芳は身を震ふるわせた。

　──窮奇。

　妖魔を恐れない瑞芳だがその名ばかりは恐ろしくて、炬仁を喪ってからは一度も口にできていない。窮奇に付けられた傷が完治することはなく、こうして時折出血する。

　それは〝目印〟だ。高等妖魔である窮奇は、一度狙ねらった餌え食じきを絶対に逃のがさない。いつか必ず捕とらえて餌えさとするための目印が、瑞芳の左腕に刻まれている。

　炬仁の命を奪った凶きよう悪あくな妖魔のことを思い出すと、いつも思考と身体が固まってしまう。

　どう足あ搔がいても昇しよう華かしきれない悲しみと後こう悔かいに囚とらわれて、一日を駄だ目めにしてしまうときもあった。

　人形のように突つっ立っている瑞芳の脚あしを、蒼獅子が尻尾しつぽを使ってぽすぽすと叩たたいてくる。

『早く洗え。背中が痒かゆい』

「あ……。すまない」

　ふわふわの獣毛を感じた途と端たん、固まっていた思考と身体が動きだす。

　とても不思議だった。窮奇の影かげに囚われるとしばらく動けないのに。長く綺き麗れいな尻尾が、追憶の呪じゆ縛ばくから解き放ってくれたようだった。

　瑞芳はてきぱきと働きだす。頭から湯をかぶせて血と泥を流した。獣毛に直接石鹼をあててこすると、楽しくなるほどもこもこと泡あわ立だつ。『弱い。もっと強くしろ』などと文句を言われながら、蒼獅子をごしごし洗っていった。

　風呂場に湯気が立ちこめ、石鹼の香かおりが満ちる。混乱はしないが、言葉にあらわしがたい心持ちになった。

　昨日まで幻げん夢むの存在だった霊れい獣じゆうと、今は言葉を交かわしている。なりゆきで、背を流す事態に陥おちいっている。この状じよう況きようを炬仁はどう思うだろう。

　炬仁はたぶん笑う。もちろんたいそう驚おどろくだろうけれど、「なにをやってるんだ」と笑いながら、へっぴり腰ごしの瑞芳に代わって、蒼獅子を力強く洗ってくれるに違いない。

　霊獣と出会えたというこれ以上ない奇き跡せきも、炬仁がいないと翳かすんでしまうようだった。

「綺麗になったぞ。痒いところはもうないだろう？」

『うん？　ない。よしとする』

　蒼獅子が巨きよ軀くをぶるぶると振ふって水を払はらう。物もの凄すごい量の水しぶきが飛んできたが、瑞芳もすでに水みず浸びたしの泡だらけになっているのでかまわなかった。

　これでようやく風呂に入れる。ゆっくりと考えを整理できる。安あん堵どする瑞芳の目の前で、蒼獅子は風呂場を出て行くと思いきや、湯船の縁ふちに前まえ脚あしをかけた。

「え？　待て、ちょっと──」

　そうして瑞芳が止めるのも聞かず、湯船の中に身体を沈しずめた。ざばぁーっ……と派手な音を立てて、溜めた湯の半分以上が流れていく。

「えぇ……。うそだ……」

『これはいい。なにしてる、おまえも入れ』

「絶対に御ご免めんだっ。……ああ、せっかく沸かした湯が」

　がっくりと肩かたを落として湯船の縁に腰こしかけた。水位の低くなったそこに浮ふ遊ゆうする獣毛が、砂金のようにきらきらと煌きらめいている。

　自分の巨軀のせいでほとんど湯に浸つかっていないのに、蒼獅子はご満まん悦えつのようだった。

　顎を湯船の縁に乗せ、目を糸のように細くする。

『ふー』

　ずいぶんと気持ちよさそうにするので流れていった湯の文句はもう言うまい。そう思いながら蒼獅子を見つめた。

　溶とかした琥こ珀はくで銀糸を染めたような、不思議な色の鬣。青磁色の獣毛に白い牡ぼ丹たん唐から草くさの模様。瑞芳が目にしてきたどの獣よりも大きな身体は、常に強く美しい空気を纏まとっている。

　すぐそばにいる蒼獅子はまちがいなく霊獣であるのに、目を細めるその表情が、なぜか人間みたいに見えた。

「………」

　最高位の仙せん女によ・西シー王ワン母ムーの使い。幻夢の生き物。〝青い火か焰えん〟蒼ツアン獅シー子ズーは、雲海よりも遥はるか上を、豊かな鬣をなびかせて進む──これまで抱いだいてきた霊獣の印象が大きく変わることはないが、実際にその姿を見れば疑問も浮かぶ。

　否いな、疑問というよりは、もっと知りたいという願望だ。

　なぜふとした拍ひよう子しに人間みたいな表情や仕草をするのか。元が人間というのは事実なのか。

　世界にどれくらいの数がいるのだろう。その成り立ちは、誰だれも知らない。類るい似じした仮説が多くあるだけで、霊獣誕生の真実を記き載さいした文献は一冊もなかった。

　──なんとまあ、人間の強ごう欲よくなことよ……。

　瑞芳は心の中でわずかに自じ嘲ちようする。先ほどまで、早く出て行ってくれたら助かると思っていたのに。今は蒼獅子を見つめるほどに訊たずねたいことが次々と出てきてしまう。

　風ふ呂ろで身体が温まれば、蒼獅子は今度こそ桃乙を連れて屋や敷しきを去る。そうなればもう霊獣と会うことは叶かなわないだろう。

　瑞芳は、幻夢の生き物に接せつ触しよくしたことを吹ふい聴ちようしたいわけではない。むしろ生しよう涯がい黙だまったままでいたい。ただただ純じゆん粋すいに、憧あこがれつづけた霊獣のことを知りたいだけだった。

　蒼獅子の鬣たてがみから水すい滴てきが落ちて、ぴちゃん……と音を立てる。

『なにか言いたそうだな。文句があるなら風呂から出るまでは聞いてやる』

「いや、文句などでは……」

　瑞芳の強い視線を感じたのだろうか、蒼獅子がゆっくりとまぶたを開いた。

　紺こん碧ぺきの瞳ひとみだけを向けてくる。人間とは色も形も異なるそれに、昨夜のような恐ろしさはない。本当に綺麗だと思った。元が人間でも、この青玉みたいな美しい瞳になるのだろうか。

　あと数分だけでいい、そばに霊獣がいるという奇跡がつづくようにと願いながら、瑞芳は唇くちびるを動かした。

「その……、おまえさまに訊ねたい……私はこれまで霊獣について多くの文ぶん献けんを読んできた」

『文献ね。それで？』

「ほとんどの文献が説いているのは──霊獣が、元は人間ということだ。死後も現うつし世から離はなれがたく、強い未練を残す人間の魂たましいが霊獣に成るという。しかしどこにも証しよう拠こはない。この仮説は真か偽ぎか……。あ、いや、口外してはならぬことであれば無理には──」

『霊獣は、元は人間だ。おまえの言う通り、死んだ人間の魂が霊獣に成る』

「ほ、本当かっ！　それは、なんと、も……おまえさまも人間であったのか……！」

　にわかに興奮した瑞芳は座っている湯船の縁に手をついて前のめりになった。

　霊獣は、元は人間──文献の仮説が事実だったことに驚きよう愕がくする。それ以上に、蒼獅子が一いつ瞬しゆんのためらいもなく答えてくれたことが、なにより瑞芳を高こう揚ようさせた。

　胸が激しく高鳴る。興奮を抑おさえられなくて、たたみかけるように訊ねてしまう。

「相当な強い思いや信念がなければ霊獣には成れないと聞く。どのようにして成るのだろうか。おまえさまはなぜ霊獣と成った？　なんのために、誰のために？　目的は果たせたか？　家族や友人との再会は叶うのか、それとも接触してはならないなどの掟おきてがあるとか──」

『目的？　家族や友人？　そんなもの憶えてるわけがないだろ』

「え……。憶えてないとは？　現し世に残したもののために霊獣と成ったのだろう？　どういうことだ？」

『おまえが読んだ文献とやらは、なにをどこまで書いてる？』

「憶えてるわけがない」という、不ふ穏おんな響ひびきの言葉に胸の高鳴りを抑えられた。反対に蒼獅子から訊ねられた瑞芳は、多くの文献に共通して書かれている仮説を思い起こす。

「霊獣とは、崑クン崙ルン山シヤンに住む仙女さまに見み出いだされた、強きよう[image: 靭]じんな魂が成るものであり……」

　それは少年のころ炬仁に夢中で語った神しん仙せんの物語でもある。瑞芳は炬仁に話すときと同じように、蒼獅子に語った。

　──絶世の美女と謳うたわれる仙女・西王母。彼女は、西の最果てに聳そびえる崑崙山に住んでいる。人間が見れば一瞬で瞳が潰つぶれてしまうという絢けん爛らん美び麗れいな宮きゆう殿でん。その庭には極ごく彩さい色しきの鳥が舞まい、仙せん桃とうをつける聖大樹が立つ。西王母は強く美しい三種の霊獣を従え、天界を支配する玉皇大帝の代わりに地上を守護していた。

　三種の霊獣は、元は人間である。死んでもなお現し世に強い未練を残す魂が、西王母の神仙の力によって霊獣と成った。

〝青い火焰〟の異名を持つ蒼ツアン獅シー子ズーは、その強大な力を以もって仙せん界かいと人間界を守る。白バイ麒チー麟リンが己おのれの背に乗せるのは西王母と彼女の夫である玉皇大帝のみであり、それが〝白銀の玉座〟と呼ばれる所以ゆえんだった。そして人間の瞳には映らないほどの速さで飛ひ翔しようする虹ホン蜺ニー鸞ランは、西王母が放つ〝虹にじ色いろの弓矢〟と謳われる。

　西王母は玉皇大帝から贈おくられた聖大樹を殊こと更さら大切にしていた。聖大樹は百年に一度、仙桃を実らせる。その仙桃は不老不死の霊れい薬やくであった。仙桃の収しゆう穫かくを心待ちにしている西王母は、それらが美しく色づくころ、仙人や天てん女によを招いて華はなやかな宴うたげを開くという──。

『違ちがうな』

「どのあたりが違う？　これは御お伽とぎ話ばなしみたいなものだし、ほとんど違うかもしれないな」

『西王母の仙桃に不老不死の効能などない。霊れい獣じゆうは、その仙桃から生まれるんだ』

「仙桃、から──」

　不思議に満ちた事実に驚いて、言葉を繰くり返すことしかできなかった。

　蒼獅子は、過去の賢けん者じやたちが誰一人として思いつかなかった真実を語りだす。

『仙桃ってのは玻は璃りみたいに透とう明めいで、それは綺き麗れいなものだ。そのくせ中は真っ暗でな。西王母は霊獣を創つくるために、人間の魂を仙桃の中に埋うめるんだ。埋められた魂は、音もない暗くら闇やみの中で幻まぼろしの肉体が溶ける苦痛と恐きよう怖ふを味わいつづける。そうやって百年かけて人間を棄すて、獣けものの血肉を得ていく。ほとんどの魂が耐たえられずに仙桃が腐くさり落ちるそうだ。おれも何百回、何千回と、もうやめてしまおうと思った。でもそのたびに幻の声が聞こえるんだ。獣の道に堕おちてでも現し世に戻もどれ、っていう──』

「そ、その声の主こそが、おまえさまが霊獣に成ると決意した存在だろう？　よかった、ちゃんと憶おぼえているじゃないか……」

　蒼獅子が淡たん々たんと語るそれは、美しくも厳げん酷こくな神仙の世界そのものだった。ただの人間である瑞芳には受け止めきれない部分もあるが、それでも懸けん命めいについていく。

『言っただろ、すべて幻だ。実際は声なんか聞こえないし叫さけぶこともできない。誰だって忘れてたまるかと思いながら仙桃に埋められるんじゃないか？　まあ、霊獣に成って仙桃から出てきたときには忘れてるから、おれは自分がどう思ってたかなんて知らないが』

「なぜ……なぜ憶えてないんだ……」

『西王母が仙桃の一部を──記き憶おくを食うからだ』

　天界を支配する玉皇大帝が妻に望むほどの、絶世の美女。瑞芳が憧れてやまない西王母の唇はきっと、美しくて紅あかい。その真っ赤な唇と白い歯が、熟うれて色づいた仙桃に触ふれる瞬しゆん間かんを想像して、瑞芳はぞくりと肌はだを粟あわ立だてた。

『おれたちは西王母の手によって仙桃に埋められるが、自力で出なくてはならない。でも内側からは亀き裂れつを入れられないんだ。熟れた仙桃を割れば、宿っている幼よう獣じゆうも半分に割れて死ぬ。だから西王母は仙桃を齧かじる。その齧られた部分が人間だったころの記憶だ』

　目、鼻、耳、手足、尾お──肉体のどこが欠けても、獣として生きることはできない。厳しい仙界や自然界では淘とう汰たされてしまう。だが記憶はなくても生きていける。やむをえず西王母は記憶の部分だけを齧り、仙桃を崑崙山から下界へ放ほうるのだという。

『幼獣は転がり落ちる仙桃の、齧られた部分から外界へ飛び出す。空からになった頭で最初に覚えるのは妖よう魔まの狩かりだ。妖魔を食った分だけ早く成せい獣じゆうになれるからな』

「それ、は……あまりにも──」

　あまりにも残ざん酷こくではないだろうか。霊獣誕生の真実を知った瑞芳に、先ほどのような興奮や高揚はなかった。

　百年は長い。大切なもののために途と方ほうもなく長い時を苦しみ、耐え抜ぬいて霊獣に成ったというのに、その大切なものを憶えていることが許されないなんて。

　それではなんのために霊獣に成ることを選ぶのか、意義がわからなくなってくる。

「せめて名だけでも憶えていられないものだろうか。百年の苦痛に打ち克かつ力を齎もたらしてくれるほどの、大切な存在だろうに……」

　蒼獅子の言う通り、誰だれもが決して忘れまいと思いながら仙桃に埋められるのだろう。その思いさえ忘れて、わからなくなるなんて、やりきれなさが込み上げてくる。

　しかし当の蒼獅子は我関せずとばかりにあっさりと言った。

『無理だろ。記憶は根こそぎ食われるからな。だが感情は残る』

「感情……？　おまえさまに残った感情とは、どういったものだ？」

『さあな……憎にくしみと怒いかりといったところか。おれは妖魔どもが憎くてしかたない。妖魔を腹いっぱい食っても、ほかの奴やつらを見つけたらまた片かたっ端ぱしから食い殺したくなる。あいつらを見ると悔くやしさと怒りが湧わき立ってくる。なぜかはよくわからん』

　憎しみと怒りは烈はげしさを伴ともなう感情なのに、蒼獅子はどこか余所よそ事ごとのように話す。

　それはひとえに記憶がないからだ。霊獣たちの記憶を戻すことはできないだろうか──身のほど知らずの考えが頭をよぎったとき、遠くから『父上ーっ、どこ！』という声が聞こえてくる。

「しまった、桃乙……」

　桃乙は『うわーん！』と悲鳴に近い声をあげて泣いていた。無理もない、目が覚めたら誰もいなくて、あれほど心配していた父親の姿が見えなければ混乱もするだろう。

　瑞芳が立ち上がるよりも先に蒼獅子が勢いよく湯船から出る。

　その素す早ばやい行動に驚おどろいた。昨夜も朝も桃乙のことを放っていたのに。

『桃乙がおれの仔こじゃないとわかっただろ。おれが崑崙山の麓ふもとにいたとき、上から仙桃が落ちてきた。西王母の奴が実を齧って放り投げたんだろう。ちびは仙桃から出てすぐにおれを見たから、親だと勘かん違ちがいしてる』

「刷り込み……みたいなものだろうか」

『そんなもんだ。あと三、四年もして成獣になれば、おれが親じゃないと理解する。それにしてもよく泣きやがる……百年の苦痛に耐えたんじゃないのか』

　雄お叫たけびのような泣き声が近づいてくる。蒼獅子はぼやきながら巨きよ軀くを振ふって雫しずくを払はらい落とした。また多量の水しぶきを浴びることになった瑞芳を横目で見てくる。

『それで。おまえはどうする』

「どうするとは？」

『妖魔どもはまたおまえを狙ねらってくるぞ。──しばらくのあいだ、おれが守ってやる。おまえの精は格別だしな。妖魔が不味まずくて食えなくなるほどだ』

「ひ、必要ないっ、やめてくれ……」

『どちらにとっても悪い話じゃないと思うがな。おれとなら、瑞芳はなんの危険もなく妖魔に近づける。おれは瑞芳を襲おそってくる妖魔を食い、おまえの精をもらう。奴らのことを調べたいのだろう？　なあ、妖魔先生』

　先ほどから情報が飽ほう和わ状態になっていて、妖魔に狙われていることを失念していた。

　蒼獅子の提案のようなものを受け入れるか否いなか、とっさに判断できない。

『おれの名は獅シー燎リヤオだ』

　蒼獅子がみずから名乗ったことに驚く。なにか返したかったが、獅燎の興味が完全に瑞芳から逸それた。その意識は、己の太い前まえ脚あしにひしっとしがみついてきた桃乙だけに注がれる。

　泣きながら笑う桃乙の鬣たてがみは寝ね癖ぐせだらけであちこちが撥はねていた。

『わー、父上！　げんきになった！　先生のやくそうがきいたんだね！』

『何度言えばわかる？　おれはおまえの父ではない。安易に泣くな』

　獅燎は文句を言いながら鼻先で桃乙を押す。ぽてっと倒たおれたその首根っこをくわえた。

　獅燎に首をくわえられた桃乙は大泣きしていたことも忘れて、とても嬉うれしそうにする。

　短い脚あしをぷらぷら揺ゆらしながら『はいっ、気をつけます、父上！』と言った。

　親子ではないとわかってもなお親子に見える二頭の霊獣が、衝つい立たての向こうに消えていく。

「………」

　静かになった風ふ呂ろ場ばには変わらず湯気が立ちこめ、獅燎が残した不思議な空気が漂ただよう。

　瑞芳は一人、霞かすみのたゆたう仙せん界かいに置き去りにされたような心持ちになった。

　──百年、苦しみ抜いて獣けものに成り……大切なものの記憶がない。

　そればかりが気にかかる。長いあいだ憧あこがれつづけた霊獣の真の姿は、強きよう[image: 靭]じんさよりも切なさを色いろ濃こく纏まとっていた。

　しかしそれを知っても瑞芳にできることはなにもない。神しん仙せんの力に人間が太刀たち打うちできるはずがなかった。先ほど脳のう裏りをかすめた、霊獣たちの記憶を戻すという考えはあまりにも軽けい率そつすぎた。それを頭の奥にしまい込みながら着物を脱ぬぎ、ようやく身体からだを洗っていく。

　黙もく々もくと洗っていると考えがまとまってくる。

　妖魔との接しかたを変える必要があった。これまで突とつ然ぜんあらわれて手あたり次し第だい家か畜ちくや人間を襲っていた妖魔が、明確に瑞芳を狙うようになれば一人では対たい抗こうが難しい。

　獅燎がいてくれるなら、これ以上心強い存在はないと思う。彼の、『なんの危険もなく妖魔に近づける』という言葉は魅み力りよく的だった。炬仁を喪うしなってから長く停てい滞たいしていた、妖魔を泰山へ送る方法の発見に一歩近づけるかもしれない。

　なにより獅燎たちのそばにいて、彼らのことをより理解したかった。おこがましいかもしれないけれど、大切な存在を思い出せないというやりきれなさを少しでも薄うすくできたらいい。

　昨夜のようなことは二度としないが──。

　頭がすっきりしてきた瑞芳は、張り切って湯に浸つかろうとする。

　しかし、湯船を跨またぐために上げた足をまたすぐ下げた。

「うぅむ。毛だらけだな……」










　湯を沸わかし直し、さらに考えの整理などをしたせいで、ずいぶん長なが風ぶ呂ろになってしまった。新しい着物を身につけて帯を締しめる。懐ふところに紫し紺こん色の飾かざり紐ひもを入れて脱だつ衣い所を出ると、廊ろう下かの向こうから桃乙が物もの凄すごい速さで駆かけてくるのが見えた。

　飛び上がって胸にくっついてくる。その力は容よう赦しやがない。薄い身体に、どす、という鈍にぶい音が響ひびいた。

『先生！　見て、見てっ。父上が毛をいっぱいなめて、ぴかぴかにしてくれた！』

「おぉ、本当だ。格好いいな。……父上は？　屋や敷しきにいないみたいだが」

『妖魔たちをやっつけにいったよ』

「そうか……」

　上じよう機き嫌げんの桃乙は額をぐりぐりと押しあててきて、『先生、はい』と獣じゆう毛もうを見せてくる。獅燎がどれだけぴかぴかにしてくれたかを確かめろということらしい。

　あちこち撥ねていた鬣はとても綺き麗れいになっていた。そこに触ふれると、指がすっと奥まで入っていく。瑞芳は柔やわらかくてふわふわの鬣を梳すきながら考えた。

　獅燎は『父ではない』と強く言っていたが、こうして世話をしているし、桃乙を追いやる気はまったくない。獅燎は必ず桃乙のところへ戻もどってくる。本当にしばらくのあいだはここを拠きよ点てんにするつもりなのだろう。

　ただ、いつ戻るのかはさっぱり見当がつかない。明日の朝かもしれないし、十日後の可能性もある。それを待つ必要はなく、瑞芳はいつも通り静かな生活を送るだけだった。

　クルクルと喉のどを鳴らしている桃乙に微笑ほほえんで言う。

「さて、まずは朝食にしようか」

『おにくがいい！　ゆうべのおにく、とってもおいしかったから』

「よしよし、肉と一いつ緒しよに野菜も食べような」

『うん！』

　桃乙はもう場所を覚えたのだろう、元気よく炊すい事じ場ばへ駆けていった。

　瑞芳は粥かゆと魚の干物くらいしか食べないのだが、昨夜の桃乙の食べっぷりを見る限り、同じ量では絶対に足りない。尻尾しつぽをぱたぱたと振る桃乙は朝食の準備に興きよう味み津しん々しんである。香こう草そうの匂においを嗅かいだり、もこもこの前脚で卵をそっとつついたりと忙いそがしい。その熱い視線を浴びながら、桃乙の肉と自分の粥、野菜の煮に物もの、茹ゆで卵、豚ぶた肉にくと韮にらのたっぷり入った餡シエン餅ビンを用意していく。

　二人分の箸はしと匙さじと小皿、茶器と茶葉を揃そろえるころ、桃乙は幼よう獣じゆうから子供に変容した。料理や食器を大おお盆ぼんに載のせて食堂まで運んでくれる。

　それらを円えん卓たくに並べると、桃乙は獅し子しの耳と尻尾をぴーんと立て、青い瞳ひとみを輝かがやかせた。

　椅い子すに行ぎよう儀ぎよく座って喉をごろごろと鳴らす。

「すごいや、先生のおうちは毎日ごちそうなんだね」

「どうかな？　今日だけかもしれないよ。明日からは少し質素になるかもなぁ……」

「今日だけでもうれしいー」

　銀色と琥こ珀はく色いろが混ざった髪かみに、獅子の耳。立派な龍ロン袍パオからのぞくふさふさの尻尾。人の姿なのに喉が鳴る。獣けものと人間のはざまにいるその様子はとても不思議で微笑ましい。

　しかし桃乙は丸い眉まゆを、ぐぐ、とひそめる。

「人間のときにも、のどって鳴るんだね。知らなかった。ちょっと、へん」

　そうして桃乙はまた、ごろ、と喉を鳴らす。瑞芳は椅子に座り、大皿に盛った野菜の煮物を取り分けながら訊たずねる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　自分の意思で鳴らしてるんじゃないのか……霊れい獣じゆうと人間とでは身体の構造が違ちがうから、蒼獅子のときは普ふ通つうのことでも人間になると違い和わ感かんが出るのかもしれないな」

「ウン、だいじょうぶ。うれしかったり楽しかったりしたら鳴るの。あとね、つかまえた獲え物ものに、こわくないよー、こわがらないでねー、って安心をあげるために鳴るよ。──でも、そのあと、食べちゃう……ほんとは、ころしたくない」

「命を食べることは自然界の掟おきてだから、桃乙が落ち込むことはないよ。私も肉や鶏にわとりの卵を食べる。肉や卵への感謝を忘れなければいい。もちろん野菜や水にもありがとう、だ」

　桃乙の声が小さくなったので、瑞芳はわかりやすく嚙かみ砕くだいて言った。野菜の煮物と餡餅を盛った小皿を渡わたすと、桃乙の表情はまた明るくなる。

　獅燎も殺せつ生しようを好まないと言っていた。それは霊獣共通の習性かもしれない。

　捕とらえた獲物の恐きよう怖ふを慰なぐさめるために喉を鳴らすという行こう為いに、瑞芳は好感を覚える。神格を持つ蒼獅子に対して失礼ではあるが、強[image: 靭]で猛たけ々だけしいだけではない、ひたむきさみたいなものが感じられた。

「ぼく、うれしかったり楽しかったりして、いつものどが鳴るよ！　でも父上はぜんぜん鳴らさないの。聞いたことないもん。獲物もつかまえたらすぐ、がぶーって食べるよ」

「ん……？」

　はて、そうだったかな──獅燎は風ふ呂ろが嬉しくて喉を鳴らしていた気がする。思い出したくないが、昨夜も少し鳴っていたように思う。しかし桃乙が鳴らさないと言うのなら、あれは空耳だったかもしれない。

　そう考える瑞芳の目の前で、人にん参じんがポンと跳はねた。初めて手にした箸と格かく闘とうする桃乙が挟はさみそこねたらしい。

「箸だと食べにくいだろう。霊獣の姿で食べても大丈夫だよ」

「ううん、先生といっしょに食べたいから、人間のままでいる。……ありゃー」

　そう言うあいだにも芋いもがころりと円卓から落ちる。桃乙は転がっていった芋を追いかけ、食べなくてもいいそれを嬉うれしそうに口へ放ほうり込んでしまった。自分が拾えばよかったと後こう悔かいしながら、箸よりも使いやすい匙を手て渡わたす。

　匙の持ちかたを教えるとすぐに覚えた。霊獣に成る前の、人間の記き憶おくがそうさせていたら嬉しいと秘ひそかに思う。桃乙は匙で肉や野菜をどんどん口に運びながら言った。

「でも、人間の姿になりすぎたら父上が怒おこるんだ。ほんとは人間になるのはだめなんだって」

「どうしてだろう？　なにか特別な理由があるのかな」

「父上はむずかしい言いかたをしてたよ。ええっと……は、はいとくこうい」

「背徳行為？　なぜ人の姿になることが──」

　桃乙の言葉を繰くり返しながら、獅燎に教えてもらったことを思い出す。彼は、『百年かけて人間を棄すて、獣の血肉を得ていく』と言っていた。

「もしかして、人間の身を棄てた、からか……？」

「すごい、やっぱり先生だからわかるんだね！　ぼくたちは人間をすてて、けものの道をえらんだから人間になるのはだめなんだって。この姿になるのも、ものすごい力がいるの。でも、ぼく人間になるの好きになっちゃった。先生とごはん食べるの楽しいなー」

　桃乙は獅子の耳をせわしなく動かし、にこにこして言ってくれた。

　その姿はたまらなく可愛かわいらしく、胸がじんとなるほど嬉しい。瑞芳は、空からになりかけている彼の小皿を野菜と餡シエン餅ビンでいっぱいにして、自分の茹で卵も載のせながら「私も、とても楽しいよ。本当にありがとう」と返す。

　──しかし、なんと強く美しく……、ままならぬ存在だろうか……。

　霊獣の真実を知るたびに、憧あこがれという単純な言葉では済まなくなる。

　桃乙は誰だれを思って霊獣に成ったのだろう。こんなにも小さな身体からだで百年の苦痛と恐怖を耐たえたというのに、大切な人を忘れ、会うことも叶かなわず、人間の姿を維い持じする自由さえ得られないなんて。

　強い想おもいで転生を成し遂とげても、失うものが多すぎる。せめて記憶を取り戻すことができれば──頭の奥にしまったばかりの軽けい率そつな考えがまた浮うかんできそうになった。

「先生、ごはん食べたらなにするの？　おしごと？　ぼく手伝いたい。じょしゅになる」

「助手？　嬉しいな。ありがとう。桃乙が手伝ってくれたら凄すごく助かるんだが……」

　ふたつめの茹で卵をもぐもぐと食べる桃乙の声のおかげで、すぐに思し惟いから抜ぬけ出すことができた。瑞芳は粥を食べ終えて花ホア茶チヤを淹いれる。

「しかし、畑仕事なんだよ。人の姿を維持するには力が必要だろう？　だから無理しないでくれ。食事のとき以外は霊獣でいるといいよ」

「ぜんぜんへいき！　はたけしごとする。先生、早くはたけに行こう」

「そうか。では人の姿がつらくなったらすぐに霊獣に戻ると約束してくれ。あと、この花茶を飲むこと。身体にとてもいいんだ」

「はいっ」

　張り切る桃乙が、知らぬ間に料理のすべてを平らげていたことにぎょっとする。野菜の煮物は昼食にも出すつもりで大量に作ったのに。香かおりが少々きつかっただろうか、花茶の匂いを嗅いだ桃乙は「ひゃー」と言って、ぎゅっと目を閉じていた。

　畑には涼りよう風ふうが吹ふき渡っている。昨夜の空気の淀よどみが噓うそのようだった。

　瑞芳は毎日そうしているように、黙もく々もくと畑仕事をする。力持ちの桃乙は、岩のように硬かたくなって手を付けられずにいた場所を「えいっ」と耕してくれた。

　小さな身体が跳ねるたび、どすっ、どすっ、と土が盛り上がっていく風景には感動すらあった。畑として復活したその場所には桃乙の好きな野菜を作る。「甘い、やさい」と希望があり、紅べに薯いもと西瓜すいかを作ることに決まった。

　遅おそめの昼食をとりながら、午後からの過ごしかたを桃乙に話して聞かせる。

「私は屋や敷しきで塾じゆくをしていてね。あと半時もすれば子供たちが来るんだ」

「人間のこども？　わぁ、ぼく、はじめてしゃべる」

「うん……。塾はだいたい二時間ほど……そのあいだ桃乙は、別の部屋に隠かくれておこうか。子供たちに霊獣だと知られたら大おお騒さわぎになってしまうからね」

「えぇー……」

　桃乙は手にしていた茹で豆をぽとりと落とし、口の中を豆でいっぱいにしたまま泣きだしそうになった。小さな霊獣を悲しませてしまった瑞芳はいつになく焦あせる。

「い、いや、泣かないでおくれ、本当は桃乙とも一いつ緒しよに勉強したいんだが……。耳と尻尾しつぽが隠せたらいいんだけどなぁ。なにか、かぶりものでも探して──」

「ぼく、できるよ！　みみとしっぽ、かくせる」

　桃乙は必死でそう訴うつたえて、両手で獅子の耳を、ぐぐ、と押した。

　ぱっ、と手を放すと、みごとに耳が消えている。

「凄いぞ。それなら絶対に霊獣とは思われない。……でも、大丈夫か？　耐えられそう？」

「う……んっ。だい、じょうぶ。がまんする」

　霊獣が人の姿を維持するには相当な力が必要だと言っていた。耳と尻尾を隠すのはさらに力を使うだろう。力む桃乙は顔が赤くなっている。

「二時間ほどだから、今日だけ頑がん張ばってくれ。明日あした、帽ぼう子しか布地を買いに市場へ行こうな」

「わぁー、いちば？　先生といちばに行けるの？　うれしいー」

　市場という魅み惑わくに満ちた言葉に興奮した桃乙は、ぽふ、という奇き妙みような音を立てて隠したばかりの耳と尻尾を出す。焦って「えいっ」と耳を押さえ込む彼を見て、大丈夫だろうか……という思いがよぎった。

　ほどなく十人の子供たちがやってきて、元気よく挨あい拶さつしながら席に着いていく。

　気がつけば桃乙は真ん中の席に座っていた。瑞芳が知らせるよりも先に、まわりの生徒たちに「桃乙といいます、先生の、じょしゅです！」などと自己紹しよう介かいをして、あっという間に打ち解ける。

「昨日は水にまつわる文字を勉強したね。みんな、家でおさらいしてきたかな？」

「はーい！」

「そしたら全員で発音してみよう。──池チー、汗ハン、河フア、泳ヨン……」

「チー、ハン、ファ、ヨン……」

　子供たちの声の中に、「ちー、はん、ええと、うがーっ」という、桃乙のひときわ大きな声が聞こえる。雄お叫たけびのようなそれは、なにを言っているのかよくわからないが、とにかく楽しくてしかたないことだけは伝わってきた。

　微笑ほほえましい風景に、瑞芳も頰ほおがゆるむ。しかし、桃乙の前後左右に座る生徒が不思議そうに耳をそばだてた。

　皆みなに背を向けて大きな板に文字を書いていると、子供たちが伝えてくる。

「先生ー。なんか、ふしぎな音してる」

「桃乙ちゃんのとこから、ごろごろって聞こえるよ」

「えっ」

　嫌いやな予感がして振ふり返る。その瞬しゆん間かん、嬉しすぎて興奮した桃乙から、獅し子しの耳と尻尾が飛び出るのが見えた。

「あーっ！」

　瑞芳と桃乙は同時に叫さけぶ。

　キャーッ！　と子供たちは一いつ斉せいに声をあげたが、それは悲鳴ではなく歓かん喜きの声だった。それがわかるはずもない桃乙は、小さな旋せん風ぷうを起こして部屋を出て行く。

　──ああ。たぶん、もう泣いてる……。

「みんな、驚おどろかせてすまない。ちゃんと説明しなかった私が悪いね。桃乙は少し特別な耳と尻尾を持ってるけど、それ以外はみんなと同じだよ。友達になってくれると嬉しい」

「さっき友達になったよ、耳と尻尾かっこいいね！」

「桃乙ちゃんは先生のこども？」

「いや……違ちがうんだが、まぁその、やっぱり──、……うん、子供みたいなものだね。お願いだ、みんなで捜さがしてくれないか。見つけたら私を呼んでくれ。桃乙が怖こわがるといけないから、大きな声で騒さわいだりするのはよしてやっておくれ」

「はーいっ」

　全員で屋敷じゅうを捜し、「先生、桃乙ちゃん、いたよ」と見つけてくれた生徒に連れられて庭へ向かう。

　桃乙は、庭に建つ小さな四阿あずまやの、石で作られた椅い子すの下に潜もぐり込んでいた。自分で尻尾を抱だきかかえ、背を丸くして震ふるえている。

「おーい、桃乙……。私だ、入るよ……」

　先に瑞芳だけが四阿に入り、桃乙を抱だき上げて椅子に座った。

　怖かったり悲しかったり、情けない気持ちもあるのだろうか。桃乙は瑞芳の着物をぎゅう、と握にぎり、懐ふところに顔をくっつける。懐のあたりが涙なみだで濡ぬれていく。

「せんせぇ……がまん、するって約束したのに。ぼく、先生のおうちにいられなくなるの？」

「まさか。桃乙と私は一緒に甘い野菜を育てると、さっき決めたばかりだろう？　みんな桃乙の秘密を守ってくれるよ」

　子供たちは桃乙の耳と尻尾を見たとき、とても喜んでいたし、今も落ち着いて桃乙を捜してくれた。瑞芳の私し塾じゆくに通う生徒たちの中に、友達の秘密を言い触ふらすような子供はいない。

　四阿の外から桃乙の様子を見守る子供たちが、口々に言ってくれる。

「妖よう魔ま先生が連れてきた子なら、耳や尻尾があってもぜんぜんふしぎじゃないよ！」

「絶対に内ない緒しよな！　みんな、父さんや母さんにも、兄弟にも言ったらだめだぜ」

「きれいな色の尻尾だね。……さわったら、だめ？」

　友達の声を聞いた桃乙は、ようやく顔を上げる。瑞芳にしがみついたままではあるが、悲しい涙を嬉うれし涙に変えて、「しっぽ、いいよ」とつぶやいた。

　十人の子供たちも入ってきて、小さな四阿の中にぎゅうぎゅうづめで座る。順番に桃乙の尻尾に触れて、「うわー！　ふわふわのもこもこだ！」と絶賛していた。　>>>♥

　しょげていた桃乙もすっかり元気を取り戻もどす。瑞芳の腿ももの上に向かい合うかたちで座っていたが、ぐる、と身体からだをまわし、皆のほうに顔を向けて座った。隣となりに腰こしかける少女が獅子の耳に、ちょん、と触れながら訊たずねる。

「桃乙ちゃんは、猫ねこの子供なの？」

「ちがうー！　ぼくは、ししのこ、れいじゅ、……むぐ」

「よ、よぉーし、今日はもう勉強はおしまいにしようなー」

　物もの凄すごく焦った瑞芳は、うしろから桃乙の口を思いきり塞ふさいで言った。霊れい獣じゆうだと知られたら本当に収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまう。

　塾が早々に終わったことに子供たちはふたたびキャーッと喜んだ。

「先生、おもしろい話して！」

「うん。では私が今までに見た、珍めずらしい妖魔の話をしよう。妖魔とは恐おそろしいものだが、中には掌てのひらに乗るほど小さな妖魔もいる。彼らはちっとも怖くないし、愉ゆ快かいな動きをして──」

　子供たちも、そして妖魔を多く見てきた桃乙も、夢中で話に聞き入る。

　こうして瑞芳と霊獣との不思議な共同生活は始まった。










　一日のほとんどを人の姿で過ごし、興奮したり泣いたりで疲つかれたのだろう。桃乙は夕食を終えると、椅子に座ったまま眠ねむってしまった。持っていた匙さじを落とし、霊獣の姿に戻る。

　小さな蒼獅子を抱いて廊ろう下かを歩く。夜風に揺ゆれる鬣たてがみが、ふわふわと顎あごを撫なでてくる。

　昨夜、一時的に獅シー燎リヤオを運び入れた部屋を、そのまま彼らの部屋にした。寝しん台だいは広くて落ち着かないだろうから、籠かごに綿を詰つめて布地を敷しき、そこに桃乙を寝ねかせる。

　今朝、出て行ったばかりの獅燎がすぐに戻ってくるとは思えなかった。熟じゆく睡すいしている桃乙は朝まで起きないだろう。しかし目が覚めたときに誰だれもいなかったらまた泣いてしまうかもしれない。瑞ルイ芳フアンは私室から書しよ籍せきや薬草などを持ってきて、眠る桃乙の近くで夜を過ごした。

　薬を調合し書籍を読みふけるうちに夜が深くなる。就寝の準備をして寝台へ向かったとき、がた、と扉とびらの開く音が聞こえた。

　開かれた扉から月光が差し込んでくる。床ゆかに蒼獅子の影かげが伸のびる。その大きさに、思わず肩かたをびくりと震わせてしまった。

「……獅燎？　戻ったのか」

　話しかけても返事がない。フーッ、フー……という低くて荒あらい息が聞こえた。

　屋や敷しきを出て行く前とは様子が違っている。どこか、おかしい──そう思った直後、強い衝しよう撃げきを受けた身体が床に倒たおれた。驚く間も与あたえられず獅燎が身体に乗り上がってくる。

「やめろ！　なにをするっ」

　一いつ瞬しゆんで全身の肌はだが粟あわ立だつ。ガウゥ、と吠ほえながら瑞芳の着物を乱暴にまさぐるさまは、霊獣ではなくただの獣けものみたいだった。それも、発情しているような──。

　乱された着物の懐から紫し紺こん色の飾かざり紐ひもが落ちる。それを鼻先で遠くへ弾はじいた獅燎が、無理やり脚あしのあいだに顔を入れて内うち腿ももを舐なめてくる。

「あっ、紐が、炬ジユ仁レンが……！　こ、の！」

　昨夜と同じ目に遭あう恐ろしさと、大切な飾り紐をぞんざいに扱あつかわれた怒いかりが同時に湧わいた。

　ぴちゃぴちゃと脚を舐める獅燎の頰を蹴けり、ぐらついた隙すきに巨きよ軀くの下から抜ぬけ出す。床を這はって飾り紐を拾い、扉へ向かって駆かけるために立ち上がる。しかし目に見えない速さで移動した獅燎が扉の前に立っていることに驚き、その場にへたり込んでしまった。

「横暴なことをするなら出て行ってくれ。ここに留とどまるつもりなら私が出て行く」

　震える声で言いきった。霊獣のことをもっとよく知り、記き憶おくを失なくした彼らの痛みを理解できたらと思ったが、それと精液を搾さく取しゆされることはいっさいつながらない。

　獅燎はなおも唸うなりながら、ゆっくりと近づいてくる。瑞芳は飾り紐を握りしめ、妖あやしく光る青い瞳ひとみを睨にらみつけた。

『なにを持っている？　その紐はなんだ』

「おまえさまには関係ない」

　炬仁に目をつけられた気がした。焦あせって飾り紐を懐に入れ、着物の合わせ目をしっかりと整える。

　それは瑞芳がなによりも大切にしている炬仁の形見だった。紫紺色の絹糸で作られた組くみ紐ひもに、左右の端はしにはそれぞれ金こん剛ごう石せきと瑪め瑙のうが輝かがやく。

　炬仁は『おれがいないあいだは、これを護ご符ふとして持っとけ』と言った。だから瑞芳は彼がいない十二年間、肌はだ身み離はなさず飾り紐を懐に入れている。炬仁の言葉を守りつづけることだけが瑞芳の生きる縁よすがだった。

『ふん……どうでもいい──』

　獅燎はまた人間みたいに笑いながら距きよ離りを詰めてくる。深く裂さけた口と、そこからのぞく牙きばが眼前に迫せまる。怒りが冷めると恐ろしさが増ぞう殖しよくした。先ほどのように足あし蹴げにする気力はもうない。蒼獅子に追い詰められる。逃にげる術すべが思いつかなくて、力なくうなだれた。

　──あれ、……？

　しかし頭上から、ごろ、ごろ、という音が聞こえて、瑞芳は思わず顔を上げる。

　聞きまちがいではない、獅燎が喉のどを鳴らしている。彼自身は気づいていないようだった。

『獲え物ものに、こわくないよー、こわがらないでねー、って安心をあげるために鳴るよ』──桃乙の言葉を思い出す。獅燎は、恐れ戦おののく瑞芳を無意識に慰なぐさめようとしているのだろうか。

　実際に恐きよう怖ふが薄うすくなるから不思議だった。しかし喉が鳴ったのは一瞬だけで、獅燎は、はぁはぁと短い呼吸を繰くり返している。それに違い和わ感かんを覚えた。

「獅燎？」

　先ほどは突とつ然ぜん倒されたために瑞芳も混乱して気づけなかった。でも今こうしてよく確かめれば、荒あら立だっているわけでもなく、発情などでもない。獅燎は、ひどく苦しそうだった。

「どこか怪け我がをしているのか？　妖魔と戦って傷つけられたか？」

『いいや。妖魔にやられたのは昨夜ゆうべが初めてだ。今夜はいつも通り腹いっぱい食ってきた』

　理由のわからない苦痛に苛さいなまれる獅燎は、それを解消させるために、瑞芳の体液を求めて戻ってきたのだろう。しかしもう奪うばおうとはしない。太い脚も震えていて、立っているのがやっとのようだった。

『くそ……。おまえの精はよく効くんだがな……怯おびえられるのは面めん倒どうだ。もう要いらん──』

「え？　……わっ。おい、獅燎」

　床に座ったままの瑞芳の腿に、獅燎は倒れ込む。眉み間けんに深い皺しわを刻み、口を開けて呼吸しながら、懸けん命めいに眠ろうとしていた。その姿があまりにもつらそうで、首から肩にかけての鬣を撫でる。すると表情がわずかに和やわらいだ。

　苦痛に耐たえたり、少し楽にしたりする獅燎を見て、自分の取った行動が猛もう烈れつに悔くやまれた。

「さっき、頰ほおを蹴ってしまった。すまない……」

　鬣を梳すき、青磁色の被ひ毛もうを撫でながら謝ると、獅燎はふっと笑う。そのあと一度だけ喉を鳴らし、ようやく寝ね息いきを立てはじめた。

「………」

　妖魔を多く食べて腹が満たされているのに、昨夜の深手を負ったときよりも苦しそうにするのはなぜなのだろう。強きよう[image: 靭]じんな蒼獅子が倒れ込むほどの苦痛の原因はなんなのだろうか。

　なにもわからないけれど、優やさしく撫でると楽になることだけはわかる。

　だから瑞芳は獅燎が眠ったあとも鬣や獣じゆう毛もうを撫でつづけた。







　　　　４







　牡ぼ丹たんの透すかし彫ぼりが設しつらえられた丸窓から、柔やわらかな朝あさ陽ひが差し込んでくる。

　まだ眠っていたかったが、眩まぶしさに負けて目を覚ました。まぶたを開いたそこはまた青磁の一色である。

「む……。いつの間に、団子に……」

　巨軀を丸めて眠る獅シー燎リヤオの被毛に、瑞ルイ芳フアンはすっぽり埋うまっていた。腕うでの中にはまた桃タオ乙イーがいる。

　獅燎を撫でながらうとうとしていたのに、いつこのような体勢になったのだろう。

「あ、獅燎」

　上体を起こして見た蒼獅子は、すっかり熟睡している。眉間の皺も消えて、呼吸も整っていた。安あん堵どする瑞芳の腕の中で桃乙が目を覚ます。

「おはよう」

『おはようございます。せんせい、ふわふわのねどこ作ってくれてありがとう』

「桃乙だけで寝るのは寂さびしかったかな」

『ウウン、だいじょうぶ。でも、父上がこっちこいって、言ってくれたんだー』

「獅燎が？　そうだったのか……」

　桃乙は目をしょぼしょぼさせながら、とても嬉うれしそうに教えてくれる。その言葉にほんの少しだけ驚おどろいた瑞芳は、無防備な寝ね顔がおをしている霊れい獣じゆうを見つめた。

　荒あら々あらしくて恐おそろしいかと思えば、喉を鳴らしたりもする。無む理り強じいをしなかったし、自分たちのところへ桃乙を呼ぶ優しさもある。この蒼獅子はなかなかつかみどころがない。

　瑞芳と一緒に寝顔をのぞき込んでいた桃乙の腹が、ぐー、と鳴った。

「よし、桃乙、顔を洗って朝食にしよう」

『ウン。おにく……あと、やさい』

「そうそう、野菜もな」

　昨日は霊獣の姿で見ていただけの桃乙だが、今朝はすぐ子供に変容した。炊すい事じ場ばで粥かゆを炊たく瑞芳に訊たずねてくる。

「おにくとやさいは、いつもどこに置いてるの？」

「燻くん製せいさせた肉は、そこの机の上にある壺つぼに保存してるよ。野菜は扉とびらの近くの籠かごだ」

「取ってもいい？」

「いいよ。肉は桃乙が食べる分だけ皿に取っておいで。野菜は、人にん参じんと葱ねぎを頼たのむよ」

「はいっ」

　そうして桃乙はみずから準備を手伝うようになった。瑞芳は野菜の汁しる物ものを作り、彼に茹ゆで卵を託たくす。

「ゆでたまご、先生が作るのみたいに、ほくほくにするんだ」

「ふふ……、楽しみだな」

　意気込む桃乙は台の上に立ち、鍋なべの中で揺ゆれる卵を、尻尾しつぽをぴーんと張って真しん剣けんに見つめていた。

　円えん卓たくに料理や食器を並べ終えても、獅燎は起きてこなかった。昨夜の苦しみかたを見れば、無理やり起こすのは憚はばかられる。先に二人で朝食をとることにした。

「獅燎はいつごろ起きるかな。彼の分を取っておかないと……」

「たぶん夜までねてる」

「えっ。夜までって、ずっとか？」

「ウン。父上はときどき苦しそうにするよ。妖よう魔まをやっつけすぎて。そんなときは、ずーっとねるの。そしたらまたすごく強くなって、もっとたくさんの妖魔をやっつけるんだよ」

　桃乙はふわふわの耳をせわしなく動かしながら、身み振ぶり手振りを加えて、父親がどれほど強いかを誇ほこらしげに話した。

　その言葉から、昨夜と同じことが日常的に起きているとわかる。妖魔を多く討うつことで獅燎自身が苦しくなるとは、どういうことなのだろうか。

　訊ききすぎると桃乙に余計な不安を抱いだかせてしまう。それは絶対に嫌いやだった。

　──夜までとはいうが、腹も減るし夕方には目を覚ますだろう……。

　瑞芳は直接訊ねるため、獅燎が起きてくるのを待った。










　しかし獅燎は本当に目を覚まさない。

　塾じゆくを開く前と夕食をとる前の二度、桃乙と一いつ緒しよに様子を見に行った。寝ね相ぞうは変わっているが、いっこうに起きる気配がない。そばに置いた水も減っていない。二度目など、おどけた桃乙が「父上ーっ、ごはんだよ！」と言って、柔らかな腹の被毛に、まふっと埋まったのだが、まったく反応がなかった。

「死んだように眠ねむるとは、このことをいうのだね」

「ウン。でもさっき、『んごー』っていびきしたから、だいじょうぶ。生きてる」

　夕食をとって風ふ呂ろに入り、桃乙が寝た今も、獅燎は眠りつづけている。

　瑞芳は自室で調べものをしていた。神しん仙せんや霊獣に関する書しよ籍せきは多く出されているが、妖魔についての資料はない。自分で作った記録書だけが頼たよりだった。

「睡すい眠みんをうながす体液を噴ふん射しやする妖魔でもいたか？　それを浴びてしまったとか」

　獅燎の眠りかたが気になって調べはじめたのだが、それらしき妖魔は見あたらない。ぶつぶつ言いながら記録書をめくっていると、風もないのに燭しよく台だいの火がゆらりと揺れた。

「やっと起きたか……」

　開けたままにしておいた自室の扉の先に、蒼獅子が立っている。

　警けい戒かいせずに話しかけられたのは、獅燎が比ひ較かく的てき穏おだやかな雰ふん囲い気きを纏まとっているからだった。

　苦痛の表情は完全に消え、もちろん襲おそいかかってくる気配もない。昨夜のことが噓うそみたいだった。ほぼ一日寝ていたのに、まだ大きなあくびをしている。

「夕食を残しておいた。食べるならすぐに準備するよ」

『人間の食しよく糧りようなど食わん。おれの主食は妖魔だ。あと、おまえの精もな』

　瑞芳をからかう余よ裕ゆうまで見せてくる。むっとしながら一歩うしろへ下がると、笑って庭のほうへ歩いて行った。慌あわててあとを追いかける。

「どこへ行くんだ？　食事に……妖魔を狩かりに？」

『ああ。おまえも来るか？　妖魔を調べたいのだろう。襲われることなく間近で見せてやる』

　今は妖魔のことより、獅燎が昨夜のように苦しむ原因を知りたかった。

　妖魔を多く狩ると苦痛に苛さいなまれるのはなぜなのか、それをここで訊ねたところで、彼はなにも説明してくれないと思う。妖魔観察と称しようしてついていき、狩りの様子を自分の目で見たほうが早い。

「………」

　瑞芳は懐ふところに手をあて、飾かざり紐ひもの存在を確かめる。

　瑞芳が妖魔の観察へ行きたいときは、必ず炬ジユ仁レンと行くこと──それは炬仁が作った決めごとだった。

　彼を喪うしなってからの数年は、妖魔の潜ひそむ場所に近づくことさえできなかった。二十歳はたちを過ぎたころからようやく一人で妖魔観察を再開したが、やはりあの夜を思い出してしまう。窮奇が出るかもしれないという恐きよう怖ふもあり、すぐに帰る日が多かった。この半年は討とう伐ばつ隊に召しよう集しゆうされて妖魔に関かかわってきたが、それは観察とは違ちがう。こうして炬仁以外の誰だれかと妖魔を見に行くのは初めてのことだった。

　妖魔に近づけるという獅燎の言葉には魅み力りよくを感じる。しかし炬仁以外の誰かと行動をともにする日が来ようとは、本当に思いもしていなかった──返事もせずに考え込んでいると、獅燎が飛行するために四し肢しを曲げる。瑞芳は焦あせって手を伸のばした。

「ま、待ってくれ、行くよ、ついていかせてくれ」

『それならさっさと乗れ。おれは腹が減ってるんだ』

「うわ……」

　獅燎は瑞芳を背に乗せると大地を蹴けった。次の瞬しゆん間かんには夜空の高いところを素す晴ばらしい速さで駆かける。豊かな鬣たてがみと、四肢の獣じゆう毛もうが炎ほのおのように揺らめいていた。

　眼下にある村や畑がとても小さく見える。風景がどんどん流れていく。人間に霊れい獣じゆうが見つけられない理由がよくわかった。手を伸ばせば星々に触ふれられそうだが、風が物もの凄すごく強い。あやうく飛ばされかけて鬣にしがみつく。

　獅燎が降り立ったのは、瑞芳が初めて来る土地だった。木々が鬱うつ蒼そうと茂しげっていて、いかにも妖魔が棲せい息そくしていそうな場所だ。広葉樹が密集しているため月と星の光は届かない。瑞芳は提ちよう灯ちんや蠟ろう燭そくを持っていなかった。

　獅燎の背からおろされる。果てのない暗くら闇やみだけがあって、ぞくりとした。

　一点の光もない場所は、炬仁を喪った夜を思い起こさせる。妖魔たちは怖こわくないが窮奇だけは恐ろしい。急に心細くなる。やはり来ないほうがよかっただろうか。

「シ、獅シー燎リヤオ！　どこだ？　なにも見えなくて」

　ざっ、ざっ、と離はなれていく蒼獅子の足音が聞こえて、思わず声をあげてしまった。

　足音が止まり、『あ？』と不ふ機き嫌げんな声がする。空腹で苛いら立だっているのだろう。

　早く暗闇に目が慣れてほしい。焦る瑞芳の顔に、もふ、と柔やわらかなものがぶつかってくる。

「わ、ぷ」

『人間ってのは不便な生き物だな。──持ってろ。勝手にはぐれて妖魔に食われても文句は聞かないからな』

　獅燎は、自分がかつて人間であったことまで忘ぼう却きやくしたような言いかたをする。今は霊獣だから当然なのかもしれないが、瑞芳はそれが少し寂さびしい。

　かなり不機嫌な獅燎が、それでも『持ってろ』と言ってくれたのは自身の尻尾だった。

「ありがとう。とても助かる……」

　長くてふわふわのそれを握にぎった途と端たん、心細さが消えた。驚おどろくことに、眼前に迫せまる暗闇もいっさい怖くなくなった。それだけではない、もっと不思議なことがある。

　獅燎の尻尾を持つ瑞芳は、過去にこれとまったく同じ感覚を何度も得ていた。

「──炬ジユ仁レン？」

　唇くちびるが勝手に動いた。それに驚いて足がふらつく。ふらついたのを感じた獅燎は立ち止まり、そのあと振ふり返ったみたいだった。

『ジュレン？　誰だそいつは』

「あっ、すまない、なんでもないよ」

　焦って返事をする。瑞芳の足元を確かく認にんした獅燎がふたたび歩きだした。胸が高鳴っているのは焦りからではない。戸と惑まどいと、あとはよくわからない感情がある。

　獅燎の尻尾を持って歩くこの感覚は、炬仁と手をつないで歩いているときとまったく同じものだった。

　妖魔観察の夜、炬仁は瑞芳の手を取って一歩先を歩いてくれた。瑞芳が足元をもたつかせるたび、立ち止まって待ってくれるところなど寸分の違いもなくて、少し怖くなる。

　不思議でしかたない。どくどくと高鳴る胸がうるさかった。

『見つけた。──十七匹ひきか。少ないが、まあいい』

「ぉ、ふっ」

　瑞芳の動どう揺ようなど知る由よしもない獅燎が急に立ち止まったので、硬かたい臀でん部ぶに体当たりしてしまった。だんだんと目が慣れてきて、そばにある立派な鬣や綺き麗れいな獣毛が見えてくる。

　獅燎は大きな茂みに身を隠かくすように座った。瑞芳も隣となりにしゃがんで、茂みの向こうに目を凝こらす。闇やみに慣れた目に、黒く蠢うごめく塊かたまりが映った。

「妖よう魔まがいるね。臭しゆう気きも強くなった」

『今のうちによく観察しとけよ。みんな食うからな』

「えっ。あれを全部食べるのか？　ちと多くないだろうか」

『おれは一日なにも食ってなくてめちゃくちゃ腹が減ってる。あれでも足りんくらいだ』

　十数匹いると思われる妖魔は、くっついたり離れたり、伸びたり縮んだりを繰くり返す。

　動きに法則はない。なんの考えもなく、ただ蠢いているだけだ。昔からなのだが、瑞芳にはそれが戯たわむれているように見える。キシキシという気味の悪い音も、ささやき合って笑っているみたいに聞こえた。

　しかし妖魔には、人間のころに持っていた喜びや楽しみや誰かを思いやる心はない。彼らを動かしているのは怨おん念ねんや憎ぞう悪お、そして飢き餓がだった。

　望んで妖魔に成る人間など一人もいない。強い恨うらみ、怪け我がや病びよう魔まに侵おかされた苦痛、殺害されるという理り不ふ尽じんさ、深い悲しみや痛み──それらを抱かかえて死んでいった人間が泰タイ山シヤンへの道を見失い、妖魔に成り果てる。

「食べ尽つくされてしまうのは、可哀かわい想そうだな……」

　妖魔をそのように見る者は瑞芳しかいなかった。少年のころの瑞芳が、家族や周囲の人間から不気味がられ厭いとわれた理由はここにある。

　でも、炬仁だけは瑞芳の考えを理解してくれた。

　妖魔たちが常に飢うえているのは、身のうちに大きな虚うろがあるからだと考える。決して埋うまらない虚を埋めたくて、妖魔たちは人間や家か畜ちくを食べつづける。妖魔の餌え食じきになった者の大半がそれを嘆なげき、恨んで、また妖魔になってしまう。

　悲しい連れん鎖さをどこかで断たち切りたかった。完全に無くすことはできなくても、激増に歯止めをかける手立てはきっとある。虚を抱えて現うつし世をさまよいつづける彼らを、滅めつするのではなく無事に泰山へ送りたい。その考えを理解してくれたのは炬仁だけだった。

　いつか瑞芳は方法を見つけ、その方法を使って炬仁が泰山に送る。炬仁を亡なくした今も、交かわした誓ちかいは諦あきらめていない。

「炬仁……不思議だな」

　今夜はやけに鮮せん明めいに思い出す。否いな、まるで炬仁がここにいるようだった。

　炬仁がいれば暗闇は怖くない。妖魔は恐おそろしくない。手をつないで森や沼ぬま地ちを歩き、二人で茂みに隠れ、妖魔を観察して──。

「本当に、あのときとまったく同じだ……。どうしてだろうね、炬仁──」

『なんだおまえ。さっきからジュレン、ジュレンって』

「………。すまない。気にしないでくれ」

　姿の見えない炬仁に語りかけてしまうのは瑞芳の癖くせだった。

　炬仁を思い出しすぎている。獅燎の強い視線を感じる。今にも始まりそうな彼の狩かりに集中すべきなのに、追つい憶おくがやめられない。

　あのころはなにも怖くなかった。自分のせいで炬仁が亡くなるなんて思わなかった。

　そのようなこと考えられるはずがない。炬仁は本当に強かった。二人でいることがただ楽しくて幸せで、これがずっとつづくのだと信じて疑わなかったのに。

『その炬仁とかいう奴やつ、おまえが大事にしてるあの紐ひもの主だろ。違うか？』

「な、っ……!?」

　突とつ如じよ、発せられた獅燎の言葉に、思い出していたことがすべて吹ふき飛んだ。あまりにも驚いて、うしろに尻しりをついてしまう。獅燎には、瑞芳が顔を真っ赤にしているのが暗闇の中でもはっきり見えているのだろう。

『わかりやすい奴』

　くくっ、と蒼獅子が嗤わらう。激しく動揺しているせいでなにも言い返せない。頰ほおを赤らめる必要などないのに、そうなっている己おのれが情けなかった。獅燎は狩りの体勢に入りながら、なおも瑞芳を煽あおってくる。

『あんな頼たよりないものを肌はだ身み離はなさず持ち歩いてるってことは、炬仁って奴はもうおまえの近くにいないんだろ？　余所よそに連れ合いでもできたか？　現し世から去ったか』

「無礼だろうっ、言っていいことと悪いことが──」

　踏ふみ込まれたくないところにまで獅燎が入ってくる。怒いかりに任せて発した言葉は最後まで言えなかった。狩りの体勢に入っていた獅燎は飛び出していくと思ったのに、そうはしないで間近に顔を寄せてくる。

　熱くなった頰を舌先で舐なめられて、低い声でささやかれた。

『紐だけ残して消えた奴など忘れろ。おれにしとけ』

「──!!」

　揶や揄ゆと本気の混ざった声が耳じ孔こうの奥まで入ってくる。ぞくっと肌はだが粟あわ立だつ。

　瑞芳は心を搔かき乱され、いよいよ混乱に陥おちいった。どうして獅燎が炬仁みたいなことを言うのだろう。

『瑞芳。おれだけにしとけ。これから先もずっと』──十二年前、炬仁はそう言って、唇を重ねてきた。瑞芳はなにもわからないままそれを受け入れる。十四歳の心に宿っていたものが、兄のような存在への憧どう憬けいなのか、炬仁という人への恋れん慕ぼなのか、わからなかった。

　でも今はよくわかっている。わかるほどに悲ひ哀あいも後こう悔かいも強くなる。炬仁の言葉は簡単に伝えられるものではない。十七歳の彼にはきっと勇気が必要だった。そして今の瑞芳なら、「炬仁だけだ」と迷いなく返事をするのに。

　炬仁がくれた大切な言葉を、ほかの誰だれかから聞くなんて思いもしなかった。

　本当に、嫌いやになる──この蒼獅子は、なぜ瑞芳にこんなにも強く炬仁を思い起こさせるのだろう。

『今おまえのそばにいるのは炬仁じゃない。瑞芳を守ってるのは、おれだ』

「なに、を、言う……」

　瑞芳を驚きよう愕がくと混乱の渦うずに突つき落として、獅燎は今度こそ狩りのために飛び出していった。

　間かん髪はつを容いれず奇き声せいが聞こえてくる。妖魔たちが青い火か焰えんに炙あぶられたように見えた。獅燎は牙きばで嚙かみ砕くだき、獣じゆう毛もうを纏まとう太い四し肢しで押し潰つぶし、一いつ瞬しゆんで九匹もの妖魔を狩った。

　深い暗くら闇やみの中にあっても輝かがやく鬣たてがみと、青磁色の被ひ毛もうの下でしなやかに動く筋肉。蒼獅子の強く美しいさまに不覚にも目を奪うばわれてしまう。しかしそれをきっかけにして混乱から抜ぬけ出せた。今夜ここまでついてきた目的を思い出す。

　妖魔を討うつほどに獅燎自身が苦しくなる原因は──心の奥に踏み入ってこられたことも、瑞芳を惑まどわす言葉も無理やり忘れて、獅燎の狩りに集中する。

　特に変わった様子は見られない。しいて言うなら、いきなり妖魔を食べたことだろうか。

　普ふ通つうはすべての獲え物ものを仕留めてから食事をする。だが獅燎は生きている妖魔を放ほうって、最初に討ったものを食べはじめた。言っていた通り相当な空腹なのだろう。

　骨まで咀そ嚼しやくする痛々しい音が聞こえた。妖魔に食くらいつく霊れい獣じゆうが我を忘れているように見えて、ほんの少し不安になる。

「……獅燎!?」

　突如、ふたつめの死し骸がいを食べた獅燎が、グオォッ……と苦痛の咆ほう哮こうをあげた。驚おどろいた瑞芳は思わず立ち上がる。摂せつ取しゆするたび苦しそうに唸うなる獅燎は、それでも食べる行こう為いをやめない。

「なぜだ？　どうなってる？」

　妖魔を多く討つことは関係がなかった。獅燎は、討ったそれらを食べることによって苦痛を覚えている。でも原因や、獅燎が苦しみながらも咀嚼をつづける理由はわからない。わからないが、とにかく今すぐ止めたくなった。

　噓うそをつくのは憚はばかられる。しかしこれ以外に獅燎を呼ぶ方法が思いつかない。瑞芳は大声で叫さけんだ。

「た、助けてくれ獅燎！　妖魔が、こっちにも」

『なんだと？　そんなはずはないっ』

　声が届いても摂取をつづけるのなら、駆かけ寄ってでも止めるつもりだった。だが獅燎は即そく座ざに食べることをやめ、凄すさまじい疾しつ風ぷうを巻き起こして瑞芳のところへ戻もどってくる。

「あ……」

　被毛が触ふれるほど間近に立つ蒼獅子は、ひどく焦しよう燥そうしていた。真しん剣けんなまなざしを向け、匂においを嗅かいで、瑞芳の怪我の有う無むを確かめてくる。疾風の激しさからも、獅燎が本気で瑞芳を守ってくれていることがわかった。

『瑞芳を守ってるのは、おれだ』──軽い口ぶりに聞こえたそれは、本心からではないと思ったのに。噓をついたことが後ろめたく感じられた。

『妖よう魔まは？　どこにいる？』

「あ、いや……、すまない。獅燎の起こした風で逃にげていった……」

　ただでさえ噓をついたり騙だましたりが下手なのに、霊獣をごまかせるわけがなかった。

　狩りの最中の獅燎は興奮状態にある。噓だと気づいたのだろう、ぎらぎらと光る青い瞳ひとみで瑞芳を思いきり睨にらみつけ、食事に戻ろうとする。

『くだらないことをするなっ。おとなしくしとけ』

「待て、頼たのむからちょっと待ってくれ獅燎」

　その形相と怒ど号ごうは身み震ぶるいするほど恐ろしい。でも苦しませたくないという思いが勝まさった。

　勢いよく両手を広げて行く手を阻はばむ。阻んだつもりが、またふらつく。前方に転ぶようになり、蒼獅子のふわふわの鬣に両りよう腕うでと顔面を埋うずめてしまった。

「わっ、……ぷ」

『くそっ。あいつら逃げやがる──おい、瑞芳っ。おまえいったいなにがしたいんだっ？』

「いや……その、今夜は……妖魔は、やめておいたほうが」

　獲物を目の前に興奮する獅燎は、それでも獣毛に埋まる瑞芳を突き飛ばしたりはしない。

　しかしそのようなことを言い合っているあいだに、かさかさ……と音がして、妖魔たちは一いつ匹ぴき残らず姿を消してしまった。

『チッ！』

　しんと静まり返った森に、霊獣の舌打ちがびっくりするほど大きく響ひびき渡わたる。

　でもこれで獅燎は苦しまなくて済む。そう安あん堵どできたのは一瞬だった。

「あっ！　なにをするっ」

『ふざけるな。それはおれの台詞せりふだ』

　大きな身体からだに密着していた瑞芳は容易に押し倒たおされた。伸のしかかる獅燎が、今から食らう獲物の味を確かめるように首筋や鎖さ骨こつを舐めまわしてくる。

「ぅ、あ……、よせ……どいて、くれ」

　ぬるつく舌の大きさや熱さが、体液を搾さく取しゆされた瞬しゆん間かんを嫌でも思い起こさせる。手で蒼獅子の鼻先を押し退のけながら顔を逸そらした。獅燎はその手までねぶりだす。

『妖魔はやめとけと言ったのはおまえだろうが。精を出すってことだろ』

「そっ、そんなわけあるか、私はただ──」

『何度言えばわかる？　おれは一日なにも食ってない。腹が減ってるんだっ！』

　空腹による苛いら立だちが頂点に達したようで、本気で怒ど鳴なりつけられた。

　しかし瑞芳がびくっと身体を強こわ張ばらせると、獅燎も巨きよ軀くをわずかに揺ゆらし、青い瞳に宿している怒りを隠かくす。硬かたくなった瑞芳の身体をほぐすように、舌の動きを緩ゆるやかにしながらささやいてくる。

『昨夜ゆうべはおまえが妙みように怯おびえるから我が慢まんしてやったんだ。今は瑞芳がしかけてきたんだろ？　おれは妖魔を腹いっぱい食えば満足できた。それを邪じや魔ましたのはおまえだ。妖魔も食うな、精も出したくない……そんなことが通ると思うか？』

　瑞芳がこれ以上怯えないように、空腹と苛立ちを抑おさえながら言っている。そうわかると強く言い返せなくなった。でもこの状じよう況きようをどうにか回かい避ひしたくて唇くちびるを動かす。

「邪魔などしてないよ……私はただ、おまえさまが苦しそうに、するから……あ、っ」

　話を聞かない獅燎が下がっていく。太い前まえ脚あしで腿ももを押し開き、あいだに入ってくる。脚を閉じようとしたが、ふさふさの鬣に埋うまってしまっただけだった。獅燎は、あらわになった下帯を鼻先でぐりぐりといじってくる。

『この薄うすい布、取れよ』

「──っ！　そんなこと、するわけがないっ」

　拒きよ否ひしても、獅燎は下帯を無理やり取ろうとはしない。瑞芳の恐きよう怖ふを慰なぐさめるためなのか、無意識なのかはわからないが、しきりにごろごろと喉のどを鳴らす。

『なあ、おれがしたらまた破れるだろ……？』

　先ほどみたいに怒鳴られるほうが幾いく分ぶんましだった。怒りを抑えて優やさしさを見せてくる蒼獅子に少しずつ追い詰つめられていく。

　不ふ機き嫌げんながらも尻尾しつぽを取らせてくれたことや、瑞芳を守ろうとする真剣なまなざしを思い出してしまって、昨夜のように足あし蹴げにできない。大切な炬仁を悪く言われて腹が立った。それなのに、揶や揄ゆと本気の混ざった『おれにしとけ』という声に、腹立たしさを打ち消されてしまう。

『瑞芳？　できるだろう』

「く、……」

　獅燎が手を甘あま嚙がみしてくる。そのまま脚のあいだへ運ばれる。指先が下帯の結び目に触れた。

『腹が減ったな……』

　その声には抑えているはずの苛立ちが含ふくまれていた。これ以上抗あらがえば獅燎はふたたび怒おこりだすかもしれない。瑞芳を放って別の場所へ妖魔を狩かりに行く──鋭するどく光る青い瞳がそう伝えてくるようだった。

　置いて行かれるのは恐おそろしい。なにより妖魔を食べる獅燎を止められなくなる。それは嫌だという思いだけが指を動かす。

　震ふるえる指先に、獣けものの荒あらい息がぶつかってくる。瑞芳はかたくまぶたを閉じた。みずから下帯を取るのではない。端はしを、横に引くだけ──。

「あ、ぁ！　……ぅ、あぁっ」

　結び目がほどけて下帯がゆるむ。焦じれた獅燎が隙すき間まに舌をぬるりと入れてきて、下帯ごと激しくねぶってくる。　>>>♥

「あっ、あ」

　濡ぬれた布地と唾だ液えきにまみれた性器がくしゅくしゅとこすれ合う。そのいやらしい感かん触しよくにぞくぞくと肌はだが粟あわ立だった。まぶたを開いて見た瞬間に下帯が完全にほどけて、硬くなった茎くきが勢いよく弾はずみ出る。

「ひぁ、っ」

『おまえも出す気だったんだな。漏もれてきている』

「ちがうっ……、あぁ……」

　そう否定しても、大きな舌でこすられると恥はずかしいほどに透とう明めいの蜜みつがあふれてくる。

　どうしてかはわからないが嫌けん悪お感かんも薄くなっていた。でも、炬仁以外の者となんて絶対にいやだ──だから瑞芳は一昨夜と同じように無理やり己おのれに言い聞かせる。

『陰いん茎けいがびくびく跳はねてる。もう達いくだろう？』

「く、……ぅ」

　舌を使って屹きつ立りつをぬるぬると撫なでてくるのは霊れい獣じゆうではない。相手は姿を変えた炬仁だと、繰くり返し頭の中で彼の名を呼ぶ。

　それなのに、果てるときに出た声は自分でも信じられないものだった。

『気持ちよさそうだ。ほら、出せよ』

「はっ……、あ、ぅ……！　獅、燎っ──」

　頭と心の中にある名とは裏腹に、霊獣の名を呼びながらその舌に体液を漏らしていく。嫌悪感より強い快感が身体を巡めぐって、揺れる腰こしを止められない。

「あっ、あ──いや、だ……どうして」

『いやらしい腰つきだな。ずいぶんといい声で誘さそってくる……』

「誘って、る、わけがないっ──あっ？　なにを」

　放出したばかりで力の入らない身体が軽々と返される。うつ伏ぶせにされ、そのまま四つん這ばいにされた。

　腹を満たすための行こう為いなのに、どうしてか獅燎は興奮に息を乱している。うしろから重なるように立たれると、萎なえた茎と薄い腹が、ぐうっと押し上げられる感覚があった。

「な、に？　──ひぃ……！」

　身体じゅうに戦せん慄りつが走る。獣の交こう尾びのような体勢で脚のあいだに差し込まれた獅燎の性器は、人間のものとは比べものにならないほどの大きさと質量があった。

　長大なそれは、びゅっ、びゅうっと絶え間なく先走りを放つ。熱い体液がかけられ、強い獣の匂においに包まれた身体に汗あせが流れる。

「やっ、やめろ！　こんなのはおかしいっ……」

『勃たったのは瑞芳がいやらしいからだろう？　交尾したくてたまらないが我慢してやる。おれの陰茎を入れたらおまえの尻しりが壊こわれるからな。脚でやる。脚を閉じろ』

　逃にげる隙すきなどどこにもない。無理やり脚を閉じられた。そこに挟はさまった獣の太い陰茎が、激しい前後を繰り返す。濡れた摩ま擦さつで股また座ぐらがみるみる熱くなっていく。

「あ、ぁ……これは、だめだ……いや」

『そう怯えるな……痛くないだろ？　怖こわくもしない』

「うっ……、うぅ」

　獅燎はひどく興奮しながらも乱暴にはしてこない。頰ほおを伝う汗を舐なめ取ってくる。ごろごろと喉の鳴る音が聞こえる。それを聞くと恐怖が薄くなる自分が嫌いやだった。獅燎は瑞芳を慰めながら腰を激しく打ちつけてくる。

「あっ、あっ、獅燎……」

『く、っ──』

　蒼獅子の巨軀がぶるっと震えた。びしゃびしゃと音を立てて、信じられないほどの多量の精液が瑞芳の腹や草くさ叢むらを濡らしていく。

『ふ、……おまえの中に出すのはさぞ気持ちいいんだろうな……、──くそ、っ』

「あぁっ、だめだ、もう──」

　挿そう入にゆうできないせいなのか、獅燎は数回の射精をしてもまた陰茎を硬くする。ただの食事のはずだったのに、いつなにをまちがったのか、瑞芳にはもうわからなかった。

「獅燎、だめ……」

　身体じゅうが蒼獅子の体液にまみれて重くなる。強きよう烈れつな眠ねむ気けがやってくる。それでも、くったりとした身体からだが解放されることはない。獅燎の興奮を治めるための激しい行為は夜すがらつづけられた。







　　　　５







　霊獣二頭と人間一人の共同生活はいつ終わるとも知れない。ただ静かだった瑞ルイ芳フアンの暮らしには、今は賑にぎやかさと戸と惑まどいと不思議がある。

　いつ終わるかわからないのは、獅シー燎リヤオの行動が予測しにくいからだった。

　昼間はほとんど姿を見せず、深夜になるとあらわれる。苦痛に耐たえて長く眠ねむるときもあれば、妖よう魔まの狩りに同行させてくれるときもある。油断していたら空腹だと言って体液を求められ、獅燎が興奮しだすとそれに付き合わされた。瑞芳が最大限の警けい戒かいをすると獅燎は笑い、話をして眠るだけの夜もあった。

　畑を耕し、子供たちに学問を教え、妖魔について調べる。瑞芳の暮らしの基もとはなにも変わらないけれど、言葉であらわせない不思議な感覚が増えていく。

　獅燎が屋や敷しきにいる夜は特にそうだった。

　なぜか──炬ジユ仁レンと過ごしている錯さつ覚かくに陥おちいるときがあり、瑞芳はたびたび混乱させられた。

　獣に口こう淫いんされて射精するという背徳的な行為を、瑞芳は絶対に受け入れられない。それでも空腹を訴うつたえてくる獅燎から逃げきれなくなったのは、霊獣の青い瞳ひとみの奥に炬仁の幻げん影えいを見るようになったからだった。

　相手は姿を変えた炬仁だ、だから大だい丈じよう夫ぶ──最初は耐えるためだけに無理やり言い聞かせていた言葉を、心の中で唱えなくなっても、おのずと獅燎と炬仁が重なる。そんなはずがないのにと、瑞芳は激しい戸惑いと羞しゆう恥ちに悩なやまされながら精を放つようになった。

　瑞芳が必死で放出しても獅燎は文句を言う。『精が薄うすくなった』「なってない」『これだけ頻ひん繁ぱんに出せば薄くもなるか……』「知らんっ。なってないと言ってる」などという情けない言い合いは、瑞芳は本気で怒おこっているのに獅燎が堪こらえきれずに笑って終わりになった。

　獅燎とのあいだで繰り返されるこのやりとりは、炬仁との思い出に一いつ致ちする。

　幼いころの炬仁と瑞芳は戯たわむれの言い合いを毎日のようにしていた。炬仁が我が慢まんできずに笑って終わるところなど、まったく同じだった。二人にしかわからない些さ細さいな遊びだが、だからこそ偶ぐう然ぜんと思えなくなる。

　そして、瑞芳の心を搔かき乱す『おれにしとけ』という言葉──。

　しかしそれらを誰だれかと分かち合うことも、誰かに確かく認にんしてもらうこともできない。獅燎と炬仁が重なるたび、瑞芳は混乱した果てに、ただの錯覚だと思うしかなかった。

　瑞芳に戸惑いばかり齎もたらす獅燎は、もちろん屋敷に戻もどらないときもある。

　その夜くらいはゆっくり過ごせるはずなのに、どうしてか気にかかった。

　自分の尻尾しつぽをくわえて眠る桃タオ乙イーを撫でながら考える。獅燎はまた妖魔を食べて苦しんでいるかもしれない。あるいは高等妖魔と争いになり、屋敷に戻れないほど疲ひ弊へいしているのかもしれない。疲弊ならまだいい、深手を負ってしまっていたらどうしよう──。

　飾かざり彫ぼりの設しつらえられた丸窓から月光が差し込む。淡あわい銀の光を眺ながめながら炬仁を思い出す時間が、少しずつ獅燎を心配する時間へと移ろっていく。

　だから獅燎が次の夜に姿を見せたときは安心できた。桃乙も『みんなで、ねる！』と喜び、捥もげるのではないかと心配になるくらい尻尾を振ふりまわす。

　丸くなった獅燎の身体に瑞芳が埋うまり、その腕うでの中で桃乙が眠る。団子のような格好がいつの間にか定着していた。獅燎と、すでに眠る桃乙は同時に尻尾を振ってあくびをし、喉のどを鳴らすという非常に器用なことをやってのける。

「うぅむ、やはり親子ではないかな」

『違ちがうな』

「一いつ緒しよに喉が鳴ったね」

『おれは喉を鳴らさない』

「いや、鳴ったはず……」

　かつて炬仁としていた戯れの言い合いを獅燎としながら、瑞芳はまぶたを閉じる。

　柔やわらかな青磁色の被ひ毛もうに包まれて眠ると、炬仁を喪うしなった悪夢を見ないでいられるから不思議だった。ふわふわでありながら力強くもある獅燎と桃乙の獣じゆう毛もうに、たしかな安らぎを覚える。

　しかし同時に寂さびしくもなった。

　霊れい獣じゆうは、死後も現うつし世に強い未練を残す人間の魂たましいが成る。獅燎や桃乙は、誰を思いながら長い苦痛と恐きよう怖ふを耐え抜ぬいて霊獣に成ったのだろう。

　──柔らかくて美しい被毛に触ふれているのは、その人々のはずだったのに。

　霊獣たちが仙せん桃とうの中で闘たたかう百年のうちに、彼らの大切な人々はおそらく亡なくなってしまっている。瑞芳にはわかる、霊獣が現し世に遺のこした人たちは、生前の彼らのことを毎日のように想おもいながら天てん寿じゆを全まつとうしたに違いない。

　百年の苦痛を耐えて転生を果たしても、かつての妻や恋こい人びと、家族は現し世を去っている──霊獣が背負う宿命はあまりにも酷こくだった。それでも瑞芳は、霊獣たちの記き憶おくを取り戻したい。大切な人たちはもういないかもしれないけれど、霊獣が誰のために転生したのかを思い出し、その人と一緒に過ごした地へ帰るくらいは許されてもいいはずだ。

　思い浮うかんでは軽けい率そつだと打ち消してきた望みが、また心の中にあらわれる。

　人間に神しん仙せんの力を覆くつがえすなど到とう底ていできない。そうわかっていても、どうしても方法を見つけたかった。

　妖魔を泰山へ送る方法を発見できたら、霊獣たちの記憶を取り戻す術すべもきっと見み出いだせる──炬仁との誓ちかいに新たな希望を加えた瑞芳は、獅燎と桃乙のふわふわをぎゅっと握にぎる。

　恐おそろしい夢は見ないとわかっているから、すぐに深い眠りに落ちていった。










『おい、おまえはこの茂しげみから出るな』

「あぁ……すまない」

　三日月の浮かぶ静かな夜、獅燎と瑞芳は竹林の真ん中にいた。

　今は茂みに身を隠かくしている。炬仁との誓いに新たな望みを加えた瑞芳は、意気込んで妖魔の狩かりについてきた。

　数日前は新月だったが、久々に妖魔討とう伐ばつ隊からの召しよう集しゆうを免まぬかれた。理由は、襲しゆう来らいする妖魔の数が減ったため──獅燎が多くを狩ってくれたからだった。

　一言で減ったと言っても、その数はおそらく数千を超こえる。満月から新月までは約二週間、それだけの日数で数千の妖魔を討うてる人間は絶対にいない。神格を得た獣けもの・蒼ツアン獅シー子ズーだからこそ為なせる業わざだった。

　その蒼獅子が着物の衿えりをくわえてくる。ずり、とうしろに下げられた。

『茂みから出るなと言ってるだろうが。なんだ、妙みように張り切って』

　獅燎が進んで妖魔の狩りに連れ出してくれたのは二、三度だけだった。それ以降は頼たのまなければ同行させてもらえず、今夜に至ってはどうしてか相当渋しぶられた。ようやく同行できた機会を活かしたくて、瑞芳はさらに頼み込む。

「今夜はなんとなく、新しいことが知れる気がして……あと少し、近くに寄れないかな」

『ここも相当近いぞ？　これ以上近づいたらおまえが食われる。絶対に出るなよ』

　瑞芳に念押しをすると、ひゅっ、と夜風を切って、獅燎は妖魔の群れに飛び込んでいった。

　無理やりついてきたうえに迷めい惑わくをかけるわけにはいかないので、座ったまま茂みから目を凝こらす。

　獅燎の狩りは変わらず鮮あざやかだった。三十匹ぴき以い上じよういる妖魔の胴どうや頭部に食くらいつき、次々と仕留めていく。飛んで行こうとする妖魔も絶対に逃のがさない。空を駆かけ上がるとき、獅燎は青い火か焰えんのようになる。その瞬しゆん間かんが、瑞芳はとても好きだった。

　やはりあと少し近くで見たい。無意識に立ち上がりかけたとき、背後から、しゃん、という美しい音がした。

　ただならぬ気配に、ぞわりと毛が逆立つ。

「っ……？」

　妖魔ではない。もしそうなら瑞芳より早く獅燎が気づく。

　振り返ったそこに佇たたずむ霊獣に、瑞芳は声をあげてしまった。

「あ、っ……白バイ麒チー麟リン!?」

『請チン安アン静ジン──』

　お静かに、と言うその声は、金こん剛ごう石せきが触れ合うみたいに美しく透すき通っていた。

　ひどく慌あわててしまった瑞芳は自分の手で口を押さえる。

「………」

　獅燎と桃乙のおかげで霊獣には少し慣れたと思っていたが、その雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされてしまった。同じ霊獣でも、蒼獅子とはまた別の神こう々ごうしさを纏まとっている。

　儚はかない三日月の光を受けて、緩ゆるやかな癖くせのある毛並みは白銀に輝かがやいていた。賢さかしげな貌かおと、美しい曲線を描えがく角。長いまつげの合間からは翡ひ翠すい色の瞳ひとみが見え、すらりとした首と四し肢しには黄金でできた瓔よう珞らくが揺ゆれる。

　玉ユウ皇フアン大ダア帝デイと西シー王ワン母ムーのみを乗せて天空を駆けるという〝白銀の玉座〟白麒麟──その佇まいは物静かで気品があり、自分から近づくのは憚はばかられた。

　黙だまって見つめるだけしかできない瑞芳のところへ、しゃん、しゃん、と清らかな音を奏かなでて白麒麟が近づいてくる。そうして金の轡くつわを含ふくんだ口をゆっくりと動かした。

『摂せつ取しゆは、よくない。討ち、または還かえす』

「還す、とは……妖よう魔まは、摂取してはいけないのですか？」

　瑞芳は貴重な言葉を忘れないために繰くり返す。その意味をどうにか理解しようとした。

　白麒麟は、屈かがんでいる瑞芳の隣となりで首を下げる。目線の高さを合わせて、茂みの向こうを見つめた。

『よう見なさい。長らく妖魔を見てきた瑞芳なら、わかるはず』

　名を呼ばれ、どきりとする。ほかの霊獣たちも瑞芳のことを知っているというのは、噓うそではないようだった。

　白麒麟にうながされ、ふたたび獅燎を見る。生きている妖魔はもういなかった。それらを躍やつ起きになって食べているように見えて、今すぐ止めたくなる。

「あれは、なんだ……？」

　獅燎の鋭するどい牙きばが妖魔を引き裂さく。そのとき首筋から青黒く光る塊かたまりが出てきた。

　それは木き苺いちごよりも小さなものだ。離はなれた場所からでは、注視しなければ確実に見落とす。

　触れてもいないのに、不思議とわかる。瑞芳が初めて見た青黒い宝ほう珠じゆのようなものは、小さいのにとてつもない重量をしていた。

「まさか、……妖魔の魂？」

　重たいのは、凄すさまじい怨おん念ねんや憎ぞう悪おが固められた妖魔の中ちゆう枢すうだからだろう。

　ずっと妖魔を見てきたのになぜ今まで気づけなかったのか、その理由はすぐにわかった。

　ただでさえ小さくて見つけにくい塊は、妖魔の心臓部分ではなく首筋に埋うまっている。

　心臓や胴を狙ねらって斬きっても見つけることはできない。加えて、獅燎が触れているうちは青黒く光っているが、離れた途と端たんに夜の闇やみと見分けがつかないほど真っ黒になった。つまり霊獣がいなくては、人間だけではほぼ見つけられないということだ。

「あっ、獅燎、また」

　獅燎の唸うなり声が聞こえてきた。これ以上、苦しみながら躍起になって食べる姿を見ていたくない。生きている妖魔はいないから、茂みに隠れている必要もなくなった。

「白麒麟どの、今こ宵よいわざわざ足を運んでくださり、ありがとうございます」

　獅燎に駆け寄る前に、白麒麟に礼を尽つくす。瑞芳は両りよう膝ひざをついて深く頭こうべを垂れた。白麒麟の導きがなければ、おそらくこの先も妖魔の魂のありかに気づけていない。

　顔を上げ、そっと手を伸のばすと、白麒麟は鬣たてがみを撫なでさせてくれた。

　それは絹糸のように美しく、しっとりと手に馴な染じむ。白銀の獣じゆう毛もうと翡翠色の瞳。煌きらめく黄金の瓔珞。夢のように綺き麗れいな彼が、百年の苦痛の果てに記憶を失なくしたとは思いたくなかった。

「おまえさまも記憶がないのですか。大切なもののために、百年も苦しんだというのに」

『かつては』

「えっ……？」

　白麒麟の短い言葉に、瑞芳の心臓がどくんと跳はねる。

　かつては、記憶がなかった。ということは、今は──。

「も、もしかして……今は、生前の記憶を持っておられるのでしょうか？」

『是シイ的ダ。我らは記憶の蘇そ生せいが叶かなう』

　驚きよう愕がくの針が振ふりきれて、一いつ瞬しゆん、時が止まったかと錯さつ覚かくした。

　記憶の蘇生──瑞芳の中で切望と化しつつあるそれが現実になる。衝しよう撃げきと喜びで、自分でも驚おどろくほどの大きな声が出た。

「お願いです、白麒麟どのっ、どうかお教えください！　それはどのように──」

　そのとき一いち陣じんの疾しつ風ぷうが吹ふく。周囲の竹が撓しなり、夥おびただしい竹葉が舞まう。屈んでいる瑞芳まで倒たおれ込んでしまった。

「うわっ……獅燎！」

　目の前に、炎ほのおのような獣毛を纏う蒼獅子の前まえ脚あしがある。いつもは見えない爪つめが剝むき出しになっている。獅燎は倒れた瑞芳を囲うようにして立ち、ガゥッ、ガァゥ！　と猛もう烈れつな咆ほう哮こうを白麒麟に浴びせかけた。腹に響ひびく凄まじい重低音に思わずまぶたを閉じる。

　しゃんっ、と瓔珞の激しく揺れる音が聞こえて目を開けた。軽かろやかに跳ねた白麒麟が竹林の合間へ消えていく。

「あ……」

　その光景は瑞芳をひどく落ち込ませた。白麒麟にもっと多くのことを訊たずねたかったのに。

　妖魔にすらあのような吠ほえかたをしないのに、なぜなんだと腹立たしくなってくる。うつ伏ぶせになっている瑞芳は、上体だけを捩ねじじって獅燎を睨にらみつけた。

「なんてことをする。同じ霊れい獣じゆう、数少ない大切な仲間ではないか」

『うるさいっ。おまえ、おれに餌え付づけしておきながら、よくもあいつと……！』

「え？」

　獅燎が、なんだかおかしい。眉み間けんに深い皺しわを刻む様子は苦しそうではあるが、つい今までの妖魔を食べているときの苦しさとは少し違ちがうみたいだった。

　四肢を折って伸のしかかってくる。もこもこの巨きよ軀くで圧をかけられて、「おふっ」という奇き妙みような声が漏もれてしまった。苦しんでいるのではなく怒おこっているらしい獅燎は、なおも唸りながら瑞芳を罵ののしってくる。

『黙って見ていればへらへらと……白麒麟の奴やつに触さわっていたな？　ほかの霊獣と浮うわ気きさせるために連れてきたのではない！』

「へ？　な、なにを言ってるんだ？」

　浮気などという、霊獣にはまるで縁えんのない世せ俗ぞく的な言葉が出てきてびっくりしてしまった。

　前脚で肩かたを押され、仰あお向むけにされる。被ひ毛もうに包まれた額を、ごりぃっと押しあててくる。

「う……、痛い、……おも、い」

『今夜は不快な気分になる予感がしてた。だから連れて来たくなかったんだ。無理やりついてきておきながら、よくもあのようなことを』

「迷惑をかけてしまったのなら本当にすまない。あの、獅燎、少しばかり落ち着いてはもらえないだろうか……」

『霊獣なら誰だれでもいいのかっ？　おれにしとけと言っただろ。返事は。返事しろっ』

「ま、待て獅燎、おまえさまはなにか思い違いを……、──痛いたーっ！」

　白麒麟を撫でた手に、がぶりと嚙かみつかれる。加減はされているので血は出ないが、それでもたまらなく痛かった。

　なおも不義だ浮気だと罵ってくる獅燎は、嚙みついてそこを舐なめるという、瑞芳には痛くて恥はずかしいだけの行こう為いを延々とつづける。ふわふわの被毛に抱いだかれているとは思えない感かん触しよくだった。

「あ、ぁ……いた、ぃ。……獅燎、頼たのむから、嚙むの、は……」

『駄だ目めだ。妖魔にも霊獣にもふらふら近づく奴には、身体じゅうにおれの痕あとをつけてやる』

　三日月が峰みねの向こうへ消えても、獅燎の謎なぞの仕置きは終わりを見せない。得られた多くの事こと柄がらについて獅燎と話がしたかったのに、結局ひとつも伝えることができなかった。
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　身体じゅうにつけられた嚙み痕が完全に消えたのは四日後のことだった。

　その日、高等官かん吏りから召しよう集しゆうを受けていた瑞ルイ芳フアンは、私し塾じゆくを終えたあとに皇都へ馬を走らせる。

　宮きゆう廷ていの一角にある執しつ務む室の、立派な椅い子すに座る官吏はずいぶん機き嫌げんがよさそうだった。

「久しぶりであるな、瑞芳。満月の夜以来かな」

「はい。先の新月の夜はいかがでしたか？　郊こう外がいのほうも、あまり出ませんでした」

「うむ、討とう伐ばつ隊のうち数名が負傷したが、まぁ、これまでの惨さん状じようからすればましというもの。まちがいなく妖よう魔まは激減した」

　官吏の機嫌のよさは理解できる。本当に、皇都と周辺の土地は酷ひどい荒あらされようだった。

　特にこの半年ほどは、満月と新月の夜は一いつ睡すいもできないという者が多くいただろう。討伐隊に召集される瑞芳は当然のこと、いつどこに出現するかわからない妖魔たちに、皆みな神経を尖とがらせていた。

　しかし先の新月の夜は召集を免まぬかれ、屋や敷しきで眠ねむることもできた。人々が妖魔襲しゆう来らいの恐きよう怖ふから解放されていることは、皇都が纏まとう華はなやかな空気から充じゆう分ぶんに伝わってくる。

　官吏は椅子から立ち上がり、丸い腹を揺ゆらして言った。

「本日そなたを召集したのは、陛下より御ご命めい令れいが下ったからだ。妖魔が激減した原因を調査し、報告せよ、と」

「それは……」

「ん？　すでに原因を把は握あくしておるのか？」

「いえ」

　瑞芳はとっさに返事をする。妖魔が減ったのは獅シー燎リヤオの力にほかならない。しかし、霊獣が妖魔を狩かってくれているからだとは言えなかった。

　ほかにもっともらしい原因も考えつかない。頭を悩なやませる瑞芳をよそに、官吏は鼻息を荒あらくする。

「期間は五日間だ。それまでに原因がわかればいつでも報告に来い。頼んだぞ。妖魔討伐隊はそなたの調査報告を基もとに作戦を立て、次の満月の夜までに妖魔殲せん滅めつを目指すのである！」

「承知しました」

　人間に悲しみや憎ぞう悪おという感情がある以上、妖魔の殲滅など永遠にできない。しかし官吏の勢いに完全に吞のまれてしまった瑞芳は、力なく返事をして宮廷をあとにした。馬に乗って皇都の大正門へ向かう。

　陽ひはおおかた沈しずみ、幾いくつかの星が輝かがやきはじめていた。

　空から茜あかね色いろが消えるころ、夥しい数の灯とう籠ろうに火が入れられる。

　藍あい色いろの空と紅あかい灯火が溶とけ合い、皇都は幻げん想そうの一色に染まる。

　本当は夜市に寄り、桃タオ乙イーに菓か子しや玩がん具ぐを買ってやりたかった。しかし、気落ちしている瑞芳は郊外へ向かってまっすぐ馬を進めてしまう。

　白バイ麒チー麟リンに会った夜を境に、獅燎とのあいだに隔へだたりが生まれてしまった。

　獅燎は、ただでさえ短かった屋敷の滞たい在ざい時間をさらに短くした。だからまともな会話ができていない。相当な量の妖魔を食べ、苦しみながら戻もどってきても瑞芳を寄せつけず、桃乙だけをそばに置いて眠る。夜明け前には当然のように姿を消していた。

　妖魔の狩りには二度と連れて行かない。苛いら々いらと尻尾しつぽを揺らす後ろ姿が、そう言っているみたいだった。

　獅燎と離はなれている今が、たまらなくつらい。そばにいないと、躍やつ起きになって妖魔を食べる彼を止められないし、苦痛を癒いやすこともできない。

　屋敷で桃乙と戯たわむれている獅燎を見ると安心できる。あの時間が、瑞芳はとても好きだった。

　獅燎に惹ひかれるほどに、決して抱いてはならない想いが膨ふくらんでいく。

　──炬ジユ仁レンが……霊獣に成って、帰っ、て……。

　望んではいけない。それに、百年という歳月を考えれば、自分の想おもいがまちがっているとわかる。でも、どうしても獅燎と炬仁が重なってしまう。

　瑞芳が炬仁以外の誰かに惹かれることなど絶対にない。そう言いきれる。

『おれだけにしとけ。これから先もずっと』──炬仁に言われた言葉を、瑞芳は長いあいだ守ってきた。想いを寄せた者はいない。炬仁の言葉を生しよう涯がい守りつづけることこそが、瑞芳の生きる縁よすがだった。

　それほど強く心に決めているのに、獅燎に惹かれている。そして、どうしてか炬仁を裏切ってしまったという罪悪感はない。炬仁以外の、種や生きる世界すら異なる存在に心を奪うばわれ、肌はだを触ふれ合わせる行為にまで及およぶなど──本来なら激しい懊おう悩のうに苛さいなまれるはずなのに、それが少しもない。

　なぜなら、獅燎と炬仁は、同じ──。

「過ぎた願望だ。私には望む資格すらない」

　声に出して強く否定し、思いきり頭を振ふる。それに驚おどろいた馬がいななく。

「あっ……すまない、驚かせてしまったね」

　馬の首を撫なでながら見たそこは、すでに屋敷の近くだった。陽も完全に落ちて宵よい闇やみが広がっているが、それぞれの家が吊つるす灯籠のおかげで馬を進められる。

　獅燎は今夜も戻らないのだろうか。話したいことが募つのりすぎて少々つらい。

　白麒麟が言っていた『記き憶おくの蘇そ生せい』。どうすれば叶かなうのか、獅燎も必ず知っている。

　方法を訊たずねてもいいだろうか。獅燎と桃乙の記憶を戻すために、瑞芳にできることがあるなら、なんだってする。霊れい獣じゆうの霊薬である人間の血肉が、記憶の再生に必要なら、この身を──。

「………」

　とにかく会いたかった。苦痛に苛まれていないかを確かめたい。

　銀糸と琥こ珀はく色いろの糸が混ざったような、あの美しい鬣たてがみに触れたくてしかたなかった。

　──捜さがしに行こうか。桃乙に頼めば居場所はわかるはず……。

　行動に移す勇気もないことを、もやもやと考える。すると通りかかった家の門が開き、二人の少女に声をかけられた。

「妖魔先生！　こんばんは！」

「おや。こんばんは」

　そこは、瑞芳の私塾に通う子供の家だった。中から大勢の話し声や笑い声が聞こえ、料理や酒のいい匂においが漂ただよってくる。

「ずいぶんと賑にぎやかだねえ」

「うん！　みんな集まってるの」

「大人はお酒を飲んでて子供はお菓子を食べてるよ！　庭で遊んでたら、先生が見えたから」

「そうか、それはいいね」

　とても楽しそうな少女たちに、瑞芳も自然と笑え顔がおになる。

　獅燎が来てくれるまでは、この辺りにも妖魔があらわれていた。夜はすべての木戸と鎧よろい戸どを閉めなくてはならず、皆、宴うたげや娯ご楽らくを忘れかけていたと思う。獅燎のおかげで妖魔の襲しゆう来らいが減ったのは皇都も村も同じだった。村人たちは宴を開き、久々の解放感を喜んでいる。

「先生も、おうちに入って！　お酒もお料理もいっぱいあるよ」

　子供たちが近づいてきて、馬を撫でながら言う。顔を真っ赤にした三人の親おや御ごも姿を見せる。

「先生！　こんなとこでしゃべってないで、どうぞ上がってください」

「や、ありがたいのですが、宅に子供を残しておりましてね」

「そう言わずに、ぜひ、いい酒があるんですよ」

　宴には生徒の親御が多く集まっていて、無下に断るわけにもいかなかった。馬からおろされ、生徒たちに「妖魔先生、おもしろいお話してー」と手を取られる。

「では、一いつ杯ぱいだけ……」

　桃乙と一いつ緒しよに獅燎を捜しに行くことを諦あきらめた瑞芳は、子供たちに手を引かれながら家の中へ入っていった。










　──ありゃあ、先生つぶれちまってるじゃないか。誰だれだよ飲ませたのは。

　──飲んだと言うても三杯くらいじゃないかね？　こんな弱かったかなあ？

　こもった声がする。幕を何重にも張った向こうから聞こえるようだった。酒を飲んでしたたかに酔よった瑞芳は、床ゆか板いたにごろりと横たわっていた。

　早く帰らなくては。桃乙と一緒に獅燎を待ちたい。そう思うのに、頭と身体からだが重くてしかたなかった。

　──わたしたち、桃乙ちゃんを呼んでくる！

　──こらっ、子供だけで行くなんてとんでもない。

　──先生んとこのちびすけを呼んだってしかたねえだろう？

　──誰か、先生をお屋や敷しきまで送って差しあげろ。

　いえ、一人で帰ります、と言ったつもりだが「びえ」としか声が出ない。大人の声も子供の声も、どんどんこもってくる。強い眠ねむ気けに抗あらがえなくてまぶたを閉じたとき、こもった空気にひときわ元気な声が響ひびいた。

「こんばんは！」

「あっ、桃乙ちゃんだ！　こんばんは！」

　桃乙の声が、何重にも張られた幕のようなものを消してくれる。頭が重くて眠いのは変わらないが、皆みなの声も鮮せん明めいに聞こえてくる。来てくれたのは物もの凄すごく嬉うれしいけれど、桃乙はなぜ瑞芳がここにいるとわかったのだろう。夜道を一人で歩いて来たのだろうか。

「なんで来なかったのー。ずっと待ってたのに」

「先生が、用事でみやこへ行くっていうから、るすばんしてたんだ。でも帰ってこないから、においをたどってきたの」

「ちびすけ、匂いを辿たどるって、先生のかい？」

「ウン。ぼく、はながよくきくんだよ」

「そりゃすごいな」

　瑞芳の知らないあいだに、桃乙はとても上手に村に溶とけ込んでいた。酔って感情の波が揺ゆれやすくなっているのだろうか、感動して涙なみだ目めになってしまう。タタタッと軽かろやかな足音が近づいてくる。

「先生！　迎むかえにきたよ、おうちに帰るよ！」

「ぐ……」

　桃乙はいつも通り容よう赦しやがない。どすっ、と抱だきつかれ、ゆさゆさと揺らされて参りそうになった。

　どうにかまぶたをこじ開ければ、頭に布地を巻いた桃乙がいる。うっかり耳が出てしまっても大だい丈じよう夫ぶなように、自分で考えて巻いてきたのだろう。そんなことにも感動してしまって、桃乙をぎゅう、と抱きしめ、「よいこだなー…」と思いきり頰ほおずりをする。

「うぎゅ……せんせー、はなして」

「妖よう魔ま先生、ねぼけてる。ふらふら」

「ぐらぐら先生だね。──先生、はなしてよ、抱っこするから」

　皆の前で瑞芳を「えいっ」と持ち上げるのだけはやめてほしい。それはさすがに人外の存在だと気づかれてしまう。ちゃんと頭に布地を巻いてきたことも無む駄だになる。

　瑞芳は桃乙を放さないまま、「えいっ、は、だめだぞ……」とだけ言って、ふたたび完全にまぶたを閉じてしまった。同時に、部屋の出入り口のほうから声がする。

「ありゃ、先生のお客人かね。先生はなにも言うておらんかったがなあ」

「珍めずらしい色の目をしとるね。とんでもなく背が高いし、異国からのお客人かな？」

　酔った村人たちが「お客人も、一杯どうです」と陽気に話しかけている。

　瑞芳の客人とは、どういうことだろう。異国からとは──しっかりと考えられたのはそこまでだった。酔いに負けた瑞芳は、夢とうつつのはざまを漂いはじめる。

　横たわる瑞芳の間近で、ギシ、と床板の鳴る音がした。桃乙を抱いたままの身体がふわりと浮うく。誰だろう。大人と子供を軽々と抱き上げる力を持つ者なんて、瑞芳の知り合いにはいない。

　皆から客人と呼ばれる男の低い声と、桃乙の元気な声が聞こえた。

「夜分に失礼した」

「おやすみなさいー！」

　男は桃乙と瑞芳を抱いたまま馬に乗り、馬は屋敷までの道をゆっくりと進む。

　家の表に吊られた灯とう籠ろうの、柔やわらかな紅あか色が、瑞芳のまぶたをそっと撫でては過ぎていく。

　桃乙が信しん頼らいを寄せているのがよくわかるから、男のことは恐おそろしくなかった。頰に触れてくる胸むな板いたは厚くて力強い。瑞芳の腕うでの中には丸くてもこもこした感かん触しよくがある。霊獣に戻もどった桃乙が眠っているようだった。

　──あのときと、まったく同じ……。

　獅燎と桃乙の被ひ毛もうに包まれて眠る、そのときだけ感じられる安らぎが、不思議とここにあった。瑞芳はほとんど眠っているから、自分の好きなことが夢にあらわれているだけかもしれない。獅燎に触ふれられるなら、夢でも嬉しかった。

　屋敷に着くと、瑞芳と桃乙を抱く男は部屋までの廊ろう下かを迷いなく歩く。

　柔らかな綿を詰つめた籠かごに桃乙を寝ねかせ、瑞芳を寝しん台だいにおろしてくれた。燭しよく台だいに火が灯ともされて、暗かった部屋が淡あわい橙だいだい色いろに染まる。

　心地ここちいい夢を手放さないまま朝まで眠りたい。でもそれ以上に、まだ正体の知れぬ男と話がしたかった。彼と話せるのは今夜だけかもしれない。

　キシ、と寝台の軋きしむ音がする。男が寝台に腰こしをおろし、瑞芳を抱くように両手をつく。

　落ちてきた男の影かげを感じて、瑞芳はゆっくりとまぶたを開いた。

「あぁ……」

　やはりこれは夢だ。己おのれの強い願望が見せる夢に過ぎない。

　瑞芳は夢だと知りながら懸けん命めいにその名を呼ぶ。

「炬ジユ仁レン──」

　そばにいたのは、十二年前に喪うしなった、瑞芳のたった一人の大切な人だった。

　誰よりも立派な体たい軀くと瑞芳を包む力強い腕は、昔と変わらない。

　黒かった髪かみは、銀と琥こ珀はくが混ざったような、神秘的な色になっていた。蒼獅子の鬣たてがみによく似た髪の一部を飾かざり編みにしている。瑞芳は震ふるえる手をそこへ伸のばす。夢なのに、その感触は鮮明だった。そして、瑞芳をまっすぐ見つめてくる、天てん藍らん石せきのような瞳ひとみ。

「炬仁」

　青く透すき通る瞳を見つめ返しながら、もう一度名を呼ぶ。返事はない。でも、髪や瞳の色が変わっても、たとえ鬣のような髪の奥に獅子の耳が見えたとしても、瑞芳が触れている彼は炬仁だった。　>>>♥

　伝えたいことが多すぎて、なにから話せばいいのかわからない。毎日のように炬仁を想おもっても、会いたいと望んではならない身だった。もし会えたら、なにを話そうかなどとは考えたこともなかった。

　言葉が次々と出てきて、胸のあたりでつかえてしまう。黙だまって見おろしてくる炬仁は、瑞芳が話すのを待ってくれているようだった。泣きたいけれど笑え顔がおを作る。

「今、獅燎と桃乙──蒼獅子と暮らしているんだよ。噓うそみたいだけど、本当なんだ。炬仁は、霊れい獣じゆうはいないと言ってたね。それでよく遊びの言い合いをして……でも、霊獣はこの世界に存在してくれていた。彼らは、幻げん夢むの生き物にふさわしく、本当に綺き麗れいなんだよ。身体にある不思議な模様が、私はとても好きなんだ。炬仁にも見てほしかった。桃乙は、ちょっぴり泣き虫だが優やさしくて聡さとい仔こだ。獅燎は、──獅燎は、大きくて強く、美しくて……炬仁に、とてもよく似てるんだ」

「そんなに似ているのか」

「うん。とても……。乱暴に見えるけど、それは強すぎるのと、あとは少し不器用だからで、決して乱暴なわけじゃないところとか……桃乙や私には優しいところとか、遊びの言い合いをしたり、妖魔の観察へ連れて行ってくれたり、必ず守ってくれたり。横顔も、とてもよく似てる。不思議だね、蒼獅子と人間なのに。でも噓じゃないよ、本当なんだ……」

　瑞芳は少年のころと同じように夢中で炬仁に語りかけた。昔の炬仁はいつも瑞芳の長いおしゃべりを聞き、相あい槌づちを打ち、ときどき笑ってもくれた。

　目の前にいる蒼獅子みたいな炬仁も、話を聞き時折うなずき、最後に「そうか」と言って笑ってくれたから、瑞芳は心の箍たがが外れてしまった。

　その長く力強い腕に縋すがりつく。いい歳としなのに、十四の少年みたいになってしまう。

「炬仁っ、ごめん、許して……私はずっと謝りたかったんだ。死ぬのは私のはずだったのに、あの夜、私が妖魔を見たいなんて思わなければ、炬仁は今も生きていられた」

「瑞芳？　どうした」

　炬仁は驚おどろいていた。なにを言っているかわからないと、青い瞳が困こん惑わくに揺れる。

　どうして憶おぼえていないのだろう。でもすぐに気づいた。西シー王ワン母ムーに記き憶おくを齧かじられたから、炬仁は──獅燎はすべて忘れている。

「聞いておくれ獅燎、炬仁は私のせいで死んだんだ。十二年前の朔さくの夜だ、私は口に出さなかったけれど、妖魔が見たくてしかたなかった。炬仁はそれを知っていて、妖魔がいる沼ぬま地ちに連れて行ってくれたんだ。そしたら……、そこ、に……、窮、──」

「窮？　窮チヨン奇ジーがいたのか？　……炬仁は奴やつに食われたのか」

「……、っ」

　その凶きよう悪あくな妖魔の名と、瑞芳の生きる気力を根こそぎ奪うばっていく事実は、力強い腕の中にいてもなお口にすることができなかった。恐きよう怖ふと悔かい恨こんで身体からだが強こわ張ばる。それを察知した獅燎が抱きしめてくれる。だから彼の問いに一度だけうなずくことができた。鼻先が触れそうなほど近くで、どうしてか獅燎はひどく驚きよう愕がくしていた。

　酔よいが交こう錯さくを加速させる。炬仁に語りかけているのか獅燎と話しているのか判別がつかなくなる。でも、それでよかった。目の前にいる一人の男に、ただひたすらに想いを伝えていくだけだった。

「私のせいで死んだのに、炬仁が獅燎になって戻ってきてくれたんだと、身勝手なことを思ってしまった。私にはそれを望む資格がないというのに。だから何度もその思いを消そうとしたんだ。でもだめだった」

　瑞芳は着物の懐ふところに手を差し入れ、紫し紺こん色の飾り紐ひもを取り出す。長いあいだ、炬仁の代わりに瑞芳を守ってきてくれたそれを、ぎゅっと握にぎりしめる。

「炬仁が、獅燎になって戻ってきてくれたと信じている。獅燎だから、炬仁であってほしい」

　最初は蒼獅子の恐怖から逃のがれるために、目の前の獣けものは炬仁なのだと無理やり己に言い聞かせていただけだった。

　それがふとした拍ひよう子しに、獅燎と炬仁がおのずと重なりはじめる。戸と惑まどいは知らぬ間に切望になっていた。心こころ惹ひかれた獅燎だから、炬仁であってほしい──言葉にすると、胸につかえていたものが消えるようだった。望んでは駄だ目めだけれど、きっと真実だ。

　しかし獅燎は形の良い眉まゆをひそめる。記憶のない身を、勝手に炬仁と決めつけられるのは得心がいかないだろうか。

「この髪と目の色を見ろ。人間じゃない。おまえは炬仁がこんな異形になってもいいのか」

　そう訴うつたえてくる獅燎は、ひどく心こころ許もとなげだった。

　なにも心配することなどないのに、と瑞芳は微笑ほほえむ。そして、しっかりとうなずきながら彼の髪を梳すいた。横髪を少しだけ束ね、飾り紐で結ゆう。

　溶とかした琥珀で銀糸を染めたような、幻げん想そう的な色の髪。そこに結った紫紺色の飾り紐。

　煌きらめく金こん剛ごう石せきと瑪め瑙のう。泣きたくなるほど綺麗だった。

「髪も瞳も、西王母さまが与あたえてくださった、世界にふたつとない宝玉みたいな色だ。私は好きだよ。とても美しくて」

「おれは獣の道に堕おちた身だ。この人間の身体はただの肉につ塊かいに過ぎない。どれだけ繕つくろっても二度と人間には戻もどれない。炬仁が四し肢しで地を這はう獣になっても、おまえはそれを受け入れられるのか」

「違ちがう。百年の苦痛に耐たえた者だけが成れる、誇ほこり高い神しん仙せんの使いだよ。それでもおまえさまがその身を憂うれうのなら、私も獣の道に堕ちる」

　男が短く唸うなる。痛いほどに抱だきしめてくる。その力はまちがいなく獅燎のものであり、炬仁のものでもあった。

　十二年前の夜が蘇よみがえる。恐怖と後こう悔かいは訪おとずれない。

　あるのは初めて覚える切なさと恋れん慕ぼだった。

　あの夜の、触れるだけの口づけが、どれほど大切なものなのか十四歳の瑞芳にはわからなかった。わからないまま、炬仁は瑞芳の恋こい心ごころだけを攫さらって泰山へ行ってしまった。

　自分の心の欠けた部分が恋だとわかったのは、炬仁を喪ってすぐのことだった。

　心に開いてしまった穴は、なにをどうしても埋うめられない。炬仁でなければ埋められなかった。瑞芳は途と方ほうに暮れ、やがて諦あきらめて、欠けた部分を紫紺色の飾り紐で隠かくす日々を送ってきた。

「炬仁。……炬仁っ、ずっと会いたかった」

　会いたいと望んではならない身だと、想いを押し殺してきた。それを言葉にして伝えれば、心の欠けたところが喜びと切なさで満たされていく。恥はずかしさはあるけれど、もっと伝えたくなる。瑞芳に初めての感情を齎もたらす彼は、まちがいなく炬仁だった。

　瑞芳はそうわかるけれど、記憶のない蒼獅子である獅燎は、歯は痒がゆそうに、ウー、と唸る。

「おれにしとけと言った。その返事は」

「そんなの……とうに決まっている。獅燎──」

　もう一度、獅燎、と動かした唇くちびるが、熱い唇で塞ふさがれる。すぐに舌が奥まで入ってくる。少し乱暴な動きに、身体がびくんと反応してしまった。　>>>♥

「ん、ぅ──、獅燎……」

　獅燎が強く抱だいてくれたから、ほどなく怖こわさは消えてなくなった。腕うでを背にまわして抱き返し、せわしなく動く獅燎の舌に少しずつ舌をからませていく。

　うなじにあてられた手と腰こしを抱く腕に、ぐっと力が込められる。獅燎が顔の角度を変えてまた深く口づけてくる。胸が苦しい、でもそれ以上に嬉うれしくて、涙なみだを止められなかった。

　瑞芳は眦まなじりを濡ぬらしながら意識を手放す。眠ねむりたくない。眠ってしまったら、そのあいだにいなくなってしまう。

「どうか……ここ、に……炬仁、──獅燎、妖よう魔まを食べに、行かない、で……」

　涙声を振ふり絞しぼる。それが獅燎へ伝わったのかは、もうわからなかった。

　瑞芳は眠りの淵ふちへ落ちていく。流れる涙を何度も拭ぬぐう獅燎は、瑞芳が眠るときを待っていたように、静かに語りかけてくる。

「窮奇が動きだしてる。おれが悪い。奴が瑞芳を食いたがってることは噂うわさで聞いていた。だからおれは……一いつ瞬しゆんとはいえ、おれはおまえを……利用して、窮奇を呼び寄せようとした。囮おとりにしたのがたとえ一瞬だったとしても絶対に許されない。おれはもう二度とおまえを狩かりに同行させない。窮奇はここに近づいてきてる。でも屋や敷しきの中にいれば、奴は手出しできない。おれの霊れい力りよくを置いておく。夜は必ず桃乙と屋敷の中にいてくれ」

　眦に指先の感かん触しよくがあるだけで、声を聞き取ることはできなかった。獅燎は、眠る瑞芳の手を握り、なおも強く伝えてくる。

「窮奇を討うつ。奴を討ち、戻った記憶が……、炬仁のものじゃなかったとしても、おれはどこにも行かない。おまえだけを守りつづける。必ずだ。約束する、瑞芳──」







　　　　７







　丸窓から入ってくる朝あさ陽ひにまぶたを撫なでられて、瑞ルイ芳フアンは目を覚ました。

「──痛っ……」

　上体を起こすと同時に激しい頭痛に見み舞まわれる。二日酔いになるまで酒を飲むのも、前後不覚になるほど泥でい酔すいするのも初めてのことだった。

　頭を押さえながら確かく認にんしたそこは見慣れた部屋のいつもの寝しん台だいだが、瑞芳しかいない。

「炬ジユ仁レン」

　昨夜の記き憶おくをたどればすぐに彼の姿が思い浮うかんだ。

　蒼ツアン獅シー子ズーの鬣たてがみのように美しい髪かみ。青い瞳ひとみ。姿形が変わっても、彼はまちがいなく炬仁だった。

　帰ってきてくれたから、もう護ご符ふはいらない。だから縁よすがにしてきた飾かざり紐を返した。

　淡あわい琥こ珀はく色いろの髪に紫紺の飾り紐がとても映はえて、泣きたくなるほど綺き麗れいだったことを憶おぼえている。

「あっ。そんな……どうして」

　しかし触ふれた懐に飾り紐ひもが入っていて愕がく然ぜんとした。たしかに炬仁の髪に結んだのに。

　情けなくも涙をこぼしてしまったが、今触れた眦に涙の跡あとはなかった。昨夜のできごとは、己おのれの強い願望が見せた夢に過ぎなかったのだろうか。

　否いな、そんなはずはない。互たがいの肌はだの温ぬくもりを感じながら言葉を交かわした。触れてきた炬仁の唇は、十二年前のそれよりも熱くて激しいものだった。あれが夢であるはずがない──。

「痛っ……」

　すべて夢だったのだ、諦めろと言い聞かせるように、また頭に強い痛みが走る。その痛みと、飾り紐が懐ふところに入っているという現実に負けて考えることをやめた。

　薬湯を飲まなければ治りそうにない。寝台から出たとき、獅子の耳と尻尾しつぽをつけた子供姿の桃タオ乙イーが部屋に入ってきた。二日ふつか酔よいの身体からだにも容よう赦しやなく、どす、と激しく抱きついてくる。

「先生！　おはようございます！」

「桃乙、おはよう。すまない、寝ね坊ぼうしてしまった」

「もっとねぼうしてよかったよ。先生、ゆうべ、ふらふらのぐらぐらだったー」

「はは……格好悪いところを見せてしまったね。獅シー燎リヤオは──、昨夜ゆうべも戻らなかった、かな」

「ううん。ちょっとだけ帰ってきたよ。でもまたすぐ妖魔をやっつけにいったみたい……ぼくが起きたらいなかった。せっかく戻ってきたのに……」

　桃乙はひどく気落ちして言う。獅燎がほとんど戻らなくなったことを寂さびしく思っているのは桃乙も瑞芳も同じだった。

　これ以上訊きいたら泣いてしまう。獅燎と、夢に出てきた偉い丈じよう夫ふは同一の存在だという確信があるのに、証明する術すべはない。

　瑞芳は諦めて、桃乙の元気を取り戻すために明るい声を出す。

「そうか。……よしっ、すぐに朝食を作るから、少しだけ待っててくれ」

「だいじょうぶ、朝ごはん、先生のぶんも作ったよ！　しょくどう行こう」

「本当か？　それは凄すごく嬉しいな。……うん、たしかにいい匂においがしている。ありがとう」

　ここに来たときは「おにく」だけしか言わなかった桃乙だが、自分で準備することを覚え、誰だれかのために働くことを自然と身につけていく。その成長は素す晴ばらしく早い。心なしか身体も大きくなったように見える。

　獅燎は『妖魔を食った分だけ早く成せい獣じゆうになれる』と言ったが、妖魔を食べなくても確実に早く成長できるのだ。瑞芳はとても嬉しくなって、桃乙の豊かな髪をわしゃわしゃと撫でた。

　冷たい水で顔を洗い、二人で食堂へ向かう。

「これは美味うまい……！　絶ぜつ妙みような塩加減だな」

「ほんと？　うれしいー。先生、やさいも食べてね」

　しっかり者の一面を見せてくるのも微笑ほほえましい。瑞芳は「はい」と返事をした。

　桃乙が作ってくれた粥かゆはたいそう美味く、薬湯を飲まなくても頭痛が和やわらいでくる。

　痛みが半分去った頭に、先ほどの獅燎の言葉がまた思い浮かんだ。

　妖魔を食べるほどに早く成長できると彼は言った。幼獣のころそれを実行し、より早く成獣になったのだろう。獅燎の妖魔を食べる量は尋じん常じようではない。比ひ較かくする霊れい獣じゆうはいなくてもわかるほどだった。

　しかし白バイ麒チー麟リンは『摂せつ取しゆは、よくない。討ち、または還かえす』と教えてくれた。霊獣の成長をうながす妖魔を、食べるなと言う。

　妖魔ばかり大量に摂取する獅燎と、鹿しか肉や野菜を食べる桃乙。

　苦痛に苛さいなまれているのは、獅燎だけだった。

「桃乙は、妖魔を食べたことがあるか？　霊獣にとっては美味いものなのだろうか」

「食べたことあるよ。でもぼく、妖魔はきらい。ぜんぜんおいしくないよ。それに、食べるとからだじゅうが痛くなるから、いやなんだ。やさいのほうがずっと好き」

「食べることによって痛みを感じるのか？」

「ウン。おなかとあたまが、がんがんして、ものすごく苦しくなるの。食べすぎると妖魔になっちゃうんだよ。でも父上は妖魔をたくさん食べても平気なんだ。すごいなあ」

　その言葉に寒気を覚えて、あやうく匙さじを落としそうになった。

　獅燎が苦しむ原因は妖魔の摂取にまちがいない。しかし多量摂取の果てに霊獣が妖魔に成り下がるなどという、そんな恐おそろしい事実があるとは思いもしなかった。

　白麒麟に導かれて発見できた、妖魔が持つ青黒い宝ほう珠じゆのようなもの。あれは、怨おん念ねんや憎ぞう悪おだけで作られた妖魔の魂たましいだ。絶対に摂取してはいけない。しかし大量の妖魔を食べつづけてきた獅燎は、同じ数の魂も摂取している。それらが持つ怨念や憎悪に体内を蝕むしばまれているとしか考えられなかった。

　匙を持つ手が震ふるえだす。悟さとられないようにしながら、桃乙に訊たずねた。

「妖よう魔まに成り下がることを止める方法はあるか？」

「人間のおにくを食べたり血を飲んだりしたらいいけど……でも」

「そうか、霊獣にとって人間は唯ゆい一いつ無二の霊れい薬やく。しかし人間を殺したくない。そうだよな」

「うん」

　明確な解決方法があったことに心から安あん堵どした。それも、かなり簡単だ。

　これ以上、獅燎に妖魔を食べさせない。どうにか説得してみせる。

　それでも無理なときは、自分が獅燎の霊薬になると決めた。










　その夜、桃乙を寝ねかしつけた瑞芳は広い畑を歩いていた。

　あたりはとても静かで、妖魔の気配や臭しゆう気きはない。立ち止まっては夜空を見上げ、目を凝こらして、揺ゆらめく青い火か焰えんを捜さがす。見つかるわけもないけれど捜さずにはいられなかった。

　玉蜀黍とうもろこしの畑を進み秋葵オクラの畑を抜ぬければ、そこに白しろ牡ぼ丹たんの群生がある。

　炬仁を思って育ててきたものだ。大きくて、強く美しいその様子が、炬仁にとてもよく似ている。ただ、紅あかい牡丹は育てることができなかった。

　夜よ露つゆを纏まとう白牡丹を眺ながめながら、獅燎の気配を探さぐる。

　いつ戻もどるとも知れない蒼獅子など待つ必要はない。不思議な共同生活が始まったとき、瑞芳はそう決めた。それがいつしか獅燎の帰りを気にするようになり、今はこうして当てもなく待ちつづけている。

『瑞芳っ。なにやってんだよ、家で待っとけって言っただろ』──十二年前、炬仁にそう叱しかられたことを想おもい起こした。

　獅燎を待っているのに、炬仁を待っている錯さつ覚かくに陥おちいる。でも混乱はしなかった。それが己の望んでいることであり、真実だと信じていた。

　ふいに、強い夜風が吹ふく。白牡丹たちが一様の方向に揺れる。

『瑞芳。なにしてる。今すぐ屋や敷しきに入れ』

　気がつけば白牡丹の群生に獅燎が立っていた。

　炬仁、と唇くちびるからこぼれそうになる。昨夜、夢で会った炬仁が、目の前の獅燎に見えてならなかった。戻ってきてくれて、ようやく言葉が交わせることがとても嬉うれしいのに、獅燎は白牡丹の群れから出ようとしない。

「おまえさまを待っていたんだ。話がしたくて」

『なんだ。早く言え』

　その突つき放すような短い言葉で、獅燎の様子がいつもと異なっていることはすぐに知れた。

　おそらく妖魔を狩かって食べている最中に、瑞芳が一人で外にいると察知したのだろう。

　食事を中断してわざわざ屋敷に戻ってきたこと、そして、食べたばかりの妖魔の魂が体内で暴れていることに苦痛を覚え、ひどく苛いら立だっている。

　瑞芳は、獅燎に話したいことが本当に多くあった。

　失なくした記き憶おくを取り戻す方法があると、なぜ伝えてくれないのか。知られては都合が悪いのだろうか。昨夜、夢に出てきてくれた、瑞芳の好きな色の髪かみと瞳ひとみを持った偉丈夫は、人の姿になった獅燎だったと言ってほしい。「酔ったおまえは紫し紺こん色の飾かざり紐で、勝手におれの髪を括くくったんだ」と言ってほしかった。

『用件を言え、瑞芳。早く屋敷に入れ』

　でも、どれも伝えられない。白牡丹の中に佇たたずむ獅燎は、懸けん命めいに苛立ちを抑おさえようとしてくれている。しかしすぐにでも食事に戻ろうとしているのがわかった。炬仁を思って育てた白牡丹たちが、獅燎と瑞芳のあいだに大きな隔へだたりを作っているように見えた。

　瑞芳は、話したい多くの事こと柄がらの中で、最も伝えなくてはならないことをひとつだけ選ぶ。

「……頼たのむ、これ以上妖魔を食べないでくれ」

『おまえに指図される謂いわれはない』

「指図などではないよ、お願いだ。このままでは獅燎は身体の内側から怨念に蝕まれて、妖魔に成り下がってしまう」

『わかってる。でもやめるわけにはいかない。おれは妖魔を食わねば気が済まないんだ』

「なぜだっ？　自覚があるなら相当蝕まれてるはずだ。獅燎、聞いてくれ、妖魔の首にある青黒い塊かたまりだけは──」

　ガウッ！　と蒼獅子が吠ほえる。それにひどく驚おどろいて、一番大切なことを伝えられなかった。

　瑞芳は怯おびえた目で見てしまっただろうか、獅燎が我に返ったように一歩うしろへ下がる。

『おれは妖魔どもを許しはしない。人間だったときの感情が、奴やつらを憎にくみ、食い尽つくせと──もう、悲しませることのないように』

　言葉のすべてを聞き取りたいのに、最後は唸うなり声に搔かき消されてしまった。瑞芳が駆かけ寄るよりも早く、獅燎は疾しつ風ぷうを起こす。真っ白な牡丹の花びらが舞まう。

「待って……待ってくれ獅燎っ。行かないでくれ、どうかおまえさまも屋敷の中に……」

　懸命に叫さけんでも届かない。青い炎ほのおは夜空を駆けていき、あっという間に見えなくなってしまった。







　　　　８







　いつ戻るとも知れない者を待つことが、こんなにもつらいものだったとは──白牡丹を散らし、夜空を駆けていった獅シー燎リヤオが姿をあらわさなくなって四日目の朝を迎むかえた。

　ここまで長いあいだ離はなれるのは初めてなのだろう、桃タオ乙イーは特に元気がない。子供ではなく、蒼獅子の姿でうろうろとしている。

　尻尾しつぽをだらりと下げ、耳をぺしゃんこにする小さな彼を屋敷に残すのは本当に忍しのびないが、今日は宮きゆう廷ていに上がらなくてはならなかった。

「元気を出してくれ、桃乙。今日は塾じゆくも休みだし、ずっと昼ひる寝ねしていいんだぞ。あ、そうだ、市場で甘い菓か子しを買ってくるよ、楽しみにしててくれ」

『おひるねも甘いおかしもいらないから先生早く帰ってきて』

　瑞ルイ芳フアンまで離れることを、少し怒おこっているようだった。涙なみだ目めになって尻しりを床ゆかにぺたりとくっつけ、背を丸くする様子は見ているこちらまで悲しくなる。本当は連れて行きたいが仕事となると難しい。

「わかった、すぐ帰ってくるよ……」

　そう約束して馬に乗り、皇都へ向かった。

　瑞芳だって大きな溜ため息しか出ないし、叶かなうなら桃乙と一いつ緒しよに屋敷にいて、獅燎の帰りを待ちたい。宮廷へ上がるのは妖魔が減った調査報告のためだが、結局、報告できることはほとんど見つけられなかった。

　減った妖魔の分類図などを見せて、話を延ばしてごまかすしかない。そのようなことを考えながらのろのろと馬を歩かせ、宮廷に着いたのは昼下がりだった。高等官かん吏りの執しつ務む室までの廊ろう下かを歩くあいだも溜め息が出る。

「おお！　瑞芳、待っておったぞ。そなたにぜひ聞かせたいことがある。妖魔が激減した理由が判明したのだ」

　しかし執務室に入った途と端たん、官吏が張り切って言ってきた。ありがたいことに瑞芳の報告は後まわしとなり、官吏は嬉き々きとして話しだす。

「国境警備隊から報告があった。現地で徴ちよう募ぼした兵士の中に、化け物のように強い男がおってな、そやつが次々と妖魔どもを斬きっておるそうだ。その数は数千に及およぶという。妖魔の襲しゆう来らいが減ったのは、ひとえにその兵士の働きによるものである」

「そんな……！」

「ん？　どうした、もしや心あたりでも？」

「い、いえ」

　そんなはずはない。妖魔が減ったのは獅燎の力なのに。強く逞たくましい蒼獅子でさえ、体内を蝕むしばまれるほど戦わなければ数千もの妖魔は減らせない。人間に成し得るはずがなかった。

　いったいどんな男なのだろう。できもしないことをどのようにして証明したのだろうか。

　表情を硬かたくする瑞芳に気づかない官吏は、椅い子すから勢いよく立ち上がると「庭へ参ろう」と言った。長い廊下を歩きながら、降って湧わいたような英えい雄ゆう譚を語る。

「そやつが多くを斬りすぎて、国境付近に妖魔がいなくなったそうだ。ほかの村や山里に潜ひそむ妖よう魔まを討うちながら皇都まできたらしい。その男、遥はるか遠くの異国の血を引いておるようでな、身み丈たけは六尺を優に超こえ、色素の薄うすい髪を振ふり乱すさまは獅子のごとく……とな。まるで伝でん奇きのようだろう？　陛下はそのような話が殊こと更さらにお好きでな」

　官吏は丸い腹を揺ゆらして笑い「わしも大好きなんだが」と言う。瑞芳はどうにか笑え顔がおを返した。

　色素の薄い髪、獅子のごとく──その言葉が、やけに引っかかる。

　廊下から回かい廊ろうへ差しかかった途端、妖魔独特の臭しゆう気きが鼻び腔こうをついた。かなり濃のう度どが高い。

「ずいぶん臭においますね……大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「かまわん、今日明日の辛しん抱ぼうだ」

　二人は同時に袖そでで鼻を覆おおった。中庭が見えてくる。美しく整えられた庭の中央に、真っ黒な妖魔の死し骸がいが高く積まれるさまは異様だった。

「その獅子なる男に討とう伐ばつ隊入隊の命が下ったのだが、男はそれを拒きよ否ひしおってな。陛下の御ご命めい令れいを拒こばんで生きていられるなど、この男とそなたくらいであろう、瑞芳」

「はは……。それで、なぜこのような数の死骸を？」

「うむ。陛下は討伐隊入隊の拒否をお許しになったのだが、代わりに本日の日にち没ぼつまでにどれほどの妖魔を討てるのか、その死骸をここに集めよとおっしゃってな。男も、一日で必ず身み柄がらを解放することを条件に、朝から黙もく々もくと討っては積んでおるわ。瑞芳の研究材料にもなろう？」

「ええ……。しかし──」

　物もの凄すごい量だった。おそらく討伐隊を総動員しても、一日でこの数は討ち取れない。

　本当に、いったい何者なのだろう。

「……？」

　死骸の山の向こうに人ひと影かげが揺れて、瑞芳は目を凝こらした。

　男が台車を引いてこちらへやってくる。かなり背が高い。腰こしに大きな刀とう剣けんを佩はいている。

　偉い丈じよう夫ふは屋根のある回廊から、光の差す中庭へ出て行く。

「ああ。あやつが件くだんの獅子なる者だ。素す晴ばらしい力の持ち主だが、どうにも不愛想でなあ」

　にわかに、官吏の声が遠くなる。幻まぼろしでも見せられているのかと思った。

「そん、な──」

　台車から死骸を投げ下ろす男は、たしかに不思議な色の髪をしている。でも瑞芳は慣れ親しんでいて、その色が好きだった。蒼獅子の鬣たてがみみたいな長い髪には、綺き麗れいな飾り編みが見える。誰だれよりも立派な体たい軀くと、それに見合う黒い龍ロン袍パオ。

　わけがわからなくなる。桃乙も瑞芳も心配して、ずっと帰りを待っているのに、皇都にいたなんて──そう思うと同時に、安易に人の姿をとることを嫌きらう獅燎が、人間になって皇都なんかにいるはずがないという考えが浮うかぶ。相反する思いが瑞芳を混乱させた。

　夢の中ではなく現実で会うのは初めてだが、本当によく似ている。距きよ離りがあってもはっきりとわかる。人の姿をした獅燎は、炬ジユ仁レンに生き写しだった。

　呼吸を忘れて、瑞芳は男を見つめる。男がこちらに気づく。

　瑞芳をとらえた瞳ひとみは、天てん藍らん石せきみたいな深い青色だった。

「獅、──」

　しかし名を呼ぶ時間は与あたえられない。男が瑞芳たちを見たのは一いつ瞬しゆんだった。　>>>♥

　その顔に、驚きよう愕がくや動どう揺ようといった表情はいっさいない。瑞芳と官吏に少しも興味を持たない男は黙々と死骸をおろしていく。台車を空からにすると見向きもせずに回廊の向こうへ去っていった。

　──獅燎じゃない。

　瑞芳にそう思わせるほどに、男の態度は冷れい淡たんで無関心を極きわめていた。

　全身の血が引いていく。やはり獅燎が人の姿で皇都などにいるはずがないのだ。でも、男が獅燎でないなら、瑞芳が夢で会った人型の獅燎も、そして炬仁までもが本当にただの夢ゆめ幻まぼろしになってしまう。気持ちが乱れはじめて、冷静でいられなくなる。

「どうだ、死骸を確かく認にんしていくか？」

「いえ、本日は体調がすぐれませんので、後日あらためて……」

「そうか。しかし明日あしたの昼には林へ移動させ、焼しよう却きやく処分を始めるぞ？」

「承知しました。それでは明日、直接林へ参ります」

　失礼にならないよう、精せい一いつ杯ぱい平静を装よそおって返事をする。執務室へ帰っていく高等官吏を見送り、その姿が見えなくなったと同時に駆かけだした。

　今ならまだ、台車を引く男に追いつける。縺もつれそうになる足を懸けん命めいに動かして庭を横切り、回廊を抜ぬけた。

「獅燎っ」

　焦しよう燥そうに駆られて名を呼んでしまう。陽ひの傾かたむきかけた静かな宮廷内に瑞芳の声が虚むなしく響ひびく。

　そこにいるはずの彼は、すでに姿を消していた。










　手た綱づなもろくに操あやつれず、屋や敷しきへは聡さとい馬が連れ帰ってくれたようなものだった。

　まっすぐ自室へ向かい、椅子に座って机にうつ伏ぶす。閉じたまぶたに浮かんできたのは宮廷で会ったあの男だった。

「どうしよう……どうしたらいい」

　彼が国境付近に住む、瑞芳と同じただの人間だったら。異国の血を継つぐ、炬仁に瓜うり二ふたつの人だったら──強く惹ひかれる蒼ツアン獅シー子ズーと、亡くした想い人に生き写しの人間が別々に存在することになる。そんなことは望んでいない。それが現実になれば、夢で抱き合った炬仁が幻で終わってしまう。獅燎は炬仁の生まれ変わりだと信じる心が、激しく揺れてしまいそうになる。

「いやだ……獅燎」

　蒼獅子はどこにいるのだろう。妖魔を追って山の奥深くを駆けているのだろうか。妖魔の魂たましいを食べ、独りで苦痛を耐たえてはいないだろうか。

　丸窓の外では夕陽の端はしが連れん峰ぽうに差しかかり、部屋には暗くも明るくもない、初夏の黄昏たそがれ特有の曖あい昧まいな空気が澱よどんでいる。あの男が討った妖魔を宮きゆう廷ていへ運ぶのは日没までと聞いた。今すぐ馬を飛ばして宮廷へ戻もどれば、もう一度会えるかもしれない。次こそ会話をして、正体を知ることもできる。

　でも、瑞芳が会って話したいのはあの男ではなかった。

　獅燎に会って、すべて訊たずねたい。今日のこと、綺麗な髪かみに飾かざり紐ひもを結ゆった夢のこと、『おれにしとけ』という言葉、記き憶おくの蘇そ生せい──。

「ちがう。……会いたい、獅燎」

　訊ねたいのは口実で、ただ獅燎に会いたかった。もうずっと、あの柔やわらかな鬣に触ふれられていない。牡ぼ丹たん唐から草くさ模も様ようの入った、美しくて強きよう[image: 靭]じんな身体からだに触れたかった。獅燎に会えたらそれだけで嬉うれしくて、今のぐらついた心もきっと強くできる。

　瑞芳は立ち上がり、短刀を懐ふところに入れると、提ちよう灯ちんを持って部屋を出た。

　すると廊ろう下かの向こうから『うわーん！　先生ーっ』という雄お叫たけびのような泣き声が聞こえてくる。

「しまった、桃乙」

　放心したまま帰宅し、桃乙に声もかけず自室へ入ったことがいけなかった。瑞芳は全速力で廊下を走り、そこにぽつんと座って泣いている小さな蒼獅子を抱だき上げる。

「悪かった、許してくれ、早く帰ると約束してたのに」

　力いっぱい抱きしめると、桃乙は『せんせーっ』と叫さけび、ひしっとしがみついてくる。

　顔も鬣も涙なみだと洟はなで濡ぬれていた。そんなことはおかまいなしで、にーっ、にーっ、と鳴きながら訴うつたえてくる。

『先生も父上もひどいよ、ずっといないー』

「本当にごめんよ、すまなかった……。聞いておくれ、桃乙。私は獅燎のところへ行きたいんだ、どうか一いつ緒しよに居場所を見つけてはくれないか」

　鬣を繰くり返し撫なでながら、ゆっくりと話すと、ぺたんこだった耳がピンと立った。

『わあ、先生、父上をさがしにいくの？』

「そうだよ、桃乙が力を貸してくれたら嬉しいな」

『うんっ！　ぼく、父上のにおい、わかるよ』

　桃乙は泣きやみ、笑え顔がおでうなずいてくれた。揺れる尻尾しつぽがふぁさふぁさと瑞芳の腕うでを撫でてくる。

「ありがとう。では今すぐ捜さがしに行こう。……その前に洟を拭ふこうな」

　よく利きく蒼獅子の鼻も、詰つまっていては意味がない。袖から塵ちり紙がみを出して鼻にあてると、桃乙は『びーっ』と言って洟を出した。通ったばかりの鼻をすんすんと鳴らす。

『ちょっと遠くにいる。みやことは、ぎゃくのほう』

「わかった」

　今ほど馬を速く走らせたことはない。瑞芳の前に座る桃乙は、火を入れた提灯をくわえ、前まえ脚あしで方向をさしてくれた。

　陽は完全に沈しずみ、夜が来る。馬は夜風を切って疾しつ走そうする。村からも皇都からも離はなれていく。

　休みなく半時ほど走らせると、桃乙はくわえていた提灯の柄えを前脚で挟はさんで言った。

『先生、あそこ、すこし山になってる、竹がたくさん立ってるところ、見える？』

「ああ、見える。あの竹林に獅燎がいるのか？」

『ウン。でも、悪いにおいもしてる。すごく、よくないにおい』

「妖よう魔まが潜ひそんでそうな場所だ。獅燎はあそこで狩かりをしているのだろうか……」

　竹林の入り口で馬をおりる。妖魔が出現したら逃にげられるように、馬はどこにもつながない。

　桃乙が先に竹林へ入り、提灯を持つ瑞芳もあとを追った。

『くさい。──先生、もうちょっと、ぼくとくっついてて。妖魔が出たら、やっつける』

「わかった、ありがとう」

　先ほどの泣き虫からは想像できないくらいに、小さな桃乙は霊れい獣じゆうの覇は気きを放つ。

　奥へ進むほどに臭しゆう気きが濃こくなっていく。それは瑞芳が経験したことのない、異質で不ふ吉きつな臭においだった。長時間を過ごせば、人間も動物も具合が悪くなるに違ちがいない。このような場所に獅燎がたった一頭でいると思うと泣きそうになる。一刻も早く、皆みなで屋敷へ帰りたかった。

「……っ!?」

　突とつ如じよ、なまぬるい強風が吹いた。ザアッと音を立てて、足元の竹葉が舞まい上がる。

　獅燎が来てくれたのかもしれない──そう思えたのは一いつ瞬しゆんだけだった。頭を低くした桃乙が、ウー、と唸うなりだす。

「うわ、っ……」

『先生っ』

　舞い上がった竹葉がすべて落ちるころには夥おびただしい数の妖よう魔まに囲まれていた。黒い腕うでが伸びてきて足をつかまれそうになる。ガウッ！　と吠ほえながら桃乙が妖魔に嚙かみついた。

　その動きは素す晴ばらしく鮮あざやかなのに、妖魔の数があまりにも多すぎる。瑞芳はまた別の妖魔に襲おそわれた。持っていた提ちよう灯ちんを顔に投げつけてどうにか逃のがれる。彼らの魂たましいは首にあるとわかっていても、抜き取る隙すきなどまったくない。命の危機にさらされて、冷や汗あせがどっと噴ふき出してきた。

「桃乙！」

『ウーッ！　どけ、どけっ……負ける、もんかっ』

　瑞芳を庇かばってばかりの桃乙が数匹ひきの妖魔に襲われる。泣き虫なのに、このときに限って絶対に泣き声をあげない小さな霊獣が、妖魔たちに埋うもれて見えなくなる。

「ああっ、桃乙……、──獅燎っ、どこにいるんだ……」

　ずっと妖魔を見てきたのに、対抗する術をすぐに見出せない己おのれがひどく憎にくい。瑞芳にできることは、この竹林のどこかにいる蒼獅子に自分たちの存在を伝えることだけだった。

「獅燎、獅燎っ！　頼む、どうか桃乙を……！」

　声の限りに叫んだとき、腹に響く咆ほう哮こうが聞こえた。ごうっ、と旋せん風ぷうが吹ふき、多くの竹が激しく撓しなる。揺ゆれる竹の合間から、青い炎ほのおが飛び出してくる。

　炎は妖魔の塊かたまりに突っ込んだ。桃乙をくわえて、塊の中から取り出すような動きをする。

　桃乙を放って遠ざけると、蠢うごめく妖魔たちを一匹残らず斃たおし、瑞芳を囲む妖魔に次々と嚙みついていく。

『わあー！　父上だあっ』

　放られた桃乙は、くるくると回転して上手に着地した。怪け我がもしていないことは元気な声から充分にわかる。

　安あん堵どする瑞芳の瞳ひとみに映るのは、金銀に煌きらめく鬣たてがみと、青磁色の巨きよ軀く。太い四し肢しには炎のような獣じゆう毛もうが揺れていた。

「獅燎……？」

　しかし安堵と喜びは一いつ瞬しゆんで打ち消されてしまう。その姿はまちがいなく瑞芳が会いたいと願った蒼獅子であるのに、どうしてかひどい違い和わ感かんを覚えた。

『ガアァウ！　グァゥ……！』

　あれだけ多くいた妖魔は、もう一匹も生きていない。それなのに、獅燎は異様なほどに吠えた。瑞芳と桃乙には見向きもせず、敵意を剝むき出しにして妖魔の死し骸がいに食らいつく。苦痛に顔をしかめながら、がむしゃらに妖魔を咀そ嚼しやくした。

『父上、どうしたの。なんか、へん』

　桃乙も異変に気づく。空腹を満たすために食べているのではないと、一目見てわかった。

　憎しみに駆られて妖魔を食べ尽つくそうとする姿は、悲しくて見ていられない。獅燎は死骸を頭から嚙み砕くだき、青黒い塊の埋まった首を食べると、牙きばを剝いてまた吠える。

　まるで、人語を解さない獣けもののようだった。

「獅燎っ、もうやめてくれ、妖魔を食べるなっ！　──う、ぁっ……？」

　瑞芳は転がるように駆け、獅燎の鬣に縋すがりつく。次の瞬しゆん間かんには地面に倒たおされていた。

　蒼獅子の巨軀が伸のしかかってくる。左ひだり肩かたと脇わき腹ばらを押さえつけられて、痛みを伴ともなうほどの凄すさまじい圧がかかる。

「う……獅、燎」

　目の前で咆哮された。雷かみなりが落ちたときのように空気がびりびりと震ふるえる。大きく開かれた口から涎よだれが垂れ落ちてくる。牙の先が頰ほおに触れそうになった。鋭するどい爪つめが服を裂さいて肌はだに食い込んでくる。

　でも恐おそろしくなかった。獅燎が妖魔に成りかけていることが、たまらなく悲しかった。

『グァ、ゥ……、──逃げろ、瑞芳、……』

　至近距きよ離りで見た蒼獅子の瞳ひとみは、光はあっても美しい青色がない。

　瑞芳を食くらおうとしながら逃げろと言ってくる獅燎は、霊獣と妖魔のはざまでもがき苦しんでいた。

『父上、やめて！　先生をきずつけたら父上でもゆるさないっ』

　獅燎と瑞芳のあいだにあるわずかな隙すき間まに入った桃乙は、大好きな父親に向かって猛もう烈れつな威い嚇かくをした。桃乙にそんなことをさせたくなくて、瑞芳は自由になる右みぎ腕うでで小さな蒼獅子を抱く。

　色を失なくした獅燎の瞳を見つめて言った。

「獅燎、妖魔に成り下がってはいけない。このまま私を食べてくれ」

　最高位の仙せん女によ・西シー王ワン母ムーの使い。幻げん夢むの生き物。〝青い火か焰えん〟蒼ツアン獅シー子ズー──強くて美しい心と身体は、百年の苦痛に耐え抜ぬいた証あかし。絶対に失くしてほしくない。

　瑞芳の言葉に、獅燎は怯おびえたように巨軀を揺らす。

『逃げろと、言ってる……！　桃乙っ、瑞芳を連れて行け──』

　凄せい絶ぜつな苦痛に苛さいなまれてもなお、己おのれの牙から瑞芳を守ろうとする獅燎は、十二年前、片腕を失くしながらも瑞芳を窮奇から逃がしてくれた炬仁に重なる。

『先生っ、にげよう、父上の言うこときかないとだめだよっ』

「私はどこにも行かない」

　目の前の蒼獅子は、百年の苦痛に耐たえて転生し、瑞芳のところへ帰ってきてくれた炬仁だ。

　一いつ瞬しゆんでも疑い、混乱した自分が愚おろかだった。もう二度と惑まどうことはない。

　瑞芳は笑顔になって語りかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、獅燎、私がおまえさまの霊れい薬やくになる」

　桃乙を抱いていた右腕を動かし、懐ふところの短刀を抜いた。血を多く出せば、獅燎はその匂においに抗あらがえずに必ず瑞芳の肉を食べる。

　妖魔になど絶対にさせない。霊獣にとって人間の血肉が唯ゆい一いつ無二の霊薬なら、記き憶おくだって蘇よみがえるはずだ。強い希望に突つき動かされて、瑞芳は短刀を己の手首に突き刺さす。窮奇につけられた傷に沿って、腕を縦に切り裂いた。

「うあぁっ……」

『瑞芳っ！　なにをするっ！』

　ばっ、と血の噴く音がした。獅燎が腕に食らいつく。凄すさまじい痛みに目の前が真っ白になる。瑞芳は朦もう朧ろうとしながらも懸けん命めいに唇くちびるを動かした。

「はや、く……、食べて、くれ……」

『くそっ！』

　耳を劈つんざくような桃乙の泣き声が遠くなっていく。まだ意識を失いたくない。獅燎が己の血肉を得て復活するさまを見届けたかった。

　しかし、勢いよく腕に食らいついた獅燎は、それでも瑞芳を食べない。どくどくとあふれ出る血液を懸命に舐め取る。

「あ……、獅燎……？」

　眩暈めまいを伴う激痛が、どうしてか引いていく。身体からだから血が抜ける感覚もなくなった。

　白くなっていた視界に色彩が戻ってくる。ゆっくりと視線をおろすと、大きな舌が腕を往復しているのが見えた。でも、作ったばかりの傷は見えない。泣きじゃくる桃乙が顔面に抱だきついてくる。

『わあーん！　せんせえーっ』

「……桃乙？　獅燎は？」

『もうだいじょうぶ。父上も、先生も、だいじょうぶだよー。先生ありがとう』

　ふいに、身体が軽くなった。獅燎に腕うでを甘あま嚙がみされ、桃乙に背を押してもらい、瑞芳はよろけながら立ち上がる。ふらつく身体が、蒼獅子の鬣にすっぽりと埋うまった。

「獅燎？」

　瑞芳を支えてくれる獅燎は、まぶたを閉じて立っている。先ほどまでの苦痛は消え、豊かな鬣がきらきらと煌きらめいていた。

　震える手で鬣を撫なでると、閉じられているまぶたがゆっくりと開く。

『許してくれ。おまえを守ると約束したのに。……傷つけたくなかった』

　天てん藍らん石せきの瞳が、瑞芳を見つめてくる。その夢みたいに美しい色が、獅燎が妖魔に成り下がることは二度とないと、瑞芳に教えてくれる。

「獅燎っ、よかった！　本当に……。妖魔になどならないと信じていたよ！」

『瑞芳の血が、おれを霊獣に留とどめてくれたんだ。おまえの血じゃなかったら、おれは妖魔に成り下がってる』

　がっしりしすぎてまわりきらないけれど、両腕を目いっぱい広げて獅燎の首に抱きつく。

　腕も顔も、ふかふかの鬣に埋もれる。桃乙も『父上、よかった。こわかったよー』と言いながら獅燎の前まえ脚あしにくっついた。　>>>♥

「あんな傷など、なんともないよ。でも、どうして傷はなくなったのだろう？」

『霊れい獣じゆうにとって人間は唯一無二の霊薬だ。そして霊獣は人間の傷や病を癒いやす力を持つ』

「そう、だったのか……。互いに、なくてはならない存在、なのかな……」

　人間と、元が人間である霊獣は、強い神しん仙せんの力で結ばれている──そう聞こえた瑞芳は心を震わせた。しかし、獅燎の記憶が戻もどった様子は見られない。霊薬である人間の血肉を以もってしても、霊獣の記憶は取り戻せないのだろうか。

　方法をどうしても知りたい。今度こそ獅燎に訊たずねる。でもそれは屋や敷しきに帰ってからのことだ。今はこの場所から一刻も早く離はなれたかった。獅燎が多くの妖よう魔まを斃してくれたのに、ここはまだ不ふ吉きつな臭しゆう気きを漂ただよわせている。

「獅燎。……桃乙？」

　でも二頭の霊獣は動こうとしなかった。どうしてか桃乙は獅燎の前脚から離れ、体勢を低くして暗くら闇やみを睨にらみつける。

『桃乙、死ぬな。無理だと思えばすぐに退ひけ。おまえはまだ幼よう獣じゆうだ。急ぐ必要はない』

『はいっ』

　不ふ穏おんな会話の意味を理解できなかった。不安になる瑞芳の腰こしに、炎のような獣毛を纏まとう蒼獅子の前脚がまわってくる。ぐっと引き寄せられる。

『瑞芳。なにがあっても絶対におれから離れるな。どれだけ恐ろしくても、絶望を感じる必要はない。おれが必ずおまえを守る』

「獅燎？　それはどういう……、──あっ、なに……!?」

　にわかに凄まじい寒気がした。塞ふさいでもらったばかりの左腕に激痛が走る。

　否いな、痛んでいるのは、獅燎に治してもらった傷ではない。

〝目印〟が──十二年前の新月の夜、炬仁を連れ去った、あの凶きよう悪あくな妖よう魔まにつけられた傷が、熱を持ってどくどくとざわめいていた。

　地面がぐらりと揺ゆれる。竹林がざわざわと不安を煽あおる音を立てた。瑞芳は必死で傷を押さえ込む。獅燎がひとつ、大きく咆ほう哮こうした。

『窮奇のやろう、瑞芳の血の匂いを嗅かぎつけやがった』

　ガウッ、ガゥ！　と桃乙が威嚇する。獅燎も身を低くした。

　地面に散った竹葉がザザザッと波打つ。

　濃のう厚こうになった異様で不吉な臭気は、十二年前のものと同じだった。それが鼻び腔こうに侵しん入にゆうし、脳を侵おかしてくる。恐きよう怖ふで身体が動かない。十二年前の、あの恐ろしく絶望的な夜が目の前に広がっていく。

「あ……、あ……怖こわい！　いやだ！　炬仁っ、炬仁が連れて行かれ──」

『瑞芳！　奴やつに惑わされるなっ、おれを見ろ！』

「ぅ、う……？　獅燎」

　汗あせの流れる頰ほおに、獅燎が額をすり寄せてくれた。長く柔やわらかな尻尾しつぽで身体を撫でてくれる。

　ふさふさの獣じゆう毛もうを感じた途と端たん、十二年前の幻げん影えいから解き放たれたように身体が動きだす。

「獅燎っ。あいつは、私を食べるために、来た」

『違ちがう。おれが奴を追ってたんだ。今夜この竹林に追い詰つめた。おれがいるのを知って身を潜ひそめてたが、瑞芳の血の匂いに気づいて動きだした。窮奇を討うてば、おれの記憶は蘇そ生せいする』

「なんだ、それ……うそ、だ──」

『噓うそじゃない。西王母がおれに出した条件だ。窮奇を泰タイ山シヤンへ還かえせと。そうすれば記憶を与あたえると言った』

　混乱の大波が何度も押し寄せてくる。なにひとつ理解できないうちに、獅燎の背に乗せられた。

『父上っ、下からきます！』

　桃乙が叫さけぶ。地面が割れて、そこから黒い大だい蛇じやのようなものが何本もあらわれる。

　しかしそれは窮奇ではない。窮奇に取り込まれた下等妖魔たちだった。二頭の霊獣は同時に飛び上がる。

『窮奇を見るな。おれの鬣たてがみに顔を埋うめとけ。あいつの無念ごと、おれが窮奇を食ってやる！』

　その力強い言葉に、混乱と恐怖が薄うすくなっていく。

　あいつとは、炬仁のことだ。

　獅燎はまだ記憶を取り戻していない。それでも、窮奇がかつての己を死へ追いやったと、直感的にわかっているように聞こえた。

　瑞芳を残して現うつし世を去ることは、どれほど悔くやしかっただろう。

　瑞芳は炬仁を喪うしなったことばかりを嘆なげいて、彼自身の思いを慮おもんぱかるまでに至れていなかった。

　でも今ようやく炬仁の無念を理解する。獅燎の言葉が気づかせてくれた。

　窮奇は恐おそろしくてしかたない。でも獅燎の言う通り、絶望に陥おちいる必要はどこにもなかった。

　瑞芳は、獅燎が必ず窮奇を討つという希望だけを抱く。

『父上！　窮奇が出てきます！』

『桃乙はまわりの下等妖魔を討てっ。絶対に奴に捕つかまるな！』

「大きい……！」

　地中から窮奇が姿をあらわす。

　恐ろしいけれど、獅燎がいるから逃にげずに直視することができた。瑞芳は、こんなにも膨ぼう張ちようした妖魔を見たことがない。必要以上に人間や家か畜ちくを摂せつ取しゆし、妖魔を吸収しすぎている。

　それでも獅燎は窮奇を食べ尽つくすつもりでいた。真正面から飛びかかり、その真っ赤な眼球や、膨ふくらんだ腹を食い千切って咀そ嚼しやくする。

　ギィァ──という不気味な声をあげ、窮奇が暴れだす。癒ゆ着ちやくしている大蛇が地を這はう。桃乙は俊しゆん敏びんに飛び跳はね、その首を嚙かみ千切っていった。

　窮奇が大おお鎌がまのような爪つめを振ふりまわす。高速のそれは明らかに瑞芳だけを狙ねらっていた。獅燎が大鎌を、鋭するどい牙きばで受け止めて嚙み砕くだく。窮奇の凶悪さは十二年前と変わらないのに、さほど恐ろしく感じないのは、獅燎があまりにも強すぎるからだった。

　蒼獅子の猛もう攻こうを受け、窮奇の巨きよ体たいが崩くずれ落ちていく。ひどく嫌いやな予感がする。このまま窮奇が死んだら、獅燎の記き憶おくが戻らないような気がした。

「獅燎っ、西王母さまは、まちがいなく〝泰山へ還せ〟と言ったか？」

『そうだ、還せと言っていた。なんの関係がある!?』

「それなら、殺してはだめだ！　食べてもいけない。魂たましいを……妖魔の首に埋まってる、青黒い塊かたまりを抜ぬき取ってくれ。それを泰山へ送る……頼たのむ、これは霊獣にしかできないっ」

　言い終わらないうちに獅燎は窮奇の首に食くらいつく。妖魔は暴れまわり、瑞芳は振り落とされないように必死で獅燎の鬣にしがみついた。

「桃乙！　できるか？　無理はしないでくれ」

『だいじょうぶ！　先生の言うとおりやる！』

　非常に聡さとい蒼獅子の仔こは、地を這う大蛇の首に嚙みつき、青黒い塊を捜さがす。

　やがて瑞芳は、窮奇の魂を見る。

　獅燎にくわえられた、凶悪で禍まが々まがしい妖魔の魂は、悲しく美しく輝かがやいていた。

　桃乙も下等妖魔の魂を見つけ出す。本能に植えつけられているのだろうか、二頭の霊獣は同時に妖魔の魂を天へと投げた。

「──綺き麗れい、だ……」

　魂は光を失うことなく、青い流星のようになって、泰山へと還っていく。

　それは言葉にしてしまうほどに、本当に美しい風景だった。

　怨おん念ねんと憎ぞう悪おでできた妖魔の魂も、泰山に辿たどり着くことさえできれば、いつかきっと人間として転生も叶かなう。そう思うと、青く美しい流星が涙なみだでぼやけて見えなくなった。

『瑞芳っ、だめだ、落ちるなっ、つかまってろ！』

　獅燎の声が遠くから聞こえる。多量の出血に加えて濃こい臭気を吸った瑞芳は、安あん堵どに包まれながら意識を手放していく。

　触ふれている獣毛の感かん触しよくが消えた。落下する瑞芳を抱だきとめてくれたのは獣けものの巨きよ軀くではない。二本の逞たくましい腕うでだ。

「瑞芳！」

「あ……。おまえさま、は──」

　目の前が真っ暗になる直前に見えたのは、人間に変容した、愛いとしい蒼獅子の姿だった。







　大きな手が、瑞芳の短い黒くろ髪かみを繰くり返し梳すいてくる。

　それは力強いけれど乱暴ではない。優やさしささえ感じられる。懐なつかしいその手に導かれて、瑞芳はゆっくりとまぶたを開いた。

　青い瞳ひとみがのぞき込んでくる。銀と琥こ珀はくが混ざったような美しい髪かみが、さらさらと流れ落ちてきた。

「獅燎」

　長い髪には綺麗な飾かざり編みと、そして獅子の耳がある。誰だれよりも立派な体たい軀くと、それを包む黒色の龍ロン袍パオ。

　目覚めたばかりで意識は曖あい昧まいなのに、不思議とよくわかる。宮きゆう廷ていで会った彼も、まちがいなく獅燎だった。勝手に疑って落ち込んだ自分が可笑おかしくなる。

　そして今が夢ではないこともちゃんとわかっていた。嬉うれしくなって、瑞芳はふふっと笑う。

「瑞芳？　どこか痛くないか。頭や腕や、肺とか」

「大だい丈じよう夫ぶだ……ぼうっとしてるけど、痛いところはないよ。ありがとう」

　横たわっているのはいつもの寝しん台だいで、無事に屋や敷しきへ戻もどってこられたと知った。

　獅燎のことだから、瑞芳が目を覚ました途端にやめてしまうと思ったけれど、変わらず髪を梳いてくれた。まぶたを軽く閉じ、心地ここちいいその感触を追いながら訊たずねる。

「桃乙は、どうしてる？」

「寝ねてる。あいつは今夜だけで二十近くの妖よう魔まの魂を泰山へ送ったからな。かなり疲つかれているはずだ」

「桃乙がそんなに多く？　すごいな……」

「霊れい獣じゆうは、記憶を取り戻すための条件を西王母から言い渡わたされるんだ。条件はそれぞれ違う。秘ひ匿とくの掟おきてはないが、おれたちは口外したくない。本能がそうさせる。……桃乙が西王母から与えられた条件は、三百の妖魔の魂を泰山へ還すことだ。おれも今夜知った」

「口外したくないものなんだね。たしかに大切なことだものな。むやみに訊ねなくてよかった。でも、霊獣によって記憶を取り戻せる条件が違うとは、思いも、しなかっ……」

　そこまでつぶやいて、がばっと跳ね起きた。寝台に腰こしかける獅燎が物もの凄すごくびっくりする。

　跳ね起きた勢いのまま、その逞しい脚あしに乗り上げてしまった。

「獅燎はっ？　おまえさまの、記憶は」

　祈いのるように訊ねると、獅燎は今にも泣きそうな表情になったと思う。すぐに抱き寄せられたから、ちゃんと見えなかった。

　獅燎はきっと、順序立てて話そうとしていたに違いない。でも瑞芳が必死で縋すがりついてしまったから、獅燎もまた堪こらえていたものを吐はき出すように言った。

「許してくれ瑞芳っ。おれはあの夜、離はなれるのはほんの少しだけだとおまえに約束した。それなのに──、許してくれ……すぐに瑞芳のところへ帰るはずだったんだ」

　滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき抱いだかれる。自分の骨の軋きしむ音が聞こえた。

　強きよう烈れつな悔かい悟ごを宿すその言葉は、まちがいなく炬仁のもの──頭と心がそう受け止めたとき、瑞芳は、わぁ、と声をあげて泣いた。

「夢じゃない……、夢じゃない、炬仁っ」

　証明できるものがなにもなくても、強く惹ひかれた獅燎が炬仁の生まれ変わりだと、瑞芳だけは信じていた。それが現実とわかったこの瞬しゆん間かんに、瑞芳が感じたのは抱かかえきれない喜びと大いなる畏い怖ふだった。

　強大な奇き跡せきが怖こわくなる。震ふるえる身体からだを炬仁が抱きしめてくる。

「おれは、忘れるはずがないと思ってた。忘ぼう却きやくは免まぬかれないと知らされても、おれは必ず瑞芳を記憶したまま霊獣に成ってみせると……でもだめだった。許してくれ」

　炬仁の想おもいが強いほどに、その無念は計り知れないものになる。十四歳の少年みたいになって、瑞芳はひとしきり泣いた。

　炬仁を喪ったあの夜から、瑞芳の時間は止まったままだった。どうにか大人になり、耐たえられない悲しみから自分の心を守るために、感情を曖昧にする方法を覚えても、ふとした拍ひよう子しに炬仁を追って泰山へ行きたくなる。

　炬仁の夢を見るたび、自分のせいで死なせてしまったことを、何百回、何千回と詫わびてきた。

「炬仁、あ、ありがと……帰ってきて、くれて」

　でも夢とは違ちがう。炬仁を目の前にした瑞芳の唇くちびるから自然とこぼれ落ちたのは、謝罪ではなく感謝の言葉だった。

「記憶を失なくしても、ちゃんと帰ってきてくれて、ありがとう……」

　嗚お咽えつしながら懸けん命めいに伝えると、炬仁は安堵したみたいに笑う。

　謝罪ではなく、瑞芳の感謝の言葉によって、炬仁が過ごした後こう悔かいと無念の百年は報むくわれた。

　泣いているような笑え顔がおが、それを瑞芳に教えてくれる。

　話したいことは山ほどあるのに、夢みたいな奇跡を前に、二人とも言葉が出せなくなってしまった。だからしばらく黙だまって抱き合った。広い背を撫なでたり、髪を梳かれたりして、その感触が幻まぼろしではないことを何度も確かめ合う。

　逞しい腕で強く抱きしめられたら、これまで感じたことのない幸福と、甘くて温かなものが心に満ちてくる。炬仁の存在を頰ほおや掌てのひらで感じると、それだけで十二年間の悲しみが吹ふき飛ぶようだった。

　炬仁も同じであってくれたら本当に嬉しい。そう願いながら、厚い胸むな板いたに顔をうずめて、彼が纏まとう龍袍のいい匂においを思いきり吸い込む。炬仁は瑞芳の首筋の匂いをすんすんと嗅かぎ、ごろ、と喉のどを鳴らした。

「あ……。今、喉が鳴ったね」

「鳴ってないな。人の姿なのに鳴るわけがないだろ」

「鳴ったよ。人のときでも鳴るものだと桃乙が教えてくれた」

「ちびめ……」

　そうしてようやく抱ほう擁ようをとき、ふふ、と笑い合う。もうなんでも嬉しかった。

　瞳ひとみはまだ涙なみだで濡ぬれているけれど、笑顔で炬仁を見つめる。炬仁は眦まなじりに残る雫しずくを優やさしく拭ぬぐってくれた。

「炬仁」

　力強い体たい軀くと端たん整せいな顔立ちは昔のままに、今は綺き麗れいな青い瞳が輝かがやく。神秘的な色の髪かみと獅し子しの耳。長くてふわふわの尻尾しつぽ。薄うすい唇くちびるからのぞく牙きばさえ愛いとしい。

　炬仁は、幻げん夢むを纏まとう霊れい獣じゆう──この美しく強きよう[image: 靭]じんな姿を異形と恐おそれる者がいるのだろうか。瑞芳は胸むねが苦しくなるほど強く惹ひかれてしかたなかった。

「炬仁、聞いて……私は霊獣に憧あこがれるばかりで、厳げん酷こくな宿命を負わされているとは知らなかったんだ。百年の苦痛を耐たえ抜いて転生しても、大切な人は亡くなってしまっている。その人を憶おぼえていることも許されないなんて、失うものがあまりにも多いと……。でも違ちがっていた。失うだけじゃない。強くて美しい霊獣たちは、奇き跡せきを起こす素す晴ばらしい力を持っているんだね。いや、霊獣の存在が奇跡そのもの……」

「霊獣の力の源は、西王母の強大な神しん仙せんの力だ。魂たましいになって泰山へ行ったとき、人間に転生できるのは数千年後だと彼女から聞かされた。それに比べれば百年の苦痛と記憶の消失など遥はるかに易やすい。瑞芳のもとへ早く帰る方法を、西王母が与えてくれたんだ」

「うん、そうだね。西王母さまが御自身の大切な使いに、つらくて悲しいことだけをお与えになるはずがないものな。……でも、私は炬仁が霊獣に成って帰ってきてくれたと信じていたけど、ひとつだけ、わからないことがあって──」

　瑞芳が毎日のように炬仁を想って過ごした十二年と、炬仁が仙桃の中で蒼獅子に成った百年とでは、歳さい月げつに大きな差がある。本来なら瑞芳は寿命を迎え、再会は叶っていない。

　でも今、二人はこうして触れ合えている。どんな素晴らしい霊力を使ってくれたのかと訊たずねると、炬仁はほんの少し笑って言った。

「ここと仙界とでは時間の流れかたが違うんだ。おれが仙界で過ごした百年というのは、人間界では十年になる」

「えっ……!?」

　考えつくこともできなかったその事実に瑞芳は驚く。炬仁が話して聞かせてくれる神仙の世界は、ひとつひとつが夢のようだった。

「そう、だったのか……。仙界にまつわる文ぶん献けんは多くあるけど、時の流れの違いに触れてるものは読んだことがないよ。昔の賢けん者じやたちも想像できなかったのかもしれない」

「そうだな。たとえ考えられても、真実と証明することはできない。──おれは百年が過ぎて仙桃から出たとき、そのまま人間界へ行ったんだ。妖よう魔まを多く食って一年で成獣になり、そのあとの一年は両方の世界を行き来しながら窮奇を捜さがしていた」

　神仙の世界と人の世、ふたつの世界は時間の経過が異なる。その不思議な真実に瑞芳は胸を高鳴らせた。仙界で百年に及ぶ重苦を耐え抜いた炬仁の口で語られるからこそ、心から信じられる。

　そう思いながらも驚きよう愕がくで涙が吹き飛んだ。ぱちぱちとまばたきをする瑞芳に炬仁は微笑ほほえむ。

「時の流れが違うことに、おれは感謝してる。同じだったら瑞芳には二度と会えてない。おまえのもとへ戻もどれないなら、百年かけて霊獣に成ったって、なんの意味もなかった。いや、おれは霊獣には成れてなかっただろう。途と方ほうもない後こう悔かいに耐えられなくて魂が消滅してたはずだ」

「……うん、うん。本当だね、炬仁の言う通りだ」

　喜びと感謝でいっぱいの瑞芳には、時の流れが異なることさえ奇跡に感じられた。

　炬仁が微笑んでくれるだけでまた嬉うれしくなる。左手で彼の袖そでをぎゅっと握にぎると、青い瞳がそこを見つめてきた。

「窮奇の傷だけ消えてないな。なぜだろう。治ち癒ゆの霊力はたしかに働いたんだが」

　炬仁は優しく左ひだり腕うでを取り、うっすらと残る傷に口づけてくる。獅子の耳がせわしなく動いていた。

「いつまでも忘れずにいろ、ということではないかな。炬仁が起こしてくれた奇跡も、窮奇の恐おそろしさや妖魔たちの悲しさも全部……」

「それならおれに傷を残せばいいのに、西王母の奴やつ」

　炬仁はぶつぶつ言いながら寝台に胡坐あぐらをかき、瑞芳を抱き直して脚の上に座らせる。

　最高位の仙せん女によであり、今は主あるじでもある西王母に向かって物申すことができるのは炬仁くらいだと思う。瑞芳は苦く笑しようしつつ訊ねた。

「西王母さまは、どのような御お方かただ？　やはり絶世の美女なのか？」

「それはもう。恐ろしく美人だ。瑞芳の言う通り、あれは生身の人間が見たら目が潰つぶれる。──でも、瑞芳のほうが美しい」

「へ、っ……？」

　憧あこがれてやまない西王母について詳くわしく訊ねようとしたのに、炬仁が妙みようなことを言いだしてびっくりする。腰にまわされている両腕に、ぐっと力が込められた。

「瑞芳は綺き麗れいになった」

　恥はずかしげもなく口にする炬仁は、熱の籠こもった青い瞳で見つめてくる。綺麗などと言われても男である瑞芳には返しようがないのに、なぜか頰が熱くなってしまった。

　誰かを愛めでることも、もちろん誰かに愛でられることとも無む縁えんの日々を送ってきた瑞芳は、調子を大おお幅はばに狂くるわされる。

「い、いや……獅燎は私のことを『ひょろっとした奴』と言っていたよ……」

「細いのは昔からだろ。瑞芳が綺麗になったのは、おれと暮らすようになってからだ。記き憶おくがない蒼獅子との情交で色気がつくとはどういうことだろうな？　よくわからんが妬やけてくる」

「炬仁っ！」

　裏返った声で叫さけびながら炬仁の口を手で塞ふさいだ。

　なにをするにも躊ちゆう躇ちよはなく、その言葉は直ちよく截せつ──炬仁は昔から、瑞芳が時折困ってしまうくらいにまっすぐな人だった。今の発言はどうしようもなく恥ずかしいけれど、この感覚さえ懐なつかしく思える。獅燎もまったく同じだ。行動や言葉に迷いがない。

　でも、それならどうして今日の宮きゆう廷ていであのような態度を見せたのだろう。すぐに駆かけ寄ってきて「なにをやってるんだ」くらいは言いそうなものなのに。

「瑞芳」

「な、なに……？　あ、そうだ……その、おまえさまに訊ねたいことが」

　手で塞ふさいでいるのに、炬仁はかまわず口を動かし、じり、じり、と顔を寄せてくる。その動きは獲え物ものを捕とらえるときの獣けものに少し似ている。寄ってくる分、身体を引きながら、口を押さえている手を放して訊きいた。

「今日……炬仁は宮廷にいたね。なぜ大勢の前で人の姿を？　本当に、とても驚おどろいた」

「うん？　ああ……あれは、瑞芳が妖よう魔まを食べるなと言うから耐えていたんだ。そしたら宮廷に行く羽目になった」

「どういうことだろう？」

「おれが妖魔を食うのをおまえが嫌いやがるから、食わずに狩かるだけにしようと思った。でも霊獣のままだと、どうしても食い尽つくしたくなる。だから人間に変容したんだ。この姿だと食いたい衝しよう動どうが少しは抑おさえられる。人間たちの前に出れば、さらに抑えが利きく。人の格好で妖魔に嚙かみつくわけにもいかないから、刀とう剣けんや弓矢で片かたっ端ぱしから討うっていったんだ。そしたら妙な噂うわさになった」

「私はその噂を聞いたよ。国境付近にあらわれた、獅子のように強い男、という……」

「国境など行ってない。瑞芳から離れるわけがないだろう。おれはずっと、瑞芳と窮奇のあいだにいた。少しずつ距きよ離りを詰つめて、今夜あいつをあの竹林に追い込んだ」

　瞬またたく間に広まった噂はいい加減なもので、誇こ張ちようもされたのだろう。

　あとは高等官かん吏りから聞いた通りだった。妖魔討とう伐ばつ隊の入隊を拒きよ否ひした炬仁は皇こう帝ていの希望を聞き、討った妖魔を宮廷へ運んでいた。

「あのとき目が合ったのに、どうして立ち去ったんだ？　私は声をかけたよ。でも炬仁は……、おまえさまは、まるで他人のような雰ふん囲い気きをしていて……」

　蒸むし返す必要はないとわかっていても、訊かずにはいられなかった。

　胡坐の上に瑞芳を座らせ、優やさしく抱だく炬仁とは別人のように、宮廷での態度は冷れい淡たんで無関心を極きわめていた。今、思い出しても寂さびしくなる。

　少し気落ちする瑞芳の前で、炬仁はすっと目を細くした。獅子の耳がピンと立つ。

「あれはおまえが悪い。余所よその男とくっついてるからだ」

「えっ」

　思いもよらない返事に、瑞芳はまたびっくりしてしまう。炬仁も宮廷で会ったときのことを思い出したのだろうか、人の姿でも目立っている牙きばを、ぎり、と鳴らす。

「おまえが妖魔を食うなと言うから、人の姿になってまで我が慢まんしてたんだ。宮廷に死し骸がいを運ぶ羽目にもなった。解げせんことをやらされていらいらしてるのに、おまえが男と並んで立ってた。腹が立つ。それでもおれは、おまえが悲しむだろうと思って立ち去ることを選んだ。本当なら霊れい獣じゆうに戻もどってあの男を嚙み千切ってる」

「………」

　低い声で言い立てられて、返す言葉が見つけられない。あの冷淡な態度が嫉しつ妬とによるものとは思いもしなかった。戸と惑まどう瑞芳を見た炬仁は、声をほんの少し和やわらげる。

「おれにしとけと言った。瑞芳もうなずいただろう。だったら余所の男と過ごしたりするな」

「うん……、すまなかった。もうしないよ」

　素直に謝ると、炬仁は衝動に駆られたみたいに額を強く重ね合わせてきた。

　うなじに大きな手がまわってくる。でも乱暴ではない。もう苛いら立だっていないことも、よくわかる。怒おこってはいないけれど、どこか苦しそうにする炬仁は、まぶたを伏ふせて言った。

「おれだけにしとけ。これから先もずっと──十二年前の夜におれが言ったことを、瑞芳は忘れたか？」

「……忘れてなどないっ」

　躍やつ起きになって返事をする。炬仁はなぜ不安げに訊たずねるのだろう。

　瑞芳は懐ふところから紫し紺こん色の飾かざり紐ひもを取り出した。そうしてどれほど炬仁の言葉だけを大切にしてきたかを訴うつたえる。

「私はその言葉を縁よすがにして生きてきたんだよ。炬仁の言葉をずっと守ってきた。この飾り紐だって、おまえさまがいないあいだは持っておくよう言ってくれたから、片時も放さなかった」

　額を触ふれ合わせている炬仁の、肩かたを伝う髪かみに手を伸のばす。彼は色が変わってしまったことを嘆なげいていたけれど、淡あわい琥こ珀はく色いろに輝かがやく髪は本当に美しい。

　夢の中で獅燎の髪に結ゆった飾り紐を、今度こそ炬仁の髪に結ぶ。間近に迫せまる天てん藍らん石せきの瞳ひとみが瑞芳をとらえてくる。

「瑞芳。おれだけにしとけ。返事をしろ。聞かせてくれ」

「うん。ずっと炬仁だけだよ。今までも、これから先もずっと。私には、おまえさまだけ」

　心からの言葉が、最後まで伝わったか心配になる。深く口づけられて、炬仁の唇くちびるに夢中になってしまったから、わからなかった。

「ん、っ……ぅ」

　舌を激しくからみ合わせたあと、十二年前と同じ触れるだけの口づけを繰くり返す。そうしてほしいと願ったのが伝わったみたいだった。唾だ液えきに濡ぬれた唇で撫なで合って、互たがいに名残なごり惜おしく思いながらゆっくりと唇を離はなす。

「瑞芳。聞いてもらいたいことがある」

　炬仁は穏おだやかな表情で、でも力強く言った。胡坐の上に座らせた瑞芳を抱き直す。

　長い尻尾しつぽが一度だけ揺ゆれて、獅子の耳がピンと立つ。

「炬仁のことなら、どんな些さ細さいなことでも知りたいよ。聞かせてほしい」

　身体からだに触れてきた尻尾の先をそっと握にぎる。炬仁は「上手うまく伝えられないかもしれないが」と少しだけ苦笑したあと、話しはじめた。

「ありがとう、瑞芳。おれは瑞芳のおかげで記憶を取り戻せた。瑞芳の助言がなかったら、窮奇を食い殺してた。そうなれば、おれは西王母の〝泰山へ還かえせ〟という命を果たせずに、記憶がないまま何百年も生きることになる。瑞芳のそばにいると決めていたが、大事なおまえのことは思い出せないままだった」

　炬仁が、言葉をひとつずつ選んで話しているのがよくわかる。瑞芳は黙だまって耳を傾かたむけた。

「おれは炬仁の記憶をすべて持ってる。炬仁はおまえだけを愛している。それは今までも、これから先、何百年経たっても変わらない」

　炬仁の言葉に躊躇はない。彼はいつでもまっすぐで、想おもいをきちんと伝えてくれる。

　だから瑞芳も気き恥はずかしさを追いやることができた。青い瞳を見つめて言う。

「炬仁。私も、炬仁だけを想ってる……」

　言葉にすれば、熱い想いが胸にいっそう広がっていく。

　銀糸を琥こ珀はくで染めたような、神秘的な色の髪。そこに揺れる紫紺色の飾り紐。煌きらめく金こん剛ごう石せきと瑪め瑙のう。触れたくなって手を伸ばす。

　その手を取られ、厚い胸むな板いたにあてられた。

「でもおれは人間を棄すて、獣の道に堕おちた身だ。この人間の身体は仮かり初そめのもの。霊れい力りよくでつなぎ合わせた、ただの肉につ塊かいに過ぎない。獣の道に堕ちたら二度と人間には戻れない。おれは炬仁を棄てたんだ。だから──」

「──獅シー燎リヤオ。おまえさまは、獅燎だね」

　思いを汲くみ取って言葉をつなぐと、炬仁は青玉みたいな瞳を輝かせた。しかし綺き麗れいな瞳の奥にほんのわずかの悲しさがあることを瑞芳は見み逃のがさない。

「そうだ。……自分の中の感覚を言葉にするのが難しい。おれはまちがいなく炬仁で、記憶もある……さっきは獅燎とおまえが情を交かわしていることに嫉妬した。でも炬仁と呼ばれると、どうしてか違い和わ感かんがある」

「それはきっと……仙せん桃とうの中で、炬仁の魂たましいが獅燎として、新たに創つくられたからだね」

　だから瑞芳の目の前でうなずく彼は、獅燎だ。

　炬仁の心と記き憶おくを持っている、獅燎という名の魂──そう理解したから、瑞芳はもう彼を炬仁と呼ぶことはできない。

　炬仁と呼べなくてもかまわないと言えば、それは噓うそになる。しかし瑞芳が抱く寂しさとは比べものにならないほどの葛かつ藤とうが、獅燎の中にあるのだろう。

　青い瞳と豊かな鬣たてがみ。青磁色の身体に白の牡ぼ丹たん唐から草くさ模も様よう。長く綺麗な尻尾、鋭するどい牙。

　蒼ツアン獅シー子ズーを形づくるそのひとつひとつが、瑞芳はたまらなく好きだった。でも、己おのれの意思で人の身を棄てることがどれほど厳げん酷こくであるかは、獅燎にしかわからない。瑞芳は、獅燎が隠かくしきれていない瞳の奥の悲しさから、彼の痛切を推おし量ることしかできなかった。

「獅燎は、獣けものの道に堕ちた身をまだ憂うれえている？」

「自分で決めたことだ。おれは瑞芳だけを守るために、誓ちかいを果たすために、獣に成ってでも必ず瑞芳のもとへ帰ると決めた。それに、瑞芳は『私も獣の道に堕ちる』と言っただろう。それだけでもう充じゆう分ぶんに救われた」

「うん。あのとき言ったことは噓ではないよ」

　瑞芳の手は、まだ獅燎の胸にあてられたままだった。彼が纏まとう龍ロン袍パオをぎゅっと握りしめる。ずっと触れていた尻尾から手を放し、逞たくましい腕うでに沿える。

「獅燎、ありがとう」

　瑞芳の心には、炬仁と呼べない少しの寂しさと、獅燎と呼べる大きな喜びがあった。泣きたくなったけれど笑え顔がおで伝える。

「今日やっと二人で誓いを果たせたね。妖よう魔まを泰山へ送る方法を私が見つけて、獅燎が送ってくれる──私はおまえさまを亡なくしたあとも、一いつ瞬しゆんだって誓いを諦あきらめたことはなかったよ。誓いに縋すがって生きてきたようなものだけど……。でも、私も知らない心の奥の奥で、獅燎が奇き跡せきを起こしてくれると強く信じて……わかっていたのかもしれない。だから誓いを諦めようとしなかったんだと思う」

「おれもだ。仙桃の中で苦しんでいるあいだ、何度も瑞芳の声を聞いた。すべて幻げん覚かくのはずなのに、まちがいなく瑞芳の声がしたんだ。『帰ってきてほしい』と。その声が聞けたから、おれは百年の苦痛を耐たえて霊獣に成れた。瑞芳もおれに奇跡を与あたえてくれたんだ。強い想いがあれば、奇跡をつないでいける。これから先もずっと」

　青い瞳の奥に、悲しさはもう見えなかった。幻げん夢むを纏う美しい蒼獅子に心を奪うばわれるのは何度目かわからない。

　強い想いがあれば、奇跡をつないでいける──熱くなった胸に、獅燎の言葉を深く刻み込む。

「獅燎、……これから先もずっと？」

「ああ。ずっとだ」

「うん……嬉うれしい。……あ、っ」

　そのとき身体からだがふわりと浮いて、次の瞬しゆん間かんには寝しん台だいに寝ねかされた。覆おおいかぶさる獅燎の長い髪が、瑞芳の身体にも流れ落ちてくる。

「あ、……」

　首筋や鎖さ骨こつに、いつもと同じ熱い舌を感じた。ふわふわの耳がせわしなく動く。獅子の耳にそっと触ふれると、獅燎はごろごろと喉を大きく鳴らした。しかしそのあと、ウー、と唸うなり、喉が鳴るのを抑おさえ込もうとする。

「……獅燎。おまえさまの、からだ、は」

「うん？」

　首筋から耳じ朶だへ口づけながら上がってきた獅燎が、顔をのぞき込んでくる。蒼獅子の感触に慣れた身体はすぐに熱を持つけれど、瑞芳には心配なことがあった。

「仮かり初そめと、言っていたね。……肉につ塊かいとも。だから、その、感覚など、は──」

　獅燎と瑞芳、二人が触れ合うときにだけ得られる、特別な心地よさや感触がある。

　もしそれが分かち合えなかったら、瑞芳はたまらなくつらい。心配だが伝えにくくて口くち籠ごもっていると、獅燎は察してくれたみたいだった。獅子の耳をピンと立て、整った顔に笑みを浮かべる。

「西王母もそこまで酷こくじゃない。人の姿でも快感はある。勃ぼつ起きもするし射精もする」

「ぼ、っ」

　その直ちよく截せつな言葉に顔が一気に赤くなった。素す直なおに安あん堵どできなくて涙なみだ目めで睨にらむと、獅燎は睨まれる理由がわからないようで、きょとんとした。

「もう少しこう……、遠まわしに言ってもらえたら、助かるんだけどな……」

「遠まわし、とは？　瑞芳を抱だくまでに百年もかかった。これで人の姿では勃たたないなどと言われたら、おれはもう本当にどうにかなってしまうぞ」

「それ、は……、あっ？　獅燎っ？」

　手を取られて下半身へ導かれる。びくっ、と身体が揺ゆれる。衣服越ごしに触れたそれはすでに嵩かさを増し、硬かたくなっていた。

「待って、くれ」

「待たない。放すな。おれが、どれだけ瑞芳が欲しくてそれを耐たえてきたか、おまえ自身で感じろ」

　獅燎の手はなおも動いて、下衣の中へと入っていく。熱の籠もったそこに立つ陰いん茎けいに指が触れたとき、逞たくましい身体が一度だけ揺れた。

「瑞芳、──」

「あ……」

　それは仮初めのものとは思えないほどに熱く脈打っていた。大きく張り出した亀き頭とうと、太い茎くきにくっきりと浮き出た血管。生々しさを帯びるほどに愛しさも込み上げてくる。

　たまらなく恥はずかしいけれど、二人だけの特別な感触を分かち合える喜びが遥はるかに勝まさった。

　恐る恐る撫でれば、太くて硬いそれがびくびくと動いて、夥おびただしい先走りが瑞芳の指を濡ぬらしていく。耳元で、「もっと強くこすってくれ……」と掠かすれた声がした。

　乞こわれるまま手を上下させる。自分でもわかるほどに、その動きはおぼつかない。もどかしいのではないかと心配になり、視線だけを動かして表情を見つめる。獅燎は悩なやましげに眉まゆをひそめて熱い吐と息いきをついていた。

「獅燎……」

　ちゃんと感じてくれている。それが嬉うれしくて、両手で雄を包み、指先にいっそう想おもいを籠こめた。太い茎くきをこすりながら裏側をなぞり、先せん端たんの小孔を優やさしく引っ搔かけば、獅燎は「ハ、ッ……」と耐えるように声を漏もらす。ぞくぞくと肌はだがざわめき、己おのれの茎までもが芯しんを持ちはじめる。

　獅燎は龍ロン袍パオを脱ぬぎ捨てて裸はだかになった。逞しい腰こしを動かし、瑞芳が両手で作った筒つつに硬かたい性器を出し入れする。

　まぶたの半分落ちた瞳ひとみでその様子を見つめた。頰ほおが熱くなり、頭がぼうっとする。熱と汗あせと粘ねん液えきで手の中がとろとろになっていく。

「ん、あ、ぁ」

　大きな手で着物の合わせ目を開かれた。あらわになったふたつの乳ち首くびを同時に捏こねられて、身体からだがぴくんと跳はねる。細やかな快感が肌を伝う。瑞芳は愛いとしい霊れい獣じゆうの陰茎をぎゅうぎゅうと握にぎり、くすぐったくていやらしい感触を堪こらえた。

「瑞芳、っ」

「……あ、ぁっ」

　完全な裸ら体たいにされた瞬しゆん間かん、獅燎が堰せきを切ったように求めだす。瑞芳の脚あしを大きく開き、そこに体たい軀くを沈しずめて、身体じゅうに掌てのひらや舌を這はわせてくる。

　胸むねの突とつ起きを吸われながら屹きつ立りつを撫なでられると、脚のあいだが瞬またたく間に濡れた。茎から漏れた透とう明めいの蜜みつが、陰いん囊のうを伝って後こう孔こうへ流れ落ちる。恥ずかしくてもやめたくない。熱くなった心も身体も、獅燎とひとつになることだけを望んでいる。

　瑞芳はわずかな時間ですら堪えられない。獅燎の百年はどれほど切ないものだっただろう。

「獅燎、獅燎っ──ん、ん……」

　泣きそうになって名を呼ぶと、獅燎はすぐに口づけてくれた。唇くちびるを食はみ合うだけの口づけのあと、奥おくまで入ってきた舌を吸う。互いの唾だ液えきと体液にまみれ、夢中で性器を愛あい撫ぶし合って、淫みだらで幸せな行為に溺おぼれていく。

　やがて獅燎は抱ほう擁ようをほどき、瑞芳の下か肢しへ顔を向ける。片脚を大だい胆たんに持ち上げられて、なにをされるのか知った。

「あ！　獅燎っ、それ、は……だめ、……」

「なぜだ？　蒼獅子のときは舐なめて入れるだろう」

「でも、今は……、あ、──あっ、ぁ」

　獅燎は蒼獅子のときと同じように舌で陰いん囊のうを転がし、後孔をねぶり、そこに舌を入れてくる。

　ぬぷ、ぬぷ、という舌の抽ちゆう挿そうに重なって「あっ、あっ」と甘い声が漏れた。後孔はすぐにほころんで、唾だ液えきに濡れた尻しりがゆらゆらとはしたなく揺ゆれる。

「ん……あ、獅燎、おねがいだから……もう、おまえさまを」

　蒼獅子の舌の感触は優しくて好きだ。でも、瑞芳にはもっと欲しいものがある。

　ふわふわの獅子の耳を撫でながら訴うつたえると、獅燎は脚のあいだから顔を離し、汗を纏まとう瑞芳の身体に覆おおいかぶさってくれた。逞たくましい腰こしに脚をからませる。柔やわらかくなった孔あなに硬かたい亀き頭とうが押しあてられる。

　間近にある端たん整せいな顔には、瑞芳と同じように高こう揚ようと歓かん喜きがあった。

「おれはずっと、この瞬間に焦こがれてた」

「わたし、も──あっ、獅燎、あぁぅ……！」

　ぐりゅ……と粘ねん膜まくの開かれる音がする。

　狭せまい腹の中が、獅燎の長大な性器の形に拡ひろげられていく。苦痛はいっさいない。瑞芳を苛さいなむものは圧あつ迫ぱく感かんだけだった。でもそれは瑞芳の望むものだから、一瞬で喜びに変わる。

　もっと強くてもいい。獅燎が起こしてくれた奇き跡せきを心と身体のすべてで感じていたかった。

「やっ、と……だ。瑞芳、苦しいか？」

「は……、だい、じょうぶ」

「おまえの中は、たまらなくいい──」

　少し恥ずかしくなるくらいに、互いの粘膜はすぐに馴な染じんだ。それを感じた獅燎が腰を大きく揺らし、先端から根元までを抜き差しする。

「ぁ、あ……、ん……ぁ！」

　中を搔きまわされ、鍛きたえられた腹で茎をこすられると、泣きたくなるような快感が込み上げてくる。瑞芳は突かれるたび甘い声を放ち、小刻みに白はく濁だくを漏らした。堪えられなくてみずから腰を振れば、獅燎が唸うなりながら突き上げてくる。

　互いの身体を片腕で抱だき、夢中で唇を重ねた。指と指をからませて、ともに絶頂へと駆かけ上がっていく。

「く……瑞、芳、──っ！」

「は、ぅ……きもち、い──好き、だよ、獅燎……」

　獅燎が歯を食いしばり、腰を震わせて射精する。

　蒼獅子の、百年に及ぶ長く激しい恋れん情じようが身体の奥へ流れ込んでくる。たまらなく気持ちよくて切なくて、おのずと涙がこぼれた。　>>>♥

　瑞芳にはわかる。あの悲しい別れがなければ、二人はほどなく心も身体もつなげていた。

　獅燎も同じ想いを抱いている。言葉にして訊きかなくても、青い炎ほのおのように揺ゆらめく瞳がそう伝えてくれる。

「瑞芳、まだ……おれは、もっとおまえを──」

「ん……、ぅん。私も……」

　瑞芳は離はなれていた十二年を、獅燎は百年という長い歳月を埋うめるように、強く激しく求め合う。東の空が白んでもなお、二人の深い結合がほどかれることはなかった。







　　　　結章







　今こ宵よいも青い流星が光の尾おを引いて、ひとつまたひとつと泰山へ還かえってゆく。

　それは獅シー燎リヤオと桃タオ乙イーによって解放された、多くの妖よう魔またちの魂たましいだ。

　二頭の霊れい獣じゆうの近くにいる瑞ルイ芳フアンは、夜空を見上げて青い星々を見送った。

　そうして今夜も小さな奇き跡せきを起こすために、与えられた役目に徹てつする。

　瑞芳は探しものを再開した。







『霊獣や妖魔に心を傾かたむけてきた瑞芳に相応ふさわしい役目だと思う』──獅燎が丁てい寧ねいに教えてくれたことを思い起こす。

　初めのうちの瑞芳は、獅燎が齎もたらしてくれた大きな奇跡に喜びと感謝でいっぱいだった。しかし、気づきたくないことに気づいてしまい、不安が生じる。不安は日が経たつにつれてどんどん膨ふくらんでいった。

　それは、寿じゆ命みように大おお幅はばな違ちがいがあるということ──。

　獅燎は『何百年も生きる』と言った。このままでは、瑞芳は獅燎を置いて先立つことになってしまう。

　それだけは絶対に嫌いやだった。みずから人間であることを棄すて、百年の苦痛を耐たえ抜いて霊獣に成り、瑞芳のところへ戻もどってきてくれた獅燎。そうしてようやく結ばれた。二度と離れたくなかった。

　長い時を独ひとりで生きさせるなんて絶対にできない。想像するだけで胸むねが張り裂さけそうになり、瑞芳はひどく落らく胆たんした。

　落ち込みながらもどうにか考え出せたことは、自身も霊獣に成る、ということだけだった。しかし獅燎や桃乙のような強きよう[image: 靭]じんさを持っていない己おのれが成れるはずもない。

　不安を一人で抱かかえきれなくなった瑞芳は、すぐに獅燎に相談した。

「私はおまえさまを置いてなんて逝いけない。霊獣には成れないだろうか。この奇跡を失わないためなら、なんでもする」──牡ぼ丹たん唐から草くさ模も様ようが浮うかぶ青磁色の巨きよ軀くに触ふれて、ふわふわの鬣たてがみに顔をうずめ、思いの丈たけを訴うつたえる。

　獅燎は、ごろ、と喉のどを鳴らして、少しだけ笑わらった。大きくてもこもこの身体からだが揺ゆれる。

『霊獣になんか成らなくていい。もっと瑞芳に相応しい方法がある』

「えっ……？　それは、どんな？」

『言っただろう。強い想おもいがあれば、奇跡をつないでいける。これから先もずっと、と──』

　それは獅燎に教えてもらい、瑞芳がいつも心に留めている珠しゆ玉ぎよくの言葉だ。獅燎がその言葉を強く伝えてくることには、ちゃんとした理由があった。

　ただでさえ希少である霊獣。彼らと身も心も結ばれる人間もまた非常に少ない。

　西シー王ワン母ムーは、神しん仙せんの存在と生しよう涯がいをともにする数少ない人間に、ひとつの役目を担になわせるという。

『霊獣と心身をつなげた人間は、西王母から与えられた役目を果たし、毎日ひとつの奇跡を起こす。そうすることによって命が長くなっていく。霊獣とともに生きることで少しずつ霊気を纏まとうようにもなるんだ。──おれたちは、これからも奇跡をつないでいく』







「今夜は見つけられないかな……」

　さまよう魂を、妖魔に成り下がる前に泰山へと導く──それが、獅燎と深く結ばれた瑞芳が西王母から与えられた役目であり、瑞芳が起こせる唯一の奇跡だった。

　人間の魂を探す瑞芳の手には、美しい意い匠しようの施ほどこされた提ちよう灯ちんがある。中には獅燎が作り出してくれた青い火か焰えんが揺れる。最初はうっすらとしか見えなかったそれは、毎日小さな奇跡を起こすうちに鮮せん明めいに見えるようになった。

「あ。いた……。──ねえ、おまえさま、こちらへおいで……」

　さまよう魂を見つけることは、やはりそう簡単にはいかない。今日は夕ゆう陽ひが沈しずむ前からずっと探しつづけて、深夜になってようやく見つけることができた。現うつし世をさまよう魂は寂さびしさを抱かかえていて、蒼ツアン獅シー子ズーの力強い灯ともし火びに吸い寄せられるようにやってくる。

　心こころ許もとなげに揺れる魂を掌てのひらで包んだ。人間の魂というものは皆みな、春の夜気のように清らかで冷たい。

「悲しいことがあったんだね。でも、さまよってはいけないよ。あの青い流星群についていくんだ。そうすれば必ず泰山へ辿り着けるよ」

　掌で温めながらゆっくりと語りかけると、魂たちは決まって瑞芳のまわりを一周した。礼を伝えてくれているようだった。そうして青い流星群を追い、泰山へ向かって飛んで行く。

「どうか気をつけて。もう迷わないようにね」

　青く煌きらめく提灯を掲かかげながら魂を見送る。瑞芳は、さまよう魂を妖魔にさせないという小さな奇跡を、毎日ひとつずつ重ねていった。

　見上げた夜空にはいつもより多くの流星が輝かがやく。その理由を瑞芳は察知していた。獅燎と桃乙のいる場所へ歩いていく。

「今夜あたりかな……」

　三百の妖魔の魂を泰山へ還す──桃乙の記き憶おくを取り戻もどす条件を知ってから、彼は毎日のように魂を幾いくつ還したかを教えてくれるようになった。一昨夜は二百七十二個目、昨夜は二百八十三個目だったから、早ければ今夜にも三百に到とう達たつする。

『先生ー！　せんせーっ！』

「あ、桃乙。どう──」

　茂しげみを抜ぬけると、桃乙が元気よく駆かけてくるのが見えた。

　いつものように容よう赦しやなく、どすっと胸に飛び込んでくる。どうだったかを訊たずねるより先に、尻尾しつぽを激しく振ふりながら教えてくれた。

『先生、聞いて！　ぼくが人間だったときの名前は、連リヤン翼イーというの』

「そうか……！　よかった、本当によかった、桃乙……」

　その一言で、桃乙が無事に記憶の蘇そ生せいを果たせたことを知る。桃乙のあとをゆっくりと歩いてきた獅燎も、誇ほこらしげな表情をしていた。瑞芳はたまらなく嬉うれしくて、桃乙を力いっぱい抱だきしめる。

「連翼……とってもいい名だ。その名をくれた人が、桃乙の大切な人なんだね」

『ウン。ぼくの大切な人は緋フエイ香シヤンっていうんだよ。──ぼく、本当に全部思い出した。ぼくは生まれてすぐに捨てられちゃったんだ。弱りきって死にかけてたけど、そのとき緋香が助けてくれて、お父さんになってくれた。緋香はまだ十六歳だったのに、ぼくを守って、育てようとしてくれたよ。でもぼく弱ってたから、そのまま死んじゃって』

「……すまない、桃乙。とてもつらいことを話させてしまった」

『ぼく、へっちゃらだよ！　ほんとは死んじゃったから緋香にはもう会えないんだ。でも、がんばって霊獣になったから会いに行ける。それも、緋香より強く大きくなって会えるんだよ。ぼく、緋香を守れるんだ。うれしいー。早く会いに行きたいな』

　桃乙は日ごと身体からだを大きくしていく。ここに来たとき片手で抱だけていた蒼獅子の仔こは、今はもう両りよう腕うでを使わないと抱き上げられない。

　桃乙は瑞芳の腕の中からおりると、尻尾を振りながら獅燎の脚あしにくっついた。

『父上、ぼくはいつ緋香のところへ行けますか？　あした？』

　桃乙は記憶を取り戻しても変わらず獅燎を『父上』と呼んだ。獅燎もそれでいいと思っているようで、笑いながら答える。

『早く会いに行きたい気持ちはよくわかるが、成せい獣じゆうになるまで待て。桃乙なら一年もしないうちに成獣になれる。それまでにもっと力をつけろ。大切な養父を守り抜けるように』

『はいっ』

　桃乙の成長と、そう遠くない旅立ちの日に、瑞芳は寂しさと大きな喜びを感じる。

　否いな、今は少し、寂しいほうが強いかもしれない。それを察知したのだろうか、獅燎が長く綺き麗れいな尻尾で抱き寄せてくれた。

　瑞芳は桃乙の被ひ毛もうを撫なで、獅燎のふわふわの鬣たてがみに頰ほおを寄せる。

「強い想おもいがあれば、奇跡をつないでいける……そうだね、獅燎」

『そうだ。これから先もずっとな』

「うん」

　桃乙の養父は瑞芳と同じように、強大な奇跡に慄おののき、感謝するに違ちがいない。

　霊獣と人間は心と身体を結び合う。獅燎たちは妖魔の魂を泰山へ送り、瑞芳たちはさまよう人間の魂を泰山へと導く。

　そうして奇跡を連綿とつないでいく。強く心に誓ちかって、瑞芳は愛いとしい蒼獅子の鬣にそっと口づけた。







　あとがき







　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『蒼あお獅じ子しと百年の恋こい』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　三年ぶりの中ちゆう華か風ふうファンタジーになりました。西シー王ワン母ムーと仙せん桃とうの神話は以前から気になっていましたので、今作で触ふれることができて嬉うれしかったです。

　唐から獅じ子しも書くことが叶かないました。豊かでふわふわの鬣たてがみがありますし、尻尾しつぽもふさふさですし、脚あしにまで獣じゆう毛もうがあります。もしかして唐獅子ってモフモフの王さまなのでは……？　と思っています。




　中華風の雰ふん囲い気きが出せたらいいなぁと思い、キャラクター名や固有名詞などの表記は、中国語の発音に寄せました。でも、自分で決めておきながら読みかたをまちがえたり、「えーと、なんて発音するんだったっけ？」と迷ってばかりでした。本当に難しいですね……。

　攻せめは獅燎（シーリャオ）、受うけは瑞芳（ルイファン）と言います。

　瑞芳には、炬仁（ジュレン）という名前の幼おさな馴な染じみがいました。

　ちびっこの名前は桃乙（タオイー）と読みます。

「火＝強い」というイメージを持っていますので、攻の名前には火偏へんの漢字を使いました。

　獅シー燎リヤオの「燎」と、炬ジユ仁レンの「炬」は、どちらも「かがりび」を表しています。

　瑞ルイ芳フアンが恐おそれる真まっ暗くら闇やみを力強く照らし、遠くへ追いやってくれる篝かがり火び……という意味を込めて名前を考えたのですが、本編に入れられず、こちらにそっと残させていただきますね。




　その獅燎ですが、鈴すず倉くら温はる先生が描えがいてくださった彼はとてつもなく格好いいです。美び丈じよう夫ふとは彼のことを言うのだなぁと、キャラクターラフを拝見しながら思っていました。

　瑞芳も素敵です。私は個性の強い受も好きですが、瑞芳のような飾かざり気けのない受も、すごく好きです。なんだろう、とっても安心できる……。

　桃タオ乙イーもたまりません！　カバーイラストを拝見した瞬しゆん間かん「あーっ、桃乙がいる～」と声に出してしまいました。獅燎と瑞芳、そして可愛い桃乙のイラストがなければ、今作は書き終えることができていなかったと思います。鈴倉先生、本当にありがとうございました。

　また、今作を進めるにあたり、編集部さまをはじめ多くの方々に大変なご迷めい惑わくをおかけしました。誠に申し訳ございません。

　特に担当Ｉさまには、はじめましてのご挨あい拶さつもそこそこに、余計な仕事を大量に増やすという最悪のことをしてしまいました……精進して挽ばん回かいいたします。




　そして読者の皆みなさまへ、ここまで読んでくださり、本当にありがとうございます。

　お手に取っていただくころは、もう師走しわすです。（も、ものすごく早いですね……。）

　寒さも日々増す季節となりますので、どうぞお身体からだを大切になさってください。

　獅燎のモフモフや、元気な桃乙のモフモフが、忙いそがしく過ごされる日々の中の癒いやしになることを願っております。








二〇一六年　十月　　　鴇　六連

http://tokimutsura.blog.fc2.com/


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト／鈴倉 温

デザイン／高津深春（CoCo.Design）










蒼あお獅じ子しと百ひやく年ねんの恋こい








鴇とき 六む連つら





[image: ]





平成28年12月1日　発行





(C)Mutsura Toki 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『蒼獅子と百年の恋』

平成28年12月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/image/cover.jpg
TOKI MUTSURA

8 (&

AIlNLE—E





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p119.jpg





item/image/rubygallery-001.jpg





item/image/p147.jpg





item/image/gaiji-cid7971-m-v.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		蒼獅子と百年の恋



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p179.jpg





item/image/k001.jpg
v
[LATD- & 1P o oW it ——] ,
Do 1, A ?:Eim‘\l,'f: BN TENEN S IR






item/image/p019.jpg





item/image/p093.jpg





item/image/p045.jpg





item/image/p165.jpg





item/image/p207.jpg





